
学科課程カリキュラム 

及び 

授 業 計 画  
 

【情報電子システム工学科目】 

（鹿児島キャンパス）  
 

[履修にあったての遵守事項] 

 我が国の大学教育は単位制度を基本としており、１ 単 

位あたり45時間の学修を要する内容をもって構成するこ 

とが標準とされている。ここでいう１ 単位あたりの学修時 

間は、授業時間内の学修時間だけでなく、その授業の事 

前の準備学修・事後の準備復習を合わせたものとなって 

いる。この主旨を踏まえ、各教科の履修に当たっては、 

授業計画を参考に予習・復習に努め、１ 単位当たりの学 

修時間を確保することに努めること。 

 

 

２０１６年度 

（平成２８年度） 

第一工業大学 



 

　②：集中講義　　○：学科(コース)必修　  

　☆：教職必修　　★：教職選択　　

（コース名）　知情：知的情報ネットワークコース　　制御：制御システムコース

中学

前 後 前 後 前 後 前 後 技 工 情

期 期 期 期 期 期 期 期 術 業 報

0921 コンピュータリテラシー 2 2 2 ○ ○ ☆ ☆ ☆

0922 情報リテラシー 2 2 ○ ○ ★

1560 ﾈｯﾄﾜｰｸ工学Ⅰ(ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾋﾟｭｰﾀ) 2 2 ○ ☆

1562 JAVAﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ(JAVAﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ) 2 2 ○ ★ ★

1163 情報・電子基礎数理Ⅰ 2 2 ○ ○

1164 情報・電子基礎数理Ⅱ 2 2 ○ ○

1561 ネットワーク工学Ⅱ 2 2 ○ ★

1563 JAVAﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ 2 2 ○ ★ ★

1564 JAVAﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習Ⅰ 1 2 ★ ★

1565 JAVAﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習Ⅱ 1 2 ★ ★

0712

(1166)
電子工学通論（電子工学概論Ⅰ）    2 2 ☆ ★

1453

(1167)
制御工学（電子工学概論Ⅱ）          2 ② ☆

0719 コンピュータ工学Ⅰ 2 2 ○ ○ ☆

0720 コンピュータ工学Ⅱ 2 2 ○ ○ ☆

0721 ソフトウェア工学 2 2 ○ ☆

0722 情報システム工学 2 2 ☆

1558 アルゴリズムⅠ 2 2 ○ ○

1559 アルゴリズムⅡ 2 2 ○ ○

1569 Ｃ言語プログラミングⅠ 2 2 ○ ○ ★ ☆

1570 Ｃ言語プログラミングⅡ 2 2 ○ ○ ★ ☆

1571 Ｃ言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習Ⅰ 1 2 ★ ★

1572 Ｃ言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習Ⅱ 1 2 ★ ★

1566 Webﾃﾞｻﾞｲﾝ概論 2 2 ★

1251 電気回路Ⅰ        2 2 ★ ★

1252 電気回路Ⅱ        2 2 ★ ★

1255 電子回路Ⅰ        2 2 ○ ○ ★ ★

1256 電子回路Ⅱ        2 2 ○ ○ ★ ★

1851 電子工学実験Ⅰ 2 4 4 ○ ○ ★ ★

6628 職業指導 2 2 ☆

6647 機械工学基礎概論 2 2 ★ ☆

6648 電気工学基礎概論 2 2 ○ ○ ★ ☆

6649 土木工学基礎概論 2 ② ☆

6650 建築工学基礎概論 2 2 ☆

6641 木材加工（含製図・実習） 1 2 ☆

6642 金属加工（含製図・実習） 1 2 ☆

6643 機械（含実習） 1 ② ☆

6645 栽培（含実習） 1 2 ☆

6646 情報とコンピュータ（含実習） 3 2 2 ☆

1151 応用数学　        2 2

1152 応用物理　        2 2

1171 電磁気学Ⅰ      2 2 ★

1172 電磁気学Ⅱ      2 2 ★

1173 応用電磁気学  2 2 ★

1253 応用電気回路Ⅰ    2 2 ★ ★

1254 応用電気回路Ⅱ    2 2 ★ ★

1257 応用電子回路Ⅰ    2 2 ○ ★ ★

1258 応用電子回路Ⅱ    2 2 ○ ★ ★

1259 デジタル回路Ⅰ 2 2 ○ ★

1260 デジタル回路Ⅱ 2 2 ○ ★

1261 情報・制御システム設計基礎 2 2

1852 電子工学実験Ⅱ 2 4 4 ○ ○ ★ ★
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中学

前 後 前 後 前 後 前 後 技 工 情

期 期 期 期 期 期 期 期 術 業 報

1351 電子材料Ⅰ        2 2 ★ ★

1352 電子材料Ⅱ        2 2 ★ ★

1353 電子デバイス工学Ⅰ 2 2 ★

1354 電子デバイス工学Ⅱ 2 2 ★

0716 電子計測Ⅰ        2 2 ★

0717 電子計測Ⅱ        2 2 ☆

1451 高周波計測Ⅰ      2 2 ★

1452 高周波計測Ⅱ      2 2 ★

0718 ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学 2 2 ☆

0723 情報工学演習 1 2 ☆

1551 情報理論Ⅰ        2 ② ★

1552 情報理論Ⅱ        2 ② ★

6651 情報化社会 2 2 ☆

6652 情報と職業 2 2 ☆

1657 基本情報処理講座 2 2

0724 通信工学Ⅰ 2 2 ★

0725 通信工学Ⅱ 2 2 ★

1651 電波工学Ⅰ 2 2 ★

1652 電波工学Ⅱ 2 2 ★

1653 マイクロ波工学Ⅰ 2 2 ★

1654 マイクロ波工学Ⅱ 2 2 ★

1656 情報通信基礎講座 2 2

1752 電波法 2 2 ★

1853 電子製図 2 4 4 ★ ★

0713 電気機器工学 2 2 ★ ★

1659 情報ﾈｯﾄﾜｰｸ応用工学 2 2 ○ ★

1660 組込機器応用講座Ⅰ 2 2 ○

1661 組込機器応用講座Ⅱ 2 2 ○

1999 卒業研究 4 ○ ○

他大学等履修科目、 (6)

その他指定する科目

計 154

必　修 46 46 46

選　択 108 42 42

91

情報電子システム工学科　　　　(ＴＥ)（英訳名　Department of Electronics and Informatics）

　知的情報ネットワークコース　(Ｅ１)（英訳名　Information Science and Intelligent Systems Networking Course）

　制御システム工学コース　　　(Ｅ２)（英訳名　Control Systems Engineering Course）

専門一般

専門科目合計

共通総合教育科目計 36
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教科番号  0921 授業科目：コンピュータリテラシー(実習) (Computer literacy (with practice)) 

開講時期 通年 （情報電子システム工）学科（１）年（２）単位 担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

 利用頻度の高い、文章作成ソフトウェアであるWord、表計算ソフトウェアExcel について基礎から応用まで学び、
ビジネス上でも使いこなせることを目標とする。 

【授業の概要】 

 前期は Word. 後期は Excel を主に学び、基礎的な文章、表計算から、高度な使い方までを毎回の実習を通じて習得
する。また、プログラミングの概念習得のためスクラッチについても学ぶ。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
イントロダクショ
ン 

授業の進め方、PCの起動、停止、
moodle の使い方。 

 

授業/演習内容を復習する。 

 

９０ 

２ 
コンピュータの操
作 

ディレクトリ作成、USBメモリ
の使い方。 

 

授業/演習内容を復習する。 

 

９０ 

３ 
Word (1) ビジネス文章の作成。 

実習課題 1。 

テキスト(P1~11) を読みまとめる。 

授業/実習を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 
Word (2) ｵｰﾄﾌｫｰﾏｯﾄ、箇条書き。 

実習課題 2 

テキスト(P12~21) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 
Word (3) 表、図形要素の挿入1。 

実習課題 3 

テキスト(P22~26)を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 
Word (4) 表、図形要素の挿入2。  

実習課題 4 

テキスト(P27~30) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 
Word (5) 表、図形要素の挿入3。  

実習課題 5 

テキスト(P31~34) を読みまとめる 

授業/実習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ 
Word (6)  Word - Advanced 表の編集。実習

課題 6 

テキスト(P42~51) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 
Word (7) Word – Advanced 段組と縦横の

混在。実習課題 7 

テキスト(P52~57) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

１０ 
Word (8)  Word – Advanced 長文に便利な

機能 1。実習課題 8 

テキスト(P58~61) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

１１ 
Word (9) Word – Advanced 長文に便利な

機能 2。実習課題 9 

テキスト(P62~65)を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

６０ 

１２０ 

１２ 
Word (10) コミュニティ新聞の作成。 

実習課題 10 

テキスト(P68) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

１２０ 

１３ 
Word (11) 企画書の作成。 

実習課題 11 

テキスト(P70) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

１２０ 

１２０ 

１４ 
スクラッチ 1 スクラッチを使ったプログラミ

ング 1。実習課題 12 

事前配布資料を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

１５ 
スクラッチ 2 スクラッチを使ったプログラミ

ング 2。実習課題 13 

事前配布資料を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

６０ 

１２０ 

１６ 
Excel (1) Excel-Basic 基本の表の作成、編

集。実習課題 14 

テキスト(P72~91)を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

１７ 
Excel (2) Excel-Basic グラフの作成と編

集。実習課題 15 

テキスト(P92~101)を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

１８ 
Excel (3) Excel-Basic ページレイアウト

と印刷。実習課題 16 

テキスト(P102~109) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

１９ 
Excel (4) Excel-Basic のまとめ演習 1。実

習課題 17 

テキスト(P110~113) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２０ 
Excel (5) Excel-Basic のまとめ演習 2。実

習課題 18 

テキスト(P114~115)を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

２１ 
Excel (6) Excel-Advanced 条件判断。 

実習課題 19 

テキスト(P122~123) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２２ 
Excel (7) Excel-Advanced 関数の使いこ

なし。実習課題 20 

テキスト(P124~126) を読みまとめる 

授業/実習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

２３ 
Excel (8) Excel-Advanced vlookup関数。実

習課題 21 

テキスト(P128~132) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２４ 
Excel (9) Excel-Advanced ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの利

用。実習課題 22 

テキスト(P134~142) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２５ 
Excel (10) Excel-Advanced ピボットデー

ブル。実習課題 23 

テキスト(P143~147) を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 



２６ 
Word-Excel  Word, Excel 混合文章。 

実習課題 24 

テキスト(P158~163)を読みまとめる。 

授業/実習内容を復習する。 

６０ 

１２０ 

２７ 
PowerPoint (1) プレゼンテーションの基礎。 

実習課題 25 

事前配布資料を読みまとめる 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２８ 
PowerPoint (2) Word によるプレゼンストリー

の作成。実習課題 26 

事前配布資料を読みまとめる 

授業/実習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２９ 
PowerPoint (3) 作成しておいた資料をプレゼン

し、相互に評価する。 

各自プレゼン資料の作成。 

授業/演習内容を復習する。 

１８０ 

６０ 

３０ 
まとめ 学習まとめの演習。 

実習課題 28 

過去の実習のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  30時間アカデミック 「Word & Excel 2007」   実教出版 

【参考書・参考資料等】 なし 

【成績評価基準・方法】 実習課題(60%)、試験(40%)で評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 0922 授業科目：情報リテラシー （ Information Literacy ）  

開講時期 前期 （情報 2年）単位2                  担当者： 斉 培恒 

【授業の到達目標】 

コンピュータシステムの基本を理解する。近年のコンピュータ・ネットワークの理解を深めてインターネット社会のビジネス展
開の特徴を考える。 

【授業の概要】 

 高度情報化社会において、コンピュータはあらゆる分野で活用され、我々の生活の中で欠くべからざる必需品となってきた。本
講座では、情報の概念を理解しコンピュータシステムの構成と情報・制御の流れを学習するとともに、情報ネットワークの形態と
それに伴う重要な事項について学習する。加えてユビキタス社会の概念、サイバーリテラシーの概要、そして ITビジネスの将来を
展望する。 

【授業要旨】  
回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・演習・復習） 時間(分) 

１ ガイダンス コンピュータの発展歴史、情報の概
念、ENIACの出現、ノイマン型コン
ピュータ。 

予習結果を確認。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

２ コンピュータ
システムの構
成 

五大機能とコンピュータシステムの基本構
成。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 
６０ 

３ 情報・制御の流
れ 

コンピュータ内部の情報伝達と制御
の流れ。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

４ 情報・データの
表現 

情報・データの形態と情報の単位。
演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

５ コンピュータ
の分類 

コンピュータの種類と役割。演習問題。 予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

６ プログラミン
グ言語 

プログラミング言語の種類と言語翻
訳プロセッサ。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

７ １回～６回ま
でのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについ
てディスカッションを行い、理解を深
める。 

演習問題を解き理解を深める。 
グループに分けで、ディスカッシ
ョンの内容をまとめる。 

１２０ 
６０ 

８ OSの概念と目
的 

OS の概念および OS の種類とその
目的。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

９ コンピュータ・
ネットワーク
の概要 

ネットワークの種類とその形態につ
いて。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

10 ネットワーク
接続の基本形 

ブロードバンド、主要ネットワーク
の接続形態について。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

11 分散処理 クライアントサーバシステム、Peer 
to Peer System。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

12 コンピュータ・
ウィルス 

電子的攻撃、不正プログラムと不正
アクセス。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

13 コンピュータ・
セキュリティ 

情報セキュリティの概要、ウイルス
防御策。演習問題。 

予習結果を確認。 
10分間1，2問の演習を実施。 
宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 
６０ 

14 ８回～１３回
までのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについ
てディスカッションを行い、理解を深
める。 

演習問題を解き理解を深める。 
グループに分けで、ディスカッシ
ョンの内容をまとめる。 

１２０ 
 

６０ 
15 ユビキタス社

会の到来、まと
め 

ユビキタス社会の到来、展望・課題、
IPv6の目指すもの、サイバーリテラ
シー、IT ビジネスの進化。まとめと
総括。小テストの実施 

期末テストの準備。 
ノートの整理とまとめ。 

６０ 
１２０ 

【テキスト】 「最新情報処理概論」 安藤明之著、実教出版 
【参考書・参考資料等】 サーバーリテラシー概論：矢野直明（知泉書館） 

．メディア・リテラシー入門：池上彰（オクムラ書店）．日経ビジネス. 

【成績評価基準・方法】 出席率＋宿題レポート提出状況（30%）、小テスト（20%）、試験（50%）で総合的な評
価を行う。 

 

 



教科番号 1560 授業科目：ネットワーク工学Ⅰ（ネットワークコンピュータ）(Computer NetworkⅠ） 

開講時期 前期 (情報電子システム工)学科（３）年（２）単位 担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

電話網、ISDN、パケット通信、フレームリレー、セルリレー等のネットワークインフラ、及びコンピュータネットワ

ークによるデータ通信に関する知識を身につけることを到達目標とする。 

【授業の概要】 

 近年通信網の発達は目覚しく、居ながらにして世界中のニュースや情報が TV であるいはインターネットで得ら

れている。本講義は、これら通信ネットワークの基礎となる、交換機網を中心とするネットワークインフラ、及びコ

ンピュータネットワークによるデータ通信に関する知識の習得を目的とする。ネットワークインフラとして、電話網、

ISDN、パケット通信、フレームリレー、セルリレーについて学習する。データ通信では、ルータを中心とするネット

ワークインフラを利用したインターネットについて、通信プロトコル、インターネット通信の仕組み、電子メール、

WWW、インターネット電話等の動作と応用を学習する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ イントロダクショ

ン。 

講義概要の説明、電話網の考え方。

課題演習 

テキスト(P1~3)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 電話ﾈｯﾄﾜｰｸのしく

み1。 

伝送網/交換網と階層構造、網間接

続。課題演習 

テキスト(P4~11)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 電話ﾈｯﾄﾜｰｸのしく

み2。 

高度通信ｻｰﾋﾞｽ、番号体系、携帯電

話、IP電話｡課題演習 

テキスト(P12~19) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ ISDNの構成1。 ﾈｯﾄﾜｰｸのﾃ ｼ゙ﾞﾀﾙ化、ISDNへの発展。

課題演習 

テキスト(P20~23) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ ISDNの構成2。 Ｉｲﾝﾀﾌｪｰｽ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ加入者線伝送｡ 

課題演習 

テキスト(P24~31)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 通信情報と符号化。 情報信号の性質、信号のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化、

帯域圧縮、CODEC｡課題演習 

テキスト(P32~40) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 信号の変調。 変調の原理、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号の変調、ﾓ

ﾃﾞﾑ｡課題演習 

テキスト(P41~51) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ 多重化と多重通信。 多重化の種類、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊｲｱﾗｷｰ、多重

伝送｡課題演習 

テキスト(P52~62) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ パケット通信1。 ﾊﾟｹｯﾄ通信の動作原理、ﾊﾟｹｯﾄ伝送方

式｡ 課題演習 

テキスト(P63~67) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 パケット通信2。 ﾊﾟｹｯﾄ交換機、ﾊﾟｹｯﾄ交換網構成、

X.25 ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ｡課題演習 

テキスト(P68~71) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰとｾﾙﾘﾚｰ 1。 ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ交換の原理、CIR、ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰ

利用例｡課題演習 

テキスト(P72~77)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 ﾌﾚｰﾑﾘﾚｰとｾﾙﾘﾚｰ 2。 ｾﾙﾘﾚｰ動作、VCとVP、ｾﾙﾘﾚｰ網の構

成｡ 課題演習 

テキスト(P78~82) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの仕組み1。 ｲﾝﾀﾝｯﾄの構造、ﾙｰﾀ、TCP/IP ﾌﾟﾛﾄｺﾙ｡

課題演習 

テキスト(P83~91) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの仕組み2。 電子ﾒｰﾙ、WWW、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ電話｡ 課

題演習 

テキスト(P92~97) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括。 

課題演習。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】 「基礎からの通信ネットワーク」 井上伸雄  オプトロニクス社 

【参考書・参考資料等】なし  

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、試験(80%)で評価を行う。 

 

 

 



教科番号 1562 授業科目：JavaプログラミングⅠ（Java Programming Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子システム工）学科（3）年（2）単位 担当者：山田 猛矢  

【授業の到達目標】 

 Javaに代表される「オブジェクト指向」の考え方を理解すると共に，クラス継承，イベント処理，マルチスレッド処理等の Java 

プログラミングの基礎に精通することを目標とする。 

【授業の概要】 

 Java プログラミングを始めるにあたっての基本操作（開発環境構築，ソースファイルの作成，コンパイル，実行）から説明し，

実際にコンピュータでプログラミングを行いながら講義を進める。プログラミングを行う上での基本を学んだ後，オブジェクト指

向プログラミングの方法を説明し，クラス継承，イベント処理，マルチスレッド処理等を学び，プログラミングを行う。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ Javaとは Javaの特徴，環境構築，ソースファイ

ル，コンパイル，実行 

テキスト1 (P8~28)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

２ 変数 変数，型 テキスト1 (P30~40)を読みまとめる。 

授業の内容を復習をする。 

110 

120 

３ 条件分岐 関係演算子，if文 テキスト1 (P44~51) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

４ 繰り返し for文 テキスト1 (P54~60) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

５ オブジェクト指向，

static なフィール

ド・メソッド 

オブジェクト指向，staticなフィー

ルド，メソッドの使い方 

テキスト1 (P62~75) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

６ インスタンスの

生成 

インスタンスの生成方法，インスタン

スからメソッドを使う 

テキスト1 (P78~84)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

７ 絵を描く AnimationFrame クラスを利用し

て簡単な絵を描く 

テキスト1 (P88~93) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

８ アニメーション

を作る 

AnimationFrame クラスを利用し

て簡単なアニメーションを作る。 

テキスト1 (P96~102) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

９ １回～８回まで

のまとめ 

プログラミングの課題を行い理解

を深める 

プログラミングの課題を行い，理解

を深める。 

200 

120 

10 オリジナルクラ

ス 

オリジナルのクラスを作成する テキスト2 を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

11 継承 継承の基本，オーバーライド テキスト2 を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

12 YJFrameの継承 YJFrameクラスの継承 テキスト2 を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

13 イベント処理 YJFrameクラスを継承し，イベント

処理を行う 

テキスト2 を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

14 マルチスレッド

処理 

YJFrameクラスを継承し，マルチス

レッド処理を行う 

テキスト2 を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

15 １０回～１４回

までのまとめ 

プログラミングの課題を行い理解

を深める 

プログラミングの課題を行い，理解

を深める。 

170 

120 

【テキスト】 

 ・卒Java原人 君はJava新人に進化できるか!?   山田猛矢・比嘉築 著  E Cube Factory 

 ・進め!!Java新人 はじめの一歩  山田猛矢・比嘉築 著  E Cube Factory 

【参考書・参考資料等】 基礎からの Java 改訂版 宮本信二 著 SBクリエイティブ株式会社 

【成績評価基準・方法】 試験（60%），課題（40%） 

 



教科番号 1163 授業科目：情報・電子基礎数理Ⅰ（Basic Mathematics for ElectronicsⅠ）  

開講時期 前期 （ 情報 ）学科（１）年（２）単位   担当者： 斉 培恒 

【授業の到達目標】 

高校までで学んだ数学を基にして、大学で学ぶ情報工学、電子工学、電気工学を理解、応用する為に必要とされる数学の基礎的能

力を身につける。頻繁に自宅学習用の課題を出し、また授業中に演習の解説を行うことで、実践的な能力を身につけさせることを目

指す。 Ⅰでは以下の範囲を行う。 

１． 式の計算と数の種類 ２．複素数の定義と計算 ３．関数と方程式の意味 ４．行列と行列式の計算方法  

５．三角関数 

【授業の概要】 

 講義と演習によって精選した化学の基本概念を理解させ，専門科目の材料学を履修するための基礎を修得させる。さらに、小テス

トやディスカッションも取り入れて理解を深めさせる。また、アクティブ・ラーニングについても実施していく。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・演習・復習） 時間(分) 

１ 式の計算と数の
種類 

文字式の意味、式の展開と因数分
解、整式の除法、分数式の計算と
変形、演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

２ コンピュータで
用いる数と論理
演算 

コンピュータ情報処理で使われる
16進、8進、2進数の理解と相互変
換計算方法、演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 

６０ 

３ 複素数 数の種類、複素数の定義と計算、
xn=αの複素平面上の解、演習問
題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

４ 関数と方程式 関数の種類、定義域と値域、陰関
数表示とﾊﾟﾗﾒｰﾀ表示、逆関数、2次
方程式、分数方程式、演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

５ 行列 行列及び逆行列の計算。そして、情
報電子科学での応用。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

６ 行列式 行列式及び逆行列式の性質、展開、
そして、情報電子科学での応用。演
習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

７ １回～６回まで
のまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめにつ
いてディスカッションを行い、理解
を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッションの
内容をまとめる。 

１２０ 

６０ 

８ 連立方程式 連列方程式の計算方法。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

９ 三角関数（その
１） 

三角関数の定義、三角関数の基本
公式、三角関数の性質、主な三角
関数値、演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

10 三角関数（その
２） 

三角関数の性質、三角関数の波形と
周期性、逆三角関数、正弦波予言波
関数の情報電子電機分野応用。演習
問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

11 指数関数 指数法則、指数関数の定義とグラ
フ、演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

12 対数関数 対数関数の定義とグラフ、自然対
数と常用対数、デシベルの意味、
増幅器の縦続接続など情報電子
科学分野での応用。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

13 双曲線関数 双曲線関数の定義とグラフ、基本
公式①②と三角関数との相似性、
複素双曲線関数の定義と複素三
角関数との関係、演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

14 ８回～１３回ま
でのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめにつ
いてディスカッションを行い、理解
を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッションの
内容をまとめる。 

１２０ 

 

６０ 

15 まとめ まとめと総括。小テストの実施 期末テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 



【テキスト】  

電気電子工学のための基礎数学 森武昭、大矢征 著 森北出版株式会社  ¥ 2,100  1996年３月 

【参考書・参考資料等】 電気・電子の基礎数学 堀桂太郎、佐村敏治、椿本博久 著 東京電機大学出版局 2005
年9月 ￥2,600。 

【成績評価基準・方法】 出席率＋宿題レポート提出状況（30%）、小テスト（20%）、試験（50%）で総合的な評価
を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1164 授業科目：情報・電子基礎数理 II（Basic Mathematics for ElectronicsII）  

開講時期 後期 （ 情報 ）学科（１）年（２）単位   担当者： 斉 培恒 

【授業の到達目標】 

前期のⅠに続いて、高校までで学んだ数学を基にして、大学で学ぶ情報工学、電子工学、電気工学を理解、応用する為に必要とさ

れる数学の基礎的能力を身につける。頻繁に自宅学習用の課題を出し、また授業中に演習の解説を行うことで、実践的な能力を身に

つけさせることを目指す。 Ⅱでは以下の範囲を行う。 

１． 章平面図形と式、ベクトル算法  ２．数列と数列の極限、関数の極限  ３．微分計算法とその応用  

４．積分計算法とその応用 ５．微分方程式と情報電子回路のエネルギー過度現象 

【授業の概要】 

 講義と演習によって精選した化学の基本概念を理解させ，専門科目の材料学を履修するための基礎を修得させる。さらに、小テス

トやディスカッションも取り入れて理解を深めさせる。また、アクティブ・ラーニングについても実施していく。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・演習・復習） 時間(分) 

１ イントロダク

ション 

数学は美しいです。数学は工具で

す。 

予習結果を確認。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

２ 三角関数（前期

復習） 

前期三角関数の復習。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 

６０ 

３ 平面図形と式 点、距離の二次元座標表示法、関数

と方程式の関係、演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

４ ベクトル算法 ベクトルとスカラー、ベクトルの表

示、ベクトルの和と差、演習問題、

スカラー積、ベクトル積、演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

５ 数列 等差数列の計算法とその証明、等比数

列の計算法とその証明、記号∑（シグ

マ）とその性質。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

６ 数列の極限 数列の極限、最大値、最小値、極値の

計算。無限級数の収束、発散、振動。

演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

７ １回～６回ま

でのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについ

てディスカッションを行い、理解を深

める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッシ

ョンの内容をまとめる。 

１２０ 

６０ 

８ 関数の極限 連続関数の極限値計算法及び応用。演

習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

９ 微分計算法 微分の定義、意味、計算法、演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

10 微分応用 微分の応用。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

11 積分計算法 積分微分の定義、意味、計算法、演習

問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

12 積分の応用 微分の応用。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

13 微分方程式 微分方程式とエネルギー回路の過

度現象、演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 



14 ８回～１３回

までのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについ

てディスカッションを行い、理解を深

める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッシ

ョンの内容をまとめる。 

１２０ 

 

６０ 

15 まとめ まとめと総括。小テストの実施 期末テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  

電気電子工学のための基礎数学 森武昭、大矢征 著 森北出版株式会社  ¥ 2,100  1996年３月 

【参考書・参考資料等】 電気・電子の基礎数学 堀桂太郎、佐村敏治、椿本博久 著 東京電機大学出版局 2005

年9月 ￥2,600。 

【成績評価基準・方法】 出席率＋宿題レポート提出状況（30%）、小テスト（20%）、試験（50%）で総合的な評

価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1561 授業科目：ネットワーク工学Ⅱ(Computer NetworkⅡ） 

開講時期 後期 (情報電子システム工)学科（３）年（２）単位 担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

インターネット網に接続するためのアクセス回線（ADSL、光アクセス回線、CATVアクセス回線、無線アクセス回線）

の構成を学習し、インターネット網への接続方法につき理解する。加入者電話から置き換わりつつある、ＩPネット

ワークを利用したＩＰ電話について、その仕組みとネットワークを理解することを到達目標とする 

【授業の概要】 

ネットワーク工学Ⅰにおいて、加入者電話網からインターネット網まで学んだ。本講座では、インターネット網に

接続するための各種アクセス回線、及び、普及が進む光アクセス回線について学習し、最近のインターネット技術

を利用したＩＰネットワークの応用として、ＩＰ電話のネットワークについての理解を深める。さらに、CATVネッ

トワーク、インターネット網とルータで接続されるLANの仕組み、無線を利用したモバイル通信および携帯電話ネ

ットワークについて学習する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ アクセス回線（１） 加入者線、xDSL。 

課題演習 

テキスト(P98~108)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ アクセス回線（２） 無線ｱｸｾｽ回線、電力線通信。 

課題演習 

テキスト(P108~113)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 光ファイバアクセ

ス網（１） 

光ﾌｧｲﾊﾞの特徴、光ﾌｧｲﾊﾞｱｸｾｽ網の

構成。 

テキスト(P114~198) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 光ファイバアクセ

ス網（２） 

光ﾌｧｲｱﾊﾞでの双方向通信、FTTH｡ 

課題演習 

テキスト(P119~125) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ ＣＡＴＶネットワ

ーク（１） 

CATVの構造、双方向・多ﾁｬﾝｴﾙ CATV｡ 

課題演習 

テキスト(P126~130)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ ＣＡＴＶネットワ

ーク（２） 

高速ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続、CATV網を利用し

た電話。課題演習 

テキスト(P131~136) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ ＩＰネットワーク

（１） 

IPﾈｯﾄﾜｰｸの構造、IP電話の仕組み。

課題演習 

テキスト(P137~141) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

８ ＩＰネットワーク

（２） 

ＶoIP技術、IP-VPNの仕組み。課題

演習 

テキスト(P143~151) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ ﾓﾊﾞｲﾙ通信ﾈｯﾄﾜｰｸの

仕組み（１） 

端末と基地局間の通信、携帯電話

網｡ 課題演習 

テキスト(P163~171) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 ﾓﾊﾞｲﾙ通信ﾈｯﾄﾜｰｸの

仕組み（２） 

ﾓﾊﾞｲﾙﾃﾞｰﾀ通信、3G, LTEのﾓﾊﾞｲﾙ通

信｡ 課題演習 

テキスト(P173~182) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 ＬＡＮの仕組み

（１） 

LAN の伝送媒体、ｱｸｾｽ制御の方法｡ 

課題演習 

テキスト(P183~191)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 ＬＡＮの仕組み

（１） 

代表的なLANとLAN間接続｡ 課題

演習 

テキスト(P192~199) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 イーサネット（１） ｲｰｻﾈｯﾄの構造、ｽｲｯﾁﾝｸﾞﾊﾌﾞによる

構成｡ 課題演習 

テキスト(P200~203) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 イーサネット（２） 伝送路符号、ｷﾞｶﾞﾋﾞｯｲー ｻﾈｯﾄ、広域

ｲｰｻﾈｯﾄ｡ 課題演習 

テキスト(P204~212) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括。 

課題演習。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

１２０ 

１２０ 

【テキスト】 「基礎からの通信ネットワーク」 井上伸雄  オプトロニクス社 

【参考書・参考資料等】なし  

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、試験(80%)で評価を行う。 

 

    



教科番号 1563 授業科目：JavaプログラミングⅡ（Java Programming Ⅱ） 

開講時期 後期 （情報電子システム工）学科（3）年（2）単位 担当者：山田 猛矢  

【授業の到達目標】 

 Android アプリケーションの開発方法を学び，簡単な Android アプリケーションが作成できることを本講義の到達目標とす

る。 

【授業の概要】 

 Androidアプリケーションの開発は Java 言語を用いて行われる。本講義は Java プログラミングⅠの講義を踏まえて，アプリ

ケーションの開発を行っていく。まずはAndroidアプリケーションの開発環境の構築から始め，Androidアプリケーションの基

本となるアクティビティを学び，キー入力や画面のタッチなどの画面に対する処理等を学習していく。また講義の後半は実際

に簡単なAndroidアプリケーションの作成を行う。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ はじめの一歩 プロジェクトの作成，アプリの

実行 

テキスト(P2~10)を読みまとめる。 

授業の内容を復習をする。 

110 

120 

２ Java とクラスラ

イブラリ 

Android SDK テキスト(P12~32) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

３ Android の基本

（1） 

アクティビティ，レイアウト，ビ

ュー 

テキスト(P34~45) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

４ Android の基本

（2） 

イベント，リスナー テキスト(P46~58) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

５ いろいろなビュ

ー（1） 

テキストビュー，ボタン，チェック

ボックス，ラジオボタン 

テキスト(P60~72)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

６ いろいろなビュ

ー（2） 

エディットテキスト，リストビュー，

スピナ，グリッドビュー 

テキスト(P73~84) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

７ ビューのカスタ

マイズ，メニュー

とダイアログ 

ビューのカスタマイズ，日付表

示，メニューとダイアログ 

テキスト(P85~101) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

８ グラフィック（1） リソース，画像の回転，拡大・縮

小 

テキスト(P104~112) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

９ グラフィック（2） アニメーション，図形の描画 テキスト(P113~136) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

10 ファイルとデー

タベース 

ファイル，データベース テキスト(P282~298) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

11 アプリの配布 アプリの公開方法 テキスト(P320~331) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

12 オリジナルアプ

リの作成（1） 

オリジナルアプリの作成 オリジナルアプリの作成 

オリジナルアプリの作成 

130 

130 

13 オリジナルアプ

リの作成（2） 

オリジナルアプリの作成 オリジナルアプリの作成 

オリジナルアプリの作成 

130 

130 

14 オリジナルアプ

リの作成（3） 

オリジナルアプリの作成 オリジナルアプリの作成 

オリジナルアプリの作成 

140 

140 

15 作成したアプリ

の発表会 

作成したオリジナルアプリの紹

介 

発表準備 

 

140 

130 

【テキスト】 やさしいAndroidプログラミング 第3版 高橋麻奈 SBクリエイティブ株式会社 

【参考書・参考資料等】  

 ・基礎からのAndroidプログラミング 金田浩明 SBクリエイティブ株式会社 

 ・基礎からの Java 改訂版 宮本信二 SBクリエイティブ株式会社 

【成績評価基準・方法】 試験（60%），課題（40%） 

 



教科番号 1564 授業科目：Javaプログラミング演習Ⅰ（Seminar of Java Programming Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子システム工）学科（3）年（1）単位 担当者：山田 猛矢  

【授業の到達目標】 

 受講生自ら Java プログラムのコードを打ち込み、演習を行うことで、Javaプログラミング I で習った内容を直ちに確かめる

とともに、オブジェクト指向プログラミング言語の考え方や実践的なプログラミング・システム構築の能力を身につけること

を到達目標とする。 

【授業の概要】 

 実際にプログラミングの課題を与え学生自身が考えながらプログラミングを行うことで，オブジェクト指向プログラミング

言語の考え方や実践的なプログラミング・システム構築ができるようになるように演習を行っていく。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ Java 開発環境の

構築 

JDK のインストール，Path の設

定 

moodleトピック1を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

２ コマンドプロン

プトの使い方 

dir，cdコマンド，コンパイル，

実行 

moodleトピック2を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

３ 演習1 コンパイル，実行，デバッグ moodleトピック3を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

４ 演習2 出力，代入，計算 moodleトピック4を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

５ 演習3 条件分岐，繰り返し moodleトピック5を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

６ 演習4（1） staticメソッド，配列 moodleトピック6を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

７ 演習4（2） 前回の続き moodleトピック6を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

８ 演習5（1） インスタンスの生成 moodleトピック8を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

９ 演習5（2） 前回の続き moodleトピック8を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

10 演習6（1） AnimationFrame クラスの利

用 

moodleトピック10を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

11 演習6（2） 前回の続き moodleトピック10を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

12 演習7（1） 風紋のシミュレーションの説

明 

moodleトピック12を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

13 演習7（2） 風紋のシミュレーションの作

成 

風紋のシミュレーションの作成 30 

30 

14 演習7（3） 風紋のシミュレーションの作

成 

風紋のシミュレーションの作成 30 

30 

15 演習7（4） 風紋のシミュレーションの作

成 

風紋のシミュレーションの作成 30 

30 

【テキスト】 moodleを使用 

【参考書・参考資料等】 基礎からの Java 改訂版 宮本信二 著 SBクリエイティブ株式会社 

【成績評価基準・方法】 演習課題（100%） 

 

 



教科番号 1565 授業科目：Javaプログラミング演習Ⅱ（Seminer of Java Programming Ⅱ） 

開講時期 後期 （情報電子システム工）学科（3）年（1）単位 担当者：山田 猛矢  

【授業の到達目標】 

 課題演習を通して，簡単なAndroidアプリケーションが作成できることを本講義の到達目標とする。 

【授業の概要】 

 実際にAndroidアプリケーションの課題を与え学生自身が考えながらプログラミングを行うことで，Androidアプリケーションの

開発ができるようになるように演習を行っていく。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ Android開発環境

の構築 

JDK，Android Studio のインス

トール 

テキスト(Pⅳ~ⅸ)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

２ Android Studio

の操作方法 

Android Studioの使い方，プロ

ジェクトの作成 

テキスト(Pⅹ~ⅹⅹⅲ) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

３ 演習1 インストール環境の確認，

Activityクラス 

テキスト(P10，32) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

４ 演習2（1） イベント処理 テキスト(P58) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

５ 演習2（2） 前回の続き テキスト(P58)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

６ 演習3（1） エディットテキスト，リストビュ

ー，スピナ，グリッドビュー 

テキスト(P102) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

７ 演習3（2） 前回の続き テキスト(P102) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

８ 演習4（1） アニメーション テキスト(P135~136) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

９ 演習4（2） 前回の続き テキスト(P135~136) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

10 演習4（3） 前回の続き テキスト(P135~136) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

11 演習5（1） データ保存 テキスト(P298) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

12 演習5（2） 前回の続き テキスト(P298) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

30 

30 

13 オリジナルアプ

リの作成（1） 

オリジナルアプリの作成 オリジナルアプリの作成 

オリジナルアプリの作成 

30 

30 

14 オリジナルアプ

リの作成（2） 

オリジナルアプリの作成 オリジナルアプリの作成 

オリジナルアプリの作成 

30 

30 

15 作成したアプリ

の発表会 

作成したオリジナルアプリの

紹介 

発表準備 

 

30 

30 

【テキスト】 やさしいAndroidプログラミング 第3版 高橋麻奈 SBクリエイティブ株式会社 

【参考書・参考資料等】 

 ・基礎からのAndroidプログラミング 金田浩明 ソフトバンククリエイティブ株式会社 

 ・基礎からの Java 改訂版 宮本信二 SBクリエイティブ株式会社 

【成績評価基準・方法】 演習課題（100%） 

 

 



教科番号 
0712 

(1166) 
授業科目：電子工学通論（電子工学概論Ⅰ） (Electronics engineering introduction） 

開講時期 後期 (情報電子システム/ 機械システム)工学科（１）年（２）単位担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

エレクトロニクス技術は、テレビ・ラジオ・オーディオ機器・パソコンなどの民生機器、産業用機器、自動車や

宇宙ロケットまであらゆる部門に使われている。そのエレクトロニクス技術のアウトラインが理解できるように

なることを目標とする。 

【授業の概要】 

 ネットワーク工学Ⅰにおいて、加入者電話網からインターネット網まで学んだ。本講座では、インターネット

網に接続するための各種アクセス回線、及び、普及が進む光アクセス回線について学習し、最近のインターネッ

ト技術を利用したＩＰネットワークの応用として、ＩＰ電話のネットワークについての理解を深める。さらに、

CATV ネットワーク、インターネット網とルータで接続される LAN の仕組み、無線を利用したモバイル通信お

よび携帯電話ネットワークについて学習する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 電子とは、真空中の

電子 

自由電子、半導体、電界・磁界中

の電子。課題演習 

テキスト(P1~24)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 電子ビーム、気体中

の電子 

電子放出、CRT, 励起と電離、放

電。課題演習 

テキスト(P25~54)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 固体中の電子 固体の構造、導体中の電子、誘電

体中の電子。課題演習 

テキスト(P55~68) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 半導体の種類と性

質（１） 

真性半導体と不純物半導体、半導

体の電気伝導。課題演習 

テキスト(P69~79) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 半導体の種類と性

質（２） 

半道体の性質、PN接合。 

課題演習 

テキスト(P80~92)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ いろいろな半導体

素子（１） 

ダイオード、トランジスタ。 

課題演習 

テキスト(P93~104) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ いろいろな半導体

素子（２） 

FET、サイリスタとトリガ素子。課

題演習 

テキスト(P105~115) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

８ いろいろな半導体

素子（３） 

光半導体、その他の半導体素子。

課題演習 

テキスト(P116~133) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 増幅回路（１） 増幅の原理、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの特性と増幅

回路。課題演習 

テキスト(P134~143) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

10 増幅回路（２） FET増幅回路、増幅回路の特性。

課題演習 

テキスト(P144~152) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

11 増幅回路（３） CR結合型、B 級 PP、同調型、差

動、負帰還。課題演習 

テキスト(P153~166)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 ディジタル回路

（１） 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙとは、論理回路、組合せ論

理回路｡課題演習 

テキスト(P235~247) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 ディジタル回路

（２） 

ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ IC｡ 

課題演習 

テキスト(P248~262) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 発振回路、変復調回

路 

発振回路の種類、発振条件、LC発

振回路、変調の種類、振幅変調｡ 課

題演習 

テキスト(P179~234) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括。 

課題演習。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

１２０ 

１２０ 

【テキスト】 「基礎からの通信ネットワーク」 井上伸雄  オプトロニクス社 

【参考書・参考資料等】なし  

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、試験(80%)で評価を行う。 

 



教科番号 1453(1167) 授業科目：制御工学（Control Engineering） 

開講時期 後期 （情報電子システム工）学科（３）年（２）単位  担当者：當金 一郎 

【授業の到達目標】 

１．フィードバック制御系の構成と働きを理解する。 

２．ラプラス変換による制御系の解析法を理解する。 

３．制御系の周波数領域での解析法を理解する。 

４．制御系の安定判別法を理解する。 

【授業の概要】 

制御工学は理工学系科目の中で重要な科目であって、フィードバック制御、フィードフォワード制御といった古典的・理論的な制

御の他、実際の現場でよく用いられる PID 制御、DP やカルマンフィルターを用いる現代制御と広範な内容が含まれる。本講義で

は、制御の本質を理解するために主としてフィードバック制御について解説するが、適宜PID制御、予測制御といった現実に用い

られている制御の方式についても話をする。 頻繁に自宅学習用の課題を出すことで、実践的な能力を身につけさせることを目指

す。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 制御システムの

基礎知識 

制御とは、制御系と被制御系、制御系の分

類、自然現象と微積分 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

微積分に関する練習課題をやってくる。 

６０ 

１２０ 

２ 微分方程式 微分方程式とは、微分方程式の解、 

変数分離形の解法、ｼｽﾃﾑとﾓﾃﾞﾙ 

ﾃｷｽﾄpp.1－14を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

６０ 

１２０ 

３ 制御システムの

具体例(1) 

操作量をいれた温度制御ﾓﾃﾞﾙ＆貯水ﾀﾝｸの

水位制御ﾓﾃ゙ ﾙの詳細解説 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

学習した制御ﾓﾃﾞﾙについて復習する。 

１２０ 

９０ 

４ 制御システムの

具体例(2) 

動的ｼｽﾃﾑとして機械系ﾓﾃﾞﾙと電気系ﾓｾﾙの

微分方程式を導出する 

ﾃｷｽﾄpp.15－25を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

５ ラプラス変換と

伝達関数 

ラプラス変換の定義、ラプラス変換の性

質、伝達関数とブロック線図 

ﾃｷｽﾄpp.26－45を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

６ 動的ｼｽﾃﾑの応答

特性 

動的ｼｽﾃﾑの応答の意味、ｲﾝﾊﾟﾙｽ応答、ｽﾃｯﾌﾟ

応答、ﾗﾝﾌﾟ応答 

ﾃｷｽﾄpp.46－55を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

７ 1 次遅れ系のｼｽﾃ

ﾑ 

定常特性と過渡特性、1 次遅れ系の伝達関

数、時定数、ｼｽﾃﾑの極 

ﾃｷｽﾄpp.56－66を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

８ １～７のまとめ 小テスト①、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄで制御系について調

べた内容を基にﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行う 

小テストの準備 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めMoodleへｱｯﾌ  ゚

１５０ 

１８０ 

９ 2 次遅れ系のｼｽﾃ

ﾑ 

2 次遅れ系の極による場合分け、ｲﾝﾊﾟﾙｽ応

答、ｽﾃｯﾌﾟ応答、応答と極の関係 

ﾃｷｽﾄpp. 67－81を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

10 ｼｽﾃﾑの安定性と

極 

定常安定、過渡特性と安定性、安定性の判

別、ラウスの安定判別法 

ﾃｷｽﾄpp.82－94を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

11 制御系の構成と

安定性 

ﾌｨｰﾄﾞﾌｫﾜｰﾄﾞ制御系、ﾌｨｰﾄ ﾊ゙ﾞｯｸ制御系の伝

達関数と安定性の関係 

ﾃｷｽﾄpp.95－112を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

12 PID制御 基本形P制御、過去の偏差の利用PI制御、

未来の偏差の利用PID制御 

ﾃｷｽﾄpp.113－128を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

13 周波数特性解析

とﾎﾞｰﾄﾞ線図 

周波数応答、ﾎﾞｰﾄﾞ線図、1次遅れ系と2次

遅れ系の周波数特性、ﾍﾞｸﾄﾙ軌跡 

ﾃｷｽﾄpp.140－174を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

14 ﾅｲｷｽﾄの安定判

別法 

安定余裕とは、特性多項式、ﾅｲｷｽﾄの安定判

別法、位相余裕とゲイン余裕 

ﾃｷｽﾄpp.175－193を事前に読んでくる。 

章末の演習問題を解いてくる。 

９０ 

１５０ 

15 総まとめ 小テスト②、制御の安定性について調べた

内容を基にﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行う。 

小テストの準備 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌ  ゚

１５０ 

１８０ 

【テキスト】 はじめての制御工学、佐藤和也、平元和彦、平田研二 著、講談社、2012年6月10日 ¥2,600  

【参考書・参考資料等】 読むだけで力がつく自動制御再入門 臼田昭司 著 日刊工業新聞社 2004年2月 ￥2,448 

【学生に対する評価の方法】 予習復習状況＆受講態度（30%）、小テスト（30%）、期末試験（40%）で総合的な評価を行う。 

 



教科番号 0719 授業科目：コンピュータ工学Ⅰ （英名：Computer Engineering Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（２）年（２）単位  担当者：岡村 雅一 

【授業の到達目標】 

 数と文字の表現法並びに、集積回路、論理回路、論理演算回路、記憶素子、A-D・D-A 変換器等コンピュータを構成する基

本素子の動作原理、更にその応用部品である中央処理装置の、基本動作、実行の流れ、命令形式等を理解することを到達目標

とする。 

【授業の概要】 

 パソコンは身近な道具となり、一般にも普及しているが、より高度なパソコンの使用を考える技術者として、パソコン等コ

ンピュータの基礎的な概念や知識について知る必要がある。本講義ではハードウェアに主点を置き、コンピュータの基礎であ

る、数と文字の表現法、集積回路、論理回路、論理演算回路、記憶素子、A-D・D-A 変換器につき、最新の技術を含め習得す

る。また、コンピュータを構成する中央処理装置の、基本動作、実行の流れ、命令形式を学習する。コンピュータに関する総

合的な技術であり、事前に十分な予習を行っておく事が必要である。 

また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。（下線で示す） 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
コンピュータの歴

史と基盤技術 

コンピュータの歴史、コンピュータの構成、コンピ

ュータの基盤技術 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

２ 
数と文字の表現法

１ 

整数の表現法、小数の表現法 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

３ 
数と文字の表現法

2 

2進数の加減算、文字の表現 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

４ 
論理回路1 プール代数、ド・モルガンの定理、論理式と真理値

表 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

５ 
論理回路2 組合せ論理回路の設計、順序回路、フリップフロッ

プ 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

６ 
集積回路と論理演

算回路1 

デジタル集積回路、レジスタ、シフトレジスタ 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

７ 
集積回路と論理演

算回路2 

カウンタ、エンコーダとデコーダ 

ビット数を変更したカウンタを自分で設計する。 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

８ 
集積回路と論理演

算回路3 

マルチプレクサとデマルチプレクサ、比較器 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

９ 
集積回路と論理演

算回路4 

加算器、乗算器 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

10 
基本記憶素子 基本記憶素子 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

11 
A-D 変換器と D-A

変換器 

A-D変換器とD-A変換器 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

12 
コンピュータの基

本構成とCPU 

CPUとバスライン、コンピュータの基本動作、中央

処理装置 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

13 
 CPU内の信号の流れ、命令形式 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

14 
 特殊データ転送、CPUの性能評価 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

15 

まとめ 講義のまとめと総括 

コンピュータの応用範囲を調査しグループ別に発表

する。 

応用範囲調査。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

【テキスト】「コンピュータ概論」 黒川和夫・半谷精一郎・見山友裕・長谷部幹夫  コロナ社 

【分かりやすい授業を進めるためのポイント】 

(1)授業の最後に纏めの小テストを実施 (2)教科書を分かりやすく纏めたノートの作成 

【成績評価基準・方法】 期末試験により総合的な評価を行う（100%）。総合得点が60点以上を合格とする。 

 

 



教科番号 0720 授業科目：コンピュータ工学Ⅱ （英名：Computer Engineering Ⅱ） 

開講時期    後期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（２）年（２）単位  担当者：岡村 雅一 

【授業の到達目標】 

 ワンチップマイコン用アセンブリ言語によるプログラムの開発の概略並びに、CPU の動作原理、割込みサブルーチンの仕組み

等の理解し、更に器制御用組込み型プログラム作成上に必要な、ハードウェア、ソフトウェア両面の知識に習熟することを到達目

標とする。 

【授業の概要】 

 私たちの周囲には電気で動作している機器・装置が数多く存在する。これら機器・装置の殆どにワンチップマイコンが実装され、

制御されている。例えば乗用車では百個以上のワンチップマイコンが実装されているといわれている。本講義ではワンチップマイ

コン用アセンブリ言語によるプログラムの開発を学習することにより、CPU の動作原理、割込みサブルーチンの仕組み等の理解

とともに、機器制御用組込み型プログラム作成上に必要な、ハードウェア、ソフトウェア両面の知識を習熟する。マイコンに関す

る専門的な技術であり、事前に十分な予習を行っておく事が必要である。 

また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。（下線で示す） 

【授業要旨】 

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 制御用マインコ

ンとは 

パソコンとマイコンの差異、マイコンの役割 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

２ マイコンの構成

要素 

コンピュータの構成要素、処理能力による分類 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

３ マイコンの頭脳

−CPU− 

命令の実効、命令実行の順序 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

４ マイコンの記憶

部−メモリ− 

メモリ IC の種類、メモリの原理、ROM の種類と特徴、

RAMの種類と特徴 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

５ マイコンの入出

力部 

センサとアクチュエータ、光センサ、発光ダイオード、リ

レー、DCモータ、パルスモータ 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

６ マイコンの実際 シングルチップマイコン、H8/300H 16ビットマイコンの

実際 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

７ CPUの内部レジ

スタ 

汎用レジスタ、コンデションコードレジスタ構成、条件判

断 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

８ 計算の仕組み 符号付2進法 符号なし2進法、ASCIIコード、16進数 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

９ 命令の種類とア

ドレッシングモ

ード 

機械語命令とアセンブリ言語、命令の構成、アドレッシン

グモード 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

10 アセンブリ制御

命令 

シンボルによる表記、コメントの挿入、ソースプログラム

作成時の規則 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

11 簡単なプログラ

ムの作成1 

加算プログラム、データ並替えプログラム、サブルーチン

とスタックポインタ 

応用プログラムの作成 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

12 簡単なプログラ

ムの作成2 

メモリクリアプログラム、汎用レジスタの退避と復帰 

応用プログラムの作成 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

13 マイコンによる

制御−I／O ポー

ト− 

メモリマップド I／O、I／Oポート、データ出力プログラ

ム、I／Oポートとレジスタ 

応用プログラムの作成 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

14 割込みとリセッ

ト 

リセット、割込みの種類、NMI、割込み動作、割込み処理

プログラム 

応用プログラムの作成 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

15 まとめ 講義のまとめと総括 

マイコン応用範囲の調査結果をグループ毎に発表する。 

応用範囲調査。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

【テキスト】 

「コンピュータ概論」 黒川和夫・半谷精一郎・見山友裕・長谷部幹夫  コロナ社 

【分かりやすい授業を進めるためのポイント】 

(1)授業の最後に纏めの小テストを実施 (2)教科書を分かりやすく纏めたノートの作成 

【成績評価基準・方法】 

 期末試験により総合的な評価を行う（100%）。総合得点が60点以上を合格とする。 

 



教科番号： 0721 授業科目：ソフトウェア工学（Software Engineering） 

開講時期 後期 （情報電子ｼｽﾃﾑ・機械ｼｽﾃﾑ）工学科（3・4）年（２）単位  担当者：當金 一郎 

【授業の到達目標】 

 将来プログラマーやシステムエンジニア等のソフトウェア産業に従事することを目的とする人に対して、実際にシステム開発に

おいて、どのような問題が生じやすく、それをどのように解決していかなくてはいけないか理解させる。 その中でシステム開発

工程モデルの概念、要求定義技法、外部設計技法、内部設計技法、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ技法、更にテスト技法を紹介、近年のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向

ｼｽﾃﾑ開発まで解説して、それらの技法を身につけさせることを目標としている。 

【授業の概要】 

 ソフトウェア工学ではソフトウェアを工業製品とみなし、その効率的でかつ安定した生産の方法の確立を目指している。本講義

では情報処理システムを実際に開発する際に必要とされる知識と手法のうち、特に基本的かつ重要と思われる事項の解説を行なう。

なるべく具体的事例を多く取り上げて講義する予定である。毎回、前回の授業で講義した内容に関する確認テスト（テキスト、ノ

ート持つ込み可）を最初に行い、また最後に次回の講義内容のあらましを伝えるので、毎回復習をし、かつ次回のテキストの該当

する部分を予習して講義に臨むようにしてください。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ ソフトウェアとハ

ードウェア 

ソフトウェアの定義、良いソフトウェア

の考えの変遷、階層による分類 

ﾃｷｽﾄpp.12－27を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

９０ 

９０ 

２ ソフトウェア工学

概略 

情報処理システム構築に関する諸問題、

ソフトウェア工学の目的 

ﾃｷｽﾄpp.28－42を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

９０ 

９０ 

３ システム開発工程

モデル 

ウォーターフォールモデル、スパイラル

モデル、再利用モデル 

ﾃｷｽﾄpp.44－72を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

９０ 

９０ 

４ 要求定義技法(1) 要求定義の概要、資料収集法、現場観察

法、ｱﾝｹｰﾄ法、ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ法 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

習ったことを復習する。 

６０ 

９０ 

５ 要求定義技法(2) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ計画とｽｹｼﾞｭｰﾙ管理、ｿﾌﾄｳｪｱ見

積もり技法 

ﾃｷｽﾄpp.74－108を事前に読んでくる。 

小テストの準備 

９０ 

１２０ 

６ １～５の内容の纏

め 

１～５の内容の小テスト①、ｿﾌﾄｳｪｱ開発

工程に関するﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

小テストの準備 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めMoodleへｱｯﾌ  ゚

１２０ 

１８０ 

７ 要求定義技法(3) 要求分析の分類、情報分析、データフロ

ーダイアグラム解説 

ﾃｷｽﾄpp.110－122を事前に読んでくる。 

課題に対してDFD作成を行う（宿題） 

９０ 

２４０ 

８ 要求定義技法(4) 有限状態機械ﾓﾃﾞﾙ、ﾃﾞｼｼﾞｮﾝﾃｰﾌﾞﾙとﾃﾞｼ

ｼﾞｮﾝﾂﾘｰ、ﾃ゙ ｰﾀﾃﾞｨｸｼｮﾅﾘｰ、ＥＲ図 

ﾃｷｽﾄpp.123－127を事前に読んでくる。 

課題に対してﾐﾆｽﾍﾟｯｸ作成を行う（宿題） 

９０ 

１８０ 

９ 外部設計技法 外部設計とは何か、具体例を挙げて解説 ﾃｷｽﾄpp.128－131を事前に読んでくる。 

課題に対して画面設計等を行う（宿題） 

９０ 

２４０ 

10 内部設計技法 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ分割の意味、STS 分割手法、TR

分割手法、ﾓｼﾞｭｰﾙの独立性 

ﾃｷｽﾄpp.132－147を事前に読んでくる。 

課題に対してﾓｼﾞｭｰﾙ分割を行う（宿題） 

９０ 

１８０ 

11 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設計技法 ﾌﾟﾛｾｽﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ｼﾞｪﾈﾗﾙﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ﾃ゙ ｨﾃｰﾙﾌ

ﾛｰﾁｬｰﾄの概念を例により解説 

ﾃｷｽﾄpp.148－157を事前に読んでくる。 

課題に対してﾁｬｰﾄ図作成を行う（宿題） 

９０ 

２４０ 

12 テスト技法 単体ﾃｽﾄとﾃ゙ ﾊﾞｯｸﾞ、ﾃｽﾄﾄﾞﾗｲﾊﾞとｽﾀﾌﾞ、結

合ﾃｽﾄ、ｼｽﾃﾑﾃｽﾄ、運用ﾃｽﾄ 

ﾃｷｽﾄpp.262－283を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

９０ 

９０ 

13 オブジェクト指向

(1) 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向の概念と歴史的経緯、ｵﾌﾞ

ｼﾞｪｸﾄ指向開発具体例 

ﾃｷｽﾄpp.160－167を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

９０ 

９０ 

14 オブジェクト指向

(2) 

ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞとは、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ、ｵﾌﾞｼﾞｪ

ｸﾄ指向の最近の動向、ＵＭＬ手法 

ﾃｷｽﾄpp.168－197を事前に読んでくる。 

小テストの準備 

９０ 

１２０ 

15 総まとめ ６～１３の内容の小テスト②、ｿﾌﾄｳｪｱ開

発技法に関するﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

小テストの準備 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌ  ゚

１２０ 

２１０ 

【テキスト】 

「図解でわかるソフトウェア開発のすべて」Mint著、日本実業出版社 

【参考書・参考資料等】  

【学生に対する評価の方法】 

予習復習状況＆受講態度＆課題提出状況（30%）、小テスト（30%）、期末試験（40%）で総合的な評価を行う 

 



教科番号： 0722 授業科目：情報システム工学（Information System Engineering） 

開講時期 前期 （情報電子システム工・機械システム工）学科（４）年（２）単位  担当者：當金 一郎 

【授業の到達目標】 

１．システム工学の基本的な概念を理解する。 

２．情報システムの構成要素とその役割を理解する。 

３．現代の情報システムの具体的な事例とその位置づけを理解する。 

４．システムの信頼性の概念を理解する。 

【授業の概要】 

前半はシステム工学及び情報、情報ｼｽﾃﾑの基本的な概念及び近年の情報システム、特にデータベースモデルとその応用であるSCM、

ERPを解説する例を挙げながらより具体的に解説する。 後半は特に情報システムについて重要な概念である「信頼性、保全性、

安全性」に関して、一般的な概念について解説するとともに、具体的な情報システムにおいてそれがどのように実現されているか

を講義する。工学におけるシステムを考える際には、いかに設計するかということが重要であり、本講義においてもこの観点から

実践的な知識を伝えることを目指す。頻繁に自宅学習用の課題を出すことで、実践的な能力を身につけさせることを目指す。 

【授業要旨】 

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ システムとは システムの定義、工学システムの条件、シ

ステムの分類、システム工学の目的 

ﾃｷｽﾄpp.1－5を事前に読んでくる。 

一般的なｼｽﾃﾑについて調べる。 

６０ 

９０ 

２ 情報システムの定

義 

情報システムの定義と特徴、情報システム

の具体例とその特徴 

ﾃｷｽﾄpp.6－7を事前に読んでくる。 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等で情報ｼｽﾃﾑについて調べる。 

６０ 

９０ 

３ 情報とは何か 情報の定義とその表現、情報の収集、変

換、、蓄積、伝達工程 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等で情報処理の例を調べる。 

６０ 

９０ 

４ 情報システムの構

築手法 

情報システムの構築過程、計画とスケジュ

ール技法、設計技法 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

計画とｽｹｼ ｭ゙ｰﾙ手法について調べる。 

６０ 

９０ 

５ 情報ｼｽﾃﾑの具体例

(1) 

ﾘﾚｰｼｮﾅﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの概念とﾘﾚｰｼｮﾅﾙﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ

ｽの各種モデル解説 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

RDBについて調べる。 

６０ 

１２０ 

６ 情報ｼｽﾃﾑの具体例

(2) 

データ正規化の概念と手法、ﾓﾃﾞﾙﾍﾞｰｽ言語

と使用例、ﾃﾞｰﾀ検索ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

ﾃﾞｰﾀ正規化、SQLについて調べる。 

６０ 

１８０ 

７ 情報ｼｽﾃﾑの具体例

(3) 

現代のﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽにおける情報ｼｽﾃﾑの役

割、SCM ｼｽﾃﾑの意味と構築例 

ﾃｷｽﾄpp.8－17を事前に読んでくる。 

SCM ｼｽﾃﾑの具体例を調べる。 

９０ 

１８０ 

８ 情報ｼｽﾃﾑの具体例

(4) 

CRMシステムの意味と構築例、ERP ｼｽﾃﾑ

の意味と構築例 

ﾃｷｽﾄpp.21－26を事前に読んでくる。 

小テストの準備 

９０ 

１２０ 

９ １～８の内容にの

まとめ 

小テスト①、１～８の内容についてのディ

スカッション 

小テストの準備 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌ  ゚

１２０ 

１８０ 

10 システムの信頼性 信頼性および信頼度の定義、故障率関数と

信頼度関数、MTBF 

ﾃｷｽﾄpp.96－106を事前に読んでくる。 

MTBFの演習問題を解いてくる（宿題） 

１２０ 

１８０ 

11 システムの保全性 保全性の定義と保全度関数、MTTRとｱﾍﾞ

ｲﾗﾋﾞﾘﾃｨの定義と計算例 

ﾃｷｽﾄpp.107－112を事前に読んでくる。 

ｱﾍﾞｲﾗﾋﾞﾘﾃｨの演習問題を解く（宿題） 

１２０ 

２４０ 

12 システムの安全性 安全性の定義と各種概念、安全性確保の為

の具体策 

ﾃｷｽﾄpp.113－125を事前に読んでくる。 

章末(pp.117－125)の演習問題を解く 

６０ 

３００ 

13 トランザクション

管理 

トランザクションの管理と整合性、障害発

生時のデータベース修復法 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ処理に関して調べる。 

６０ 

１２０ 

14 分散データベース 分散ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの構築と管理、分散ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ

ｽのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ処理、分散ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄ 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

分散ﾃﾞｰﾀﾍﾞー ｽに関して調べる。 

６０ 

１２０ 

15 総まとめ 小テスト②、これまで学修した内容につい

てﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行う 

小テストの準備 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌ  ゚

１２０ 

２４０ 

【テキスト】システム工学の講義と演習 添田喬、中溝高好 著 日新出版 2004年4月 ￥2,205 

【参考書・参考資料等】 情報システム工学入門 薦田憲久 著 朝倉書店 2007年8月 ￥3,200 

【学生に対する評価の方法】 

予習復習状況＆受講態度＆課題提出状況（30%）、小テスト（30%）、期末試験（40%）で総合的な評価を行う。 



 

教科番号 1558 授業科目：アルゴリズムⅠ（Algorism I） 

開講時期 前期 （情報電子システム）工学科（２）年（２）単位  担当者：内村俊二 

【授業の到達目標】 

 アルゴリズムの基礎的事項を理解することを目標とする。 

【授業の概要】 

コンピュータ言語を用いてプログラムを作成するにはアルゴリズム（処理手順）の知識が必要であり、アルゴリズムとプログ

ラミングの習熟によって優れたプログラムの作成が実現できる。そこで本授業ではアルゴリズムの基礎的事項を習得する。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ アルゴリズムとデ

ータ構造 

アルゴリズムとは、データ構造と

は、両者の関係 

テキスト(pp.1~2)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

２ アルゴリズムの表

現法 

フローチャート、構造化プログラ

ミングと制御構造 

テキスト(pp.3~10)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

３ アルゴリズム計算

量 

計算量の求め方、O記法 テキスト(pp.11~20)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

４ 配列 配列、配列のデータ操作（探索・更

新・削除・挿入） 

テキスト(pp.26~30)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

５ リスト 連結リスト、双方向リスト、リスト

のデータ操作 

テキスト(pp.31~35)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

６ スタック、キュー スタック、キュー、データ操作 テキスト(pp.36~46)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

７ データ構造の事例 アプリケーションにおけるデータ

構造の応用事例 

事例をまとめレポートにする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

８ ２分探索木(1) ２分探索木とは、２分木の作り方 テキスト(pp.47~52)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

９ ２分探索木(2) ２分木のデータ操作 テキスト(pp.53~67)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

10 最適２分探索木 最適２分探索木とは、探索・更新・

削除・挿入 

テキスト(pp.62~67)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

11 AVL木 AVL木の構造と性質、データ操作 テキスト(pp.68~73)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

12 B木 B木の構造と性質、データ操作 テキスト(pp.74~79)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

13 ヒープ ヒープとは、探索・更新・削除・挿

入 

テキスト(pp.80~86)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

14 データ構造の事例 アプリケーションにおけるデータ

構造の応用事例 

事例をまとめレポートにする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 総まとめ 学修のまとめ これまでの学修内容をまとめる。 

学修内容を確認する。 

６０ 

６０ 

【テキスト】Ｃ言語によるアルゴリズムとデータ構造入門 東野勝治・白田昭司・葭谷安正共著 森北出版 

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。 

【成績評価基準・方法】 定期試験（７０％）、授業内小テスト（３０％） 

 

 



教科番号 1559 授業科目：アルゴリズムⅡ（Algorism II） 

開講時期 後期 （情報電子システム）工学科（２）年（２）単位  担当者：内村俊二 

【授業の到達目標】 

 アルゴリズムの基礎的事項を理解することを目標とする。 

【授業の概要】 

コンピュータ言語を用いてプログラムを作成するにはアルゴリズム（処理手順）の知識が必要であり、アルゴリズムとプログラミ

ングの習熟によって優れたプログラムの作成が実現できる。そこで本授業ではアルゴリズムの基礎的事項を習得する。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ ソーティング(1) ソートとは、バブルソート テキスト(pp.90~97)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

２ ソーティング(2) シェーカーソート テキスト(pp.98~102)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

３ ソーティング(3) 単純挿入法、シェルソート テキスト(pp.103~115)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

４ ソーティング(4) クイックソート テキスト(pp.116~124)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

５ ソーティング(5) マージソート テキスト(pp.125~131)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

６ ソートの事例 アプリケーションにおけるソート

の応用事例 

事例をまとめレポートにする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

７ 探索アルゴリズム

(1) 

線形探索、２分探索 テキスト(pp.135~138)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

８ 探索アルゴリズム

(2) 

２分探索 テキスト(pp.139~145)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

９ 探索アルゴリズム

(3) 

深さ優先探索 テキスト(pp.146~151)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

10 探索アルゴリズム

(4) 

広がり優先探索 テキスト(pp.152~158)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

11 探索アルゴリズム

(5) 

バックトラック法 テキスト(pp.159~164)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

12 探索アルゴリズム

(6) 

ハッシュ法、文字列探索 テキスト(pp.165~176)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

13 最短経路問題 ダイクストラ法 テキスト(pp.207~217)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

14 探索の事例 アプリケーションにおける探索の

応用事例 

事例をまとめレポートにする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 総まとめ 学修のまとめ これまでの学修内容をまとめる。 

学修内容を確認する。 

６０ 

６０ 

【テキスト】Ｃ言語によるアルゴリズムとデータ構造入門 東野勝治・白田昭司・葭谷安正共著 森北出版 

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。 

【成績評価基準・方法】 定期試験（７０％）、授業内小テスト（３０％） 

 

 

 



教科番号： 1569 授業科目：C言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ （C programming Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（２）年（２）単位  担当者：當 金 一 郎 

【授業の到達目標】 

 現在広く用いられているC 言語について、 

1. 具体的なプログラミングの為の基礎知識を身につける。 

2. 主要文法を理解する。 

3. 基本的な問題について、プログラムを作成できる。 

【授業の概要】 

 コンピュータを使用するためにはコンピュータに仕事を指示するための言語が必要である。 

本講義では現在広く用いられている C 言語について、主要文法とプログラミングの方法について解説し、理解を深めるために例

題を解き、また実際にコンピュータで例題のプログラムを動かして動作を確認する。頻繁に自宅学習用の課題を出すことで、実践

的な能力を身につけさせることを目指す。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
プログラミン

グとは 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語の種類、C

言語の特徴と歴史 

ﾃｷｽﾄpp.2－11を事前に読んでくる。 ６０ 

２ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの基本

構成 

C言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの基本構成、#include，printf文

を用いた出力 

ﾃｷｽﾄpp.32－55を事前に読んでくる。 

例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

９０ 

３ 変数とﾃﾞｰﾀ型 
変数とは、変数の種類と宣言、名前のつけ方、

定数 
ﾃｷｽﾄpp.66－82を事前に読んでくる。 ９０ 

４ 
ｺﾝｿｰﾙからの入

出力 

ｴｽｹｰﾌﾟｼｰｹﾝｽと変換指定子、scanf 文と printf

文による入出力 

ﾃｷｽﾄpp.56－64を事前に読んでくる。 

例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

６０ 

９０ 

５ 
ｲｺｰﾙと算術演

算子 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにおけるｲｺｰﾙの意味、算術演算子、

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰとｾﾞﾛﾃﾞﾊﾞｲﾄ  ゙

ﾃｷｽﾄpp.83－88を事前に読んでくる。 

複数の例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

６０ 

９０ 

６ 
ﾋﾞｯﾄ演算子代

入演算子 

ﾋﾞｯﾄ演算子の意味、代入演算子の意味、ｲﾝｸ

ﾘﾒﾝﾄ/ﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄ演算子 

ﾃｷｽﾄpp.89－103を事前に読んでくる。 

ここまでの復習と演習問題 

９０ 

１８０ 

７ 
小テスト 

条件判断(1) 

小テスト、制御構造とは、if文、else文 

else～if文、比較演算子と論理演算子 

ﾃｷｽﾄpp.105－121を事前に読んでくる。 

複数の例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１８０ 

８ 条件判断(2) 
多岐条件文、switch文、if文と switch文の使

い分け、条件分岐の応用 

ﾃｷｽﾄpp.122－126を事前に読んでくる。 

複数の例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

６０ 

１８０ 

９ 繰返処理(1) 
繰り返し処理とは、while文による繰り返し、

インクリメント演算子、デクリメント演算子 

ﾃｷｽﾄpp.127－130を事前に読んでくる。 

複数の例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

６０ 

１２０ 

10 繰返処理(2) 

for文による繰り返し、多重ﾙｰﾌﾟ、do-while文

による繰り返し、無限ループと break、

continue文、無条件分岐 

ﾃｷｽﾄpp.131－143を事前に読んでくる。 

複数の例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１８０ 

11 
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾌﾛｰ

ﾁｬｰﾄ 

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとは、ﾌﾛｰﾁｬｰﾄとは、具体的な事例

に対してのﾌﾛｰﾁｬｰﾄ作成を解説 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

出された課題①のﾌﾛｰﾁｬｰﾄを作成する。 

９０ 

１８０ 

12 
標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関

数 

標準関数とは、c言語が提供する標準ライブ

ラリ関数の紹介と解説 

ﾃｷｽﾄpp.260－303を事前に読んでくる。 

出された課題①のﾌﾛｰﾁｬｰﾄを作成する。 

９０ 

１２０ 

13 
グループ学習
(1) 

グループに分かれて先週の課題①について

話し合い、結果を発表する。 

課題①のﾌ ﾛ゚ｸﾞﾗﾑを作成してmoodleへ 

出された課題②のﾌﾛｰﾁｬｰﾄを作成する。 

２４０ 

１８０ 

14 
グループ学習
(2) 

グループに分かれて先週の課題②について

話し合い、結果を発表する。 

課題②のﾌ ﾛ゚ｸﾞﾗﾑを作成してmoodleへ 

小テストの準備 

２４０ 

１２０ 

15 
小テスト 

総まとめ 
小テスト、前期の授業の総まとめ 

小テストの準備 

期末試験対策（習った内容の総復習） 

１２０ 

３６０ 

【テキスト】 

「わかりすぎるC言語の教科書」  中島省吾著 株式会社ＳＣＣ 平成2015年1月 ￥2,000＋税 

【参考書・参考資料等】 

「Ｃ実践プログラミング第3版」Steve Oualline 著、望月 康司 監訳、谷口 功 訳 ｵﾗｲﾘｰ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 

【学生に対する評価の方法】 

 予習復習状況＆受講態度＆課題提出状況（30%）、小テスト (30%)、期末試験（40%）で総合的な評価を行う。 

 

 

 



教科番号 1570 授業科目：C言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ （C programming Ⅱ） 

開講時期 後期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（２）年（２）単位  担当者：當 金 一 郎 

【授業の到達目標】 

 現在広く用いられているC 言語について、 

4. 具体的なプログラミングの為の基礎知識を身につける。 

5. 主要文法を理解する。 

6. 基本的な問題について、プログラムを作成できる。 

【授業の概要】 

 Ⅰに続いて、現在広く用いられているC 言語について、主要文法とプログラミングの方法について解説し、理解を深めるために

例題を解き、また実際にコンピュータで例題のプログラムを動かして動作を確認する。頻繁に自宅学習用の課題を出すことで、実

践的な能力を身につけさせることを目指す。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

1 配列 
配列とは、配列の宣言、配列の値の代入と

参照、配列を使ったプログラム例 

ﾃｷｽﾄpp.146－153を事前に読んでくる。 

複数の例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１２０ 

2 多次元配列 
多次元配列とは、多次元配列の宣言と生

成、多次元配列の初期化 

ﾃｷｽﾄpp.154－159を事前に読んでくる。 

複数の例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１２０ 

3 ポインタ(1) 
ﾒﾓﾘｰの構造、ｱﾄﾞﾚｽとは、ｱﾄﾞﾚｽ演算子、ﾎﾟ

ｲﾝﾀ変数の定義、例題 

ﾃｷｽﾄpp.160－165を事前に読んでくる。 

例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１２０ 

4 ポインタ(2) 
配列とﾎﾟｲﾝﾀ変数との関係、ﾎﾟｲﾝﾀの演算、

例題 

ﾃｷｽﾄpp.166－170を事前に読んでくる。 

例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１２０ 

5 ポインタ(3) 
文字配列とﾎﾟｲﾝﾀ、文字列の比較、練習問

題、swap関数 

ﾃｷｽﾄpp.171－181を事前に読んでくる。 

小テストの準備 

９０ 

１２０ 

6 
小テスト 

関数(1) 

小テスト、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの大きさとﾓｼﾞｭｰﾙ分割、

関数の宣言と定義、引数と返値 

ﾃｷｽﾄpp.184－195を事前に読んでくる。 

例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１２０ 

7 関数(2) 
関数の副作用、値渡しとポインタ渡し、例

題の解説 

ﾃｷｽﾄpｐ196－199を事前に読んでくる。 

例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

６０ 

１２０ 

8 関数(3) 
関数プロトタイプ宣言、変数の有効範囲、

外部変数、extern変数 

ﾃｷｽﾄpp.200－211を事前に読んでくる。 

例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１２０ 

9 関数(4) 
記憶クラスとは、自動変数、静的半数外部

変数、レジスタ変数 

ﾃｷｽﾄpp.212－222を事前に読んでくる。 

練習問題を宿題としてやってくる 

９０ 

１２０ 

10 構造体(1) 
構造体とは、構造体宣言、構造体メンバ、

構造体のコピー 

ﾃｷｽﾄpp.224－235を事前に読んでくる。 

例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１２０ 

11 構造体(2) 
構造体ネスト、構造体の配列、構造体と関

数、構造体とﾎﾟｲﾝﾀ 

moodleにある資料を事前に読んでくる。 

例題を打ち込んでmoodleにｱｯﾌ  ゚

９０ 

１２０ 

12 
共用体と列挙

型 

共用体とは、共用体の使い方、構造体と共

用体の応用例、列挙型、Typedef 

ﾃｷｽﾄpp.236－243を事前に読んでくる。 

出された課題①のﾌﾛｰﾁｬｰﾄを作成する。 

９０ 

１２０ 

13 
グループ学習
(1) 

グループに分かれて先週の課題①につい

て話し合い、結果を発表する。 

課題①のﾌ ﾛ゚ｸﾞﾗﾑを作成してmoodleへ 

出された課題②のﾌﾛｰﾁｬｰﾄを作成する。 

１８０ 

１２０ 

14 
グループ学習
(2) 

グループに分かれて先週の課題②につい

て話し合い、結果を発表する。 

課題②のﾌ ﾛ゚ｸﾞﾗﾑを作成してmoodleへ 

小テストの準備 

１８０ 

１２０ 

15 
小テスト 

総まとめ 

小テスト 

ⅠとⅡを含めた授業のまとめと総括 

小テストの準備 

期末試験対策（習った内容の総復習） 

９０ 

４２０ 

【テキスト】 

「わかりすぎるC言語の教科書」  中島省吾著 株式会社ＳＣＣ 平成2015年1月 ￥2,000＋税 

【参考書・参考資料等】 

「Ｃ実践プログラミング第3版」Steve Oualline 著、望月 康司 監訳、谷口 功 訳 オライリー・ジャパン 

【学生に対する評価の方法】 

 予習復習状況＆受講態度＆課題提出状況（30%）、小テスト(30%)、期末試験（40%）で総合的な評価を行う。 

 

 



教科番号 1571 授業科目：C言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習Ⅰ（Seminar of C programming Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（３）年（１）単位  担当者：當金一郎 

【授業の到達目標】 

 C 言語によるプログラム作成の実例を読み、実際にコンピュータ実習によりそれを作成して実行して動きを確認することで、C 

言語の文法を理解する。 更に実際の例題に対して、そのプログラムをフローチャートを含めて設計・作成・実行することで、「プ

ログラミングする」応用的な技法を身につける事を到達目標とする。 

【授業の概要】 

(1)ｃ言語検定試験問題等の「C言語プログラム」の問題および、例題のプログラムを実際に打ち込んでその動きを確認するととも

に、文法的な解説を行うことで力をつける。 

(2)例題を与えて、その目的に沿った変数設計、フローチャート作成、プログラム作成、デバック、実行を行うことで実践的な力を

身につける。 

(3)授業はグループに分かれて出された課題をグループ内で討議しながら作成する形をとる。これにより、自分の意見を述べる、更

には他人の考えを聞いて自分の考えとの整合性を取りながらより良いプログラムを作っていくといった、よりアクティブな学習態

度を身につけることを目指す。 

更に毎回に自宅学習用の課題を出すことで、実践的な能力を身につけさせることを目指す。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（復習） 時間(分) 

１ 複合代入演算子 複合代入演算子を用いたプログラムの

作成と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

２ ビット演算子 ビット演算子を用いたプログラムの作

成と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

３ ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄとﾃ゙ ｸﾘﾒﾝﾄ ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ演算子、ﾃﾞｸﾘﾒﾝﾄ演算子のﾌﾟﾛｸ゙

ﾗﾑの作成と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

４ if～else 文を用いたプ

ログラミング(1) 

if～else 文を用いた条件分岐プログラ

ミムの実例を解説 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

５ if～else 文を用いたプ

ログラミング(2) 

if～else 文を用いた複雑な条件式のプ

ログラミムの実例を解説 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

６ switch  case文(1) switch case 文を使った条件分岐プログ

ラムの解説と作成 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

７ switch  case文(2) switch case 文を使った複雑な条件式の

プログラムの解説と作成 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

８ for文ﾌﾟﾛｸ゙ ﾗﾑ(1) for 文を用いた反復プログラムの解説

と実行 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

９ for文ﾌﾟﾛｸ゙ ﾗﾑ(2) for 文を用いた反復ネストプログラム

の解説と実行 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

10 while文ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1) while 文を用いた反復プログラムの解

説と実行（for文との比較） 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

11 while文ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(2) while 文と if 文を用いた反復プログラ

ムの解説と実行 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

12 do  while文ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ do while 文を用いたプログラムの解説

と実行（while文との比較） 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

13 関数(1) 関数の定義と引数のプログラミング演

習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

14 関数(2) ポインタ渡しの関数による副作用の働

きを見るプログラミング演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

15 関数(3) 再起呼び出しのプログラミング演習 出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

【テキスト】 

「わかりすぎるC言語の教科書」  中島省吾著 株式会社ＳＣＣ 平成2015年1月 

 ※ 2年「Ｃ言語プログラミングⅠ・Ⅱ」で使用したものを再度使用します。 

【参考書・参考資料等】 

「C言語プログラミング能力認定試験 3級過去問題集」 サーティファイ 

「C言語プログラミング能力認定試験 2級過去問題集」 サーティファイ 

【学生に対する評価の方法】 

 ノート取得状況＆受講態度（30%）、課題提出状況(30%)、期末試験（40%）で総合的な評価を行う。 

 



教科番号 1572 授業科目：C言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習Ⅱ （Seminar of C programming Ⅱ） 

開講時期 後期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（３）年（１）単位  担当者：當金一郎 

【授業の到達目標】 

 C 言語によるプログラム作成の実例を読み、実際にコンピュータ実習によりそれを作成して実行して動きを確認することで、C 

言語の文法を理解する。 更に実際の例題に対して、そのプログラムをフローチャートを含めて設計・作成・実行することで、「プ

ログラミングする」応用的な技法を身につける事を到達目標とする。 

【授業の概要】 

Ⅰに引き続きⅡでも 

(1)ｃ言語検定試験問題等の「C 言語プログラム」の問題および、例題のプログラムを実際に打ち込んでその動きを確認するととも

に、文法的な解説を行うことで力をつける。 

(2)例題を与えて、その目的に沿った変数設計、フローチャート作成、プログラム作成、デバック、実行を行うことで実践的な力を

身につける。 

(3)授業はグループに分かれて出された課題をグループ内で討議しながら作成する形をとる。これにより、自分の意見を述べる、更

には他人の考えを聞いて自分の考えとの整合性を取りながらより良いプログラムを作っていくといった、よりアクティブな学習態

度を身につけることを目指す。 

更に毎回に自宅学習用の課題を出すことで、実践的な能力を身につけさせることを目指す。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（復習） 時間(分) 

1 配列とポインタ(1) 文字列を扱うプログラム作成の解説と演習 出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

2 配列とポインタ(2) ポインタ型変数に関するプログラム作成の

解説と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

3 構造体(1) 構造体の宣言と変数定義に関するプログラ

ム作成の解説と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

4 構造体(2) ネスト構造を持つ構造体の関するプログラ

ム作成の解説と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

5 構造体(3) 構造体を引数として関数に渡す応用問題の

プログラム作成と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

6 共用体 共用体を使った特殊なプログラムに関する

解説とその応用プログラミング 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

7 標準ライブラリ(1) ファイル入出力を用いるプログラム作成の

解説と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟするあ 
６０ 

8 標準ライブラリ(2) 数学関数を用いたプログラム作成の解説と

演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

9 標準ライブラリ(3) 文字列操作を用いたプログラム作成の解説

と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

10 標準ライブラリ(4) 関数atoiとatofを用いたプログラム作成の解

説と演習 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

11 アルゴリズム(1) ソートプログラムの解説とこれまでの学習

成果を用いたプログラミング 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

12 アルゴリズム(2) サーチプログラムの解説とこれまでの学習

成果を用いたプログラミング 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

13 アルゴリズム(3) 線形リストを扱うプログラムをこれまで学

習成果を用いて作成する 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

14 アルゴリズム(4) 数学課題に関するプログラムをこれまでの

学習成果を用いて作成する① 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

15 アルゴリズム(5) 数学課題に関するプログラムをこれまでの

学習成果を用いて作成する② 

出された課題プログラムを作成し

Moodleにｱｯﾌﾟする。 
６０ 

【テキスト】 

「わかりすぎるC言語の教科書」  中島省吾著 株式会社ＳＣＣ 平成2015年1月 

 ※ 2年「Ｃ言語プログラミングⅠ・Ⅱ」で使用したものを再度使用します。 

【参考書・参考資料等】 

「C言語プログラミング能力認定試験 3級過去問題集」 サーティファイ 

「C言語プログラミング能力認定試験 2級過去問題集」 サーティファイ 

【学生に対する評価の方法】 

 ノート取得状況＆受講態度（30%）、課題提出状況(30%)、期末試験（40%）で総合的な評価を行う。 

 

 

 

 



教科番号 1566 授業科目：Web ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論 （Web Design） 

開講時期 前期 （情報電子ｼｽﾃﾑ工）学科（２）年（２）単位  担当者：當金 一郎 

【授業の到達目標】 

・ホームページ制作をプロとして、クライアントから請け負って行う際に必要なプロセスを理解する。 

・サイトを訪れるユーザのユーザビリティを意識した画面構成、画面フローの作り方を身につける。 

・具体的なホームページを制作する際に必要とされるHTML、CSS、JAVASCRIPT等の言語の文法とその使 

 い方、更にその組み合わせ方について熟知する。 

【授業の概要】 

まずホームページ制作をプロとして行う際の全体的な流れについて概説を行う。続いてホームページをサイトとしての扱う為の

画面構成、画面フローの作り方を解説する。その後 HTML、CSS、更に JAVASCRIPT、アニメーションＧＩＦ等を用いた実際の

ホームページ作成を行って、実践的な能力を身につけさせる。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ Web ｻｲﾄの構造の

概略説明 

Web ｻｲﾄの構造概説 

ｱﾆﾒｰｼｮﾝGIFの作成解説 

ﾃｷｽﾄpp.8－13を事前に読んでくる。 

ｱﾆﾒｰｼｮﾝGIFを具体的に制作する。 

６０ 

１２０ 

２ Web ｻｲﾄの種類 Web ｻｲﾄの種類の解説 

Web ｻｲﾄの目的の解説 

ﾃｷｽﾄpp.14－17を事前に読んでくる。 

示された種類のWeb ｻｲﾄの構造を調べる 

６０ 

１２０ 

３ Web ｻｲﾄの制作フ

ロー 

Web ｻｲﾄ制作ﾌﾛｰ及び各作業内

容の概説、 

ﾃｷｽﾄ pp.18－21を事前に読み登場する用語の

意味を事前に調べておく。 

１２０ 

４ Web ｻｲﾄの仕組 Web ｻｲﾄの仕組みの解説。 

 

Web ｻｲﾄの仕組みについて調べる。 

小テストの準備。 

１２０ 

１２０ 

５ 小テスト 

ｺﾝｾﾌﾟﾄﾒｲｷﾝｸ  ゙

Web ｻｲﾄのｺﾝｾﾌﾟﾄとは、ﾋｱﾘﾝｸﾞ

手法、分析手法 

小テストの準備。 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ手法、分析手法の復習 

１２０ 

９０ 

６ 情報の収集・ 

分類・組織化 

ｸﾗｲｱﾝﾄの情報の収集と整理・

分類の解説 

各自で指定された複数の Web ｻｲﾄに入ってい

る情報を纏め、画面構成を調べる。 

１２０ 

７ １～６の内容につ

いての議論 

知らべたﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞについてﾃﾞ

ｨｽｶｯｼｮﾝを行う。 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌ  ゚ ２４０ 

８ 情報の構造化とア

クセスルート 

Web ｻｲﾄの構造、ユーザ導線の

概念と導線計画設計技法 

指定された Web ｻｲﾄにおけるﾕｰｻ゙ 導線の考え

方を纏める。 

１２０ 

９ Web ﾍﾟｰｼﾞの画面

構成 

Web ﾍﾟｰｼﾞの画面構成とﾅﾋﾞｹﾞ

ｰｼｮﾝ手法解説 

ﾃｷｽﾄpp.36－39を読み、纏める。 １２０ 

 

１０ 素材の制作 ﾌｫﾝﾄ、写真、図、音楽、動画の

作成と修正の解説 

ﾃｷｽﾄpp.40－55 を読み、纏める。 

ﾌｫﾝﾄや写真、図等の素材の作成、修正 

１２０ 

２４０ 

１１ テストと修正 

及び評価手法 

テスト技法、ﾛ ｶーﾙｻｲﾄとﾘﾓｰﾄｻｲ

ﾄ、SEOと評価技法 

ﾃｷｽﾄpp.56－60を読み、纏める。 

FTP、SEO等についての調査 

９０ 

１２０ 

１２ HTMLとCSS 

(1) 

HTML及びCSSについての概

説を行う 

ﾃｷｽﾄpp.68－84を読み、纏める。 

指示されたHTMLとCSSの作成 

１２０ 

２４０ 

１３ HTMLとCSS 

(2） 

画像の貼り付け、表組み、ﾘｽﾄ、

ﾌｫﾝﾄｽﾀｲﾙの解説 

ﾃｷｽﾄpp.85－100を読み、纏める。 

指示されたﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの作成 

１２０ 

２４０ 

１４ フォームと 

Javascriptt 

ﾌｫｰﾑと Javascriptについて例を

示しながら解説する 

ﾃｷｽﾄpp.101－124を読み、纏める。 

指示されたﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの作成。 

１２０ 

２４０ 

１５ 小テスト 小テスト。 学習した内容に

よるﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

小テストの準備。 

ﾃﾞｽｶｯｼｮﾝした内容を纏めmoodleへｱｯﾌ  ゚

１８０ 

２４０ 

【テキスト】入門Web ﾃﾞｻﾞｲﾝ、CG-ARTS協会編著 

【参考書・参考資料等】 

【学生に対する評価の方法】 

予習復習状況＆受講態度＆moodleへの課題提出(30%)、小テスト(30%)、期末試験(40%)で総合的な評価を行う。 

 

 



教科番号 1251 授業科目：電気回路Ⅰ(Electrical Circuit Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子システム工、航空工）学科（１）年（２）単位 担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

１．オームの法則、キルヒホッフの法則を理解する。 

２．抵抗、インダクタンス、キャパシタンスの働きを理解する。 

３．インピーダンス、アドミッタンスの計算法を理解する。 

４．交流回路の複素数解析を理解する。 

【授業の概要】 

 電気回路は電気電子情報工学を学ぶ上での基礎となる。本授業では直流回路の本質を解説した後、交流回路の

特徴を述べ、交流回路解析法へと発展させて行く。即ち、複素数を導入することによってオームの法則を一般化

して交流回路を解析する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 直流回路 電流、電圧、抵抗、直流と交流｡ 

課題演習 

テキスト(P1~6)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ オームの法則 ｵｰﾑの法則、直列接続、並列接

続ｷﾙﾋﾎｯﾌの法則｡ 課題演習｡ 

テキスト(P7~13)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 電源と回路(1) ﾃﾌﾞﾅﾝの定理､重ね合わせの

理、定電圧/定電流源。課題演

習。 

テキスト(P16~22) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 電源と回路(2) 電源の変換、ﾐﾙﾏﾝの定理、直流

回路の解析｡課題演習｡ 

テキスト(P23~28) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 三角関数(1) 三角関数、弧度法、三角関数の

性質。課題演習｡ 

テキスト(P29~35)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 三角関数(2) 特殊角の三角関数、加法定理、

三角関数のｸﾞﾗﾌ。課題演習｡ 

テキスト(P36~43) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 複素数(1) 複素数、ｵｲﾗｰの公式、直交座

標、極座標、ﾌｪｰｻﾞ｡課題演習。 

テキスト(P44~46) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

８ 複素数(2) 複素数の加減算、複素数の乗

除算。課題演習。 

テキスト(P47~52) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 正弦波交流(1) 交流正弦波、角速度、周波数、

実効値。課題演習。 

テキスト(P55~62) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 正弦波交流(2) 複素電圧、複素電流、ﾍﾞｸﾄﾙ図。 

課題演習。 

テキスト(P63~70) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 交流回路 抵抗回路、ｲﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ回路、静電

容量回路。課題演習。 

テキスト(P71~78)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 インピーダンス ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ、抵抗、ﾘｱｸﾀﾝｽ、RLC

直列回路。課題演習。 

テキスト(P79~84) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

13 アドミッタンス ｱﾄﾞﾐﾀﾝｽ、ｺﾝﾀﾞｸﾀﾝｽ、ｻｾﾌﾟﾀﾝｽ、

RLC 複合回路。課題演習。 

テキスト(P85~88) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する 

３０ 

６０ 

14 交流電力 有効電力、無効電力、皮相電

力、力率、交流回路解析。課題

演習。 

テキスト(P89~96) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括。 

課題演習。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

１２０ 

１２０ 

【テキスト】 入門電気回路（基礎編） 家村道雄、原谷直実、中原正俊、松岡剛志 著 オーム社  

【参考書・参考資料等】電気回路論  平山博、大附辰夫 著  電気学会  

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、試験(80%)で評価を行う。 

 



教科番号 1252 授業科目：電気回路Ⅱ(Electrical Circuit Ⅱ） 

開講時期 後期 （情報電子システム工、航空工）学科（１）年（２）単位 担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

1.直列共振回路、並列共振回路の特徴を理解する。 

2.相互インダクタンス、ブリッジ回路の計算法を理解する。 

3.対称三相交流の計算法を理解する。 

【授業の概要】 

 電気回路 I で学んだ複素数を用いた方法（フェーザ法）を使って、交流回路の特徴を解析する。様々な回路の

特性を解析することによって、周波数同調回路、変圧器、商用交流電源などの原理を理解する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ フェーザ法 交流回路のオームの法則、交

流回路の解析。課題演習 

テキスト(P95~96)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 直列共振回路 直列共振回路、共振曲線、尖鋭

度。課題演習 

テキスト(P97~102)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 並列共振回路 並列共振回路、コイルの内部

抵抗。課題演習。 

テキスト(P103~107) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 交流ブリッジ回

路(1) 

交流ブリッジ回路、複素恒等

式｡課題演習｡ 

テキスト(P108~109) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 交流ブリッジ回

路(2) 

ウイーンブリッジ、マクスウ

エルブリッジ。課題演習｡ 

テキスト(P110~114)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 交流回路解析法

(1) 

キルヒホッフの法則、回路方

程式、重ね合わせの理。課題演

習｡ 

テキスト(P115~120) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 交流回路解析法

(2) 

テブナンの定理、解法の適用｡

課題演習。 

テキスト(P121~126) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

８ 相互インダクタ

ンス回路(1) 

自己インダクタンス、相互イ

ンダクタンス、相互誘導回路。 

課題演習。 

テキスト(P127~130) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 相互インダクタ

ンス回路(2) 

等価回路、結合回路。 

課題演習。 

テキスト(P131~136) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 交流回路解析 交流回路の解析。 

課題演習。 

第9回までの内容をまとめる。 

演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

11 三相交流回路(1) 三相起電力、ベクトル表示、Y

結線。課題演習。 

テキスト(P137~142) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 三相交流回路(2) 相電圧、線間電圧、線電流、相

電流。課題演習。 

テキスト(P143~149)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 三相交流回路(3) Δ結線、電源の Y-Δ変換、負

荷のY-Δ変換。課題演習。 

テキスト(P150~155) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 三相交流回路(4) 三相電力、二電力計法。 

課題演習。 

テキスト(P156~160) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括。 

課題演習。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

１２０ 

１２０ 

【テキスト】 入門電気回路（基礎編） 家村道雄、原谷直実、中原正俊、松岡剛志 著 オーム社  

【参考書・参考資料等】電気回路論  平山博、大附辰夫 著  電気学会  

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、試験(80%)で評価を行う。 

 



 

教科番号 1255 授業科目：電子回路Ⅰ （Electronic  circuit Ⅰ） 

開講時期 後期 （情報電子システム）工学科(1)年(2)単位  担当者：永石 初弘 

【授業の到達目標】 

はじめて電子回路を学ぶ学生が、ダイオードやトランジスタを用いた基本回路の動作を理解でき、また増幅

回路の動作量が計算出来る様になる事を目標とする。 

【授業の概要】 

電子回路素子は、電子管から半導体素子と呼ばれるダイオードやトランジスタ、さらにICへと進化してき

た。その進化に伴って電子管回路を、半導体素子を搭載した回路に置き換えることで、従来の電子機器やコ

ンピュータなどの機能が飛躍的な発展を遂げてきた。電子回路Ⅰでは、ダイオードやトランジスタの動作原

理とそれらの素子を搭載した基本動作回路を学ぶ。 

【授業要旨】 

回数 題 目   授 業 内 容 学習課題（予習、復習） 時間 

1 半導体の性質 物質構造と電気伝導、 

真性・不純物半導体 

テキスト（P1～P7）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

2 ダイオード ① pn接合、ダイオードの 

電圧・電流特性 

テキスト（P9～P14）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

3           ② ダイオード回路 テキスト（P14～P18）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

4 電源アダプター 電源アダプターの構造・動作

について、ディスカッション

により理解を深める。 

事前調査と、そのまとめ。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

5 トランジスタ① pnp接合・npn接合、 

トランジスタ動作原理 

テキスト（P21～P27）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

6           ② トランジスタ静特性 テキスト（P28～P36）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

7 トランジスタ 

の増幅作用 ① 

エミッタ接地回路の 

電流・電圧増幅作用 

テキスト（P37～P42）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

8           ② エミッタ接地の負荷線、 

ベース・コレクタ接地回路 

テキスト（P42～P48）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

9 バイアス回路① 固定・電圧帰還・ 

電流帰還バイアス回路 

テキスト（P49～P57）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

10           ② バイアス回路安定係数 テキスト（P57～P63）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

11           ③ 信号の入力と取出し方 テキスト（P63～P66）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

12 トランジスタ 

等価回路   ① 

h定数 テキスト（P69～P75）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

13           ② h定数による動作量計算、 

 

テキスト（P76～P90）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

14 電源回路 定電圧回路、定電流回路、 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

14 1回～14回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説につい

てディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

【テキスト】 

大類重範：アナログ電子回路、日本理工出版会 

【参考書・参考資料等】 

奥澤熙：トランジスタの基礎、誠文堂新光社、秋富勝：電子回路の基礎、東京電気大学出版局 

【成績評価基準・方法】 

  受講態度（15％）、レポート（15％）、定期試験（70%）で総合的な評価を行なう。  



 

 

教科番号 1256 授業科目：電子回路Ⅱ （ Electronic  circuit Ⅱ ） 

開講時期 前期 （情報電子システム）工学科(2)年(2)単位  担当者：永石 初弘 

【授業の到達目標】 

電子回路Ⅰに引き続き、トランジスタ基本回路を発展させた各種回路の動作を理解することを目標とする。 

【授業の概要】 

電子回路Ⅰを基礎にした増幅器のバイアス回路、各種の基本的な増幅方式を中心にとりあげる。電子回路は

奥が深いのでコツコツ努力して理解を深めよう。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習、復習） 時間 

1 増幅回路の基礎             

① 

増幅器の種類と分類、 

動作原理 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

2 ② 直流動作と交流動作 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

3 CR結合増幅回路

① 

CR 結合増幅回路と、低周波域

での利得の低下原因 

テキスト（P91～P96）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

4 ② 高周波域での利得の低下原因、

2段CR結合増幅回路 

テキスト（P96～P100）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

5 CR結合増幅器の 

設計 

設計したCR結合増幅器とシミ

ュレーション結果との比較、

及びディスカッションにより

理解を深める。 

設計手順検討と、そのまとめ。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

6 直流増幅回路① 直接結合増幅回路、オフセット

電圧 

テキスト（P181～P183）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

7 ② 差動増幅方式における温度・電

源の影響、CMRR  

テキスト（183～P188）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

8 ③ 差動増幅回路とOPアンプ テキスト（P188～P194）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

9 負帰還増幅回路 

      ① 

正帰還回路と負帰還回路、同位

相と逆位相 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

10 ② 負帰還増幅回路の特徴と基本 テキスト（P127～P63）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

11 発振回路  ① 発振とその原理、発振回路の分

類、LC発振回路 

テキスト（P215～P224）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

12 ② CR発振回路、水晶発振回路 テキスト（P225～P234）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

13 電力増幅回路① バイアスによる増幅回路の分

類、A級電力増幅回路 

テキスト（P145～P154）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

14 ② B級電力増幅回路 テキスト（P154～P165）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

15 1回～14回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説につい

てディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

【テキスト】 

大類重範：アナログ電子回路、日本理工出版会 

【参考書・参考資料等】 

 渡辺明禎：トランジスタ回路の実用設計、CQ出版社 

【成績評価基準・方法】 

  受講態度（15％）、レポート（15％）、定期試験（70%）で総合的な評価を行なう。  



教科番号 1851 授業科目：電子工学実験Ⅰ（Electronic Engineering LaboratoryⅠ) 

開講時期 通年 
（情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（２）年（２）単位  担当者：岡村 雅一 

協力者：斉 培恒、内村 俊二、永石 初弘 

【授業の到達目標】 

 電子工学に関する基礎的内容（各種測定器の理論、機能、保守、運用を含む。）の実験を取り扱うことで、種々の現象に着目

したとき、その現象の基づく原理は何であるかを把握し、更にそれを評価する解析力と応用力を養うことを授業の到達目標とす

る。 

【授業の概要】 

 電子工学実験Ⅰの目的は、種々の現象に着目したとき、その現象の基づく原理は何であるかを把握し、それを評価する解析力

と応用力を養うことである。講義で学ぶことは、抽象的になりがちであるから実験を通して実際の現象に出合うことにより納得

する。 

本実験では電子工学を理解するために必要な基礎的内容（各種測定器の理論、機能、保守、運用を含む。）の実験を取り扱う。

16回以降は毎週ローテーションによって、年間18 テーマの実験を実施する。 

また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。（下線で示す） 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 実験を始めるため

の心得 

実験に関する一般的事項（実験の目的、諸注意、報告

書の作成）の解説 

資料を読みまとめる。 
授業の復習。  

６０ 
６０ 

２ テスターの機能と

操作(1) 

多重目盛計器の読み方およびテスターの基礎的使用

法を理解する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

３ テスターの機能と

操作(2) 

同上 資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

４ ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟの取り扱

い(1) 

オシロスコープの取り扱いと交流波形等の観測 資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

５ ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟの取り扱

い(2) 

同上 資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

６ ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟの取り扱

い(3) 

同上 資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

７ 水位報知器の製作

および試験(1) 

電子回路と構成する各部品の特性を知り、実用回路

としての水位報知器を作成し、動作及び報知機能に

ついて研究する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

８ 水位報知器の製作

および試験(2) 

同上 資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

９ 水位報知器の製作

および試験(3) 

同上 資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

10 各実験題目の内容

と実験方法 

各実験テーマごとの説明と実験方法や注意事項など

の解説 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

11 各実験題目の内容

と実験方法 

同上 資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

12 各実験題目の内容

と実験方法 

同上 資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

13 16 回以降の題目の

予備実験 

各班全員による、全テーマの回路図と結線方法、測定

器の使用方法の習得 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

14 16 回以降の題目の

予備実験 

同上 資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

15 16 回以降の題目の

予備実験 

同上 資料を読みまとめる。 
レポート作成 

６０ 
６０ 

16 ホイートストンブ

リッジ 

抵抗の測定、交流ブリッジによる静電容量とインダ

クタンスの測定原理と使用法を習得、抵抗、静電容量

とインダクタンスの測定 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

17 電位降下法による

抵抗の測定 

電圧・電流計を用いた抵抗測定法（計器の内部抵抗の

影響を含む。） 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

18 ケルビン・ダブルブ

リッジ 

による低抵抗の測

定 

ダブルブリッジの原理と使用方法及び各種材料の抵

抗測定や固有抵抗の算出 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

19 直流電位差計の研

究 

電位差計の取り扱いと電池の起電力の測定、計器の

校正 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 



20 直列・並列回路の共

振特性測定 

インダクタンスＬおよび静電容量Cを含む直列・並

列回路の共振曲線を求め、共振回路の重要性を考察

する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

21 Q メータによる測

定 

Q メータの原理、取扱方法を理解し、高周波コイル

のQ、高抵抗、コンデンサの回路定数を測定する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

22 過渡現象波形の測

定 

CR回路の充放電特性を求め、回路の特性を理解する

とともにX−Yレコーダの使用方法を習得する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

23 ダイオードの特性

試験 

ダイオードの静特性の測定とダイオードの基本特性

の理解 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

24 トランジスターの

静特性試験（エミッ

タ接地） 

トランジスタのエミッタ接地静特性を測定し、トラ

ンジスタの基本的な性質を理解する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

25 トランジスターの

静特性試験（ベース

接地） 

トランジスタのベース接地静特性を測定し、トラン

ジスタの基本的な性質を理解する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

26 電解効果トランジ

スタ 

（FET）の静特性試

験 

電解効果形トランジスタ静特性の測定及び動作原理

の理解 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

27 フォトトランジス

タの特性試験 

PH−Trの特性、光電流とLED電流との相関関係につ

いて理解し、Vceの電圧と飽和電圧（Vsat）の関係を

理解する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

28 光導電素子（CdS）

の特性測定 

CdS の光導電効果や照度に対する抵抗及び波長に対する抵

抗を測定する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

29 電力計による電力

及び力率の測定 

電力計の取り扱い、正しく電力測定する方法を理解

する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

29 磁気回路実習装置

による磁束密度の

測定 

磁束密度とヒステリシス・ループ特性および材料の

磁気特性を理解する。 

資料を読みまとめる。 
レポート作成。 

６０ 
６０ 

【テキスト】 

「電子工学実験Ⅰ」  第一工業大学編 

【分かりやすい授業を進めるためのポイント】 

(1)複数の教官による実験指導 (2)レポートの添削により、個別指導。 

【学生に対する評価の方法】 

 レポートの内容で評価（100%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 6628  授業科目： 職業指導（Vocational Guidance） 

開講時期 後期 （全）学科 （４） 年 （２）単位    担当者： 今村 忠 

【授業の到達目標】 

本授業は専門高校の教職を目指す者が,学校における進路指導〔キャリア教育〕について,その 概念や 

歴史的変遷,指導法等について理解し実践的な指導力を身につけることを目標としている。 

【授業の概要】 

 学習指導要領が定める進路指導〔キャリア教育〕の理念や指導内容・方法等について,学校現場の優れた実践例

や本学OB教師による講話を授業に取り入れながら具体的に分かり易く解説する。 

  また、進路指導〔キャリア教育〕の在るべき姿について学生間の討議を取り入れるなどアクティブ・ラーニン

グ形式の授業により理解を深める。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ オリエンテーショ

ン 

授業の計画,職業指導の概念

について 

自分の今までの進路選択を省みる 

授業内容を復習する 

30 

60 

２ 学習指導要領と進

路指導 

学習指導要領における進路

指導関連の内容について 

配布資料に目を通す 

進路指導関連の記述をまとめる 

30 

60 

３ 
職業指導の歴史的

変遷（その1)  

草創期の職業指導と時代的

背景について 

配布資料に目を通す 

戦前の日本の国情と進路状況をまとめ

る 

30 

60 

４ 職業指導の歴史的

変遷（その2)  

職業指導から進路指導そし

てキャリア教育への変遷  

前時の資料を再読する 

進路指導変遷についてまとめる 

30 

60 

５ 戦後 70 年の日本

の歩み 

戦後の廃墟から現在までの

日本の歩み(DVD映像) 

提出課題～進路指導変遷過程まとめ 

キャリア教育提唱の背景をまとめる 

60 

60 

６ 
キャリア発達とは 

自らのキャリア発達過程に

ついて発表し討議する 

キャリア形成とは何かについて考察討

議内容をまとめる 

30 

60 

７ キャリア教育の全

体計画と HR 指導

計画 

指導計画の作成と HR 担任の

役割 

小テスト準備「キャリア発達とは」 

授業内容を復習する 

60 

60 

８ キャリア教育の推

進方策 

「全ての教育活動の中で推

進する」意義と具体例 

キャリア教育計画立案の意義(提出) 

授業内容の復習 

60 

60 

９ キャリア教育の実

践  (その1) 

学校現場の優れた実践例を

用意しその資料を基に説明 

今までのキャリア教育資料再読する 

優れた実践例の内容を復習する 

30 

60 

10 
キャリア教育の実

践 (その2) 

第一工大OB教師による 

講話(学級担任としての実

践) 

前時の資料内容を再度確認 

先輩の講話について感想をまとめる 

30 

100 

11 『働く』というこ

とについて 

『働く』ということに対する

考えを発表させ討議する 

望ましい勤労観・職業観について考察 

授業内容を復習する 

60 

60 

12 特別支援学校のキ

ャリア教育 

特別支援学校のDVD鑑賞とキ

ャリア教育例 

特別支援教育について調べる 

授業内容を復習する 

30 

60 

13 
心理検査の活用 

職業レディネステストの実

際と結果の活用法 

職業レディネスについて調べる 

集計結果を整理する 

30 

60 

14 
キャリア教育の実

践 (その3) 

第一工大 OB 教師による講話

(進路指導主任として) 

提出課題～職業レディネステスト結果

分析 

先輩の講話について感想をまとめる 

30 

100 

15 
全体まとめ 

『職業指導』の学習内容の総

括と小テストの実施 

小テスト準備[キャリア教育]の基礎 

『職業指導』の基本事項の復習 

60 

100 

【テキスト】 テキストは特に定めない。 毎時間,授業の骨子・内容に関するプリントを用意する。 

【参考書・参考資料等】 授業中に統計資料等を適宜配布する。 

【成績評価基準・方法】 提出課題内容(20%)  小テスト(10%)  試験(40%)   授業への参加意欲(30%) 

 



 

教科番号  6647 授業科目：機械工学基礎概論 （ Introduction  of  Mechanical  Engineering ） 

開講時間 後期 
（航空・情報電子・機械・自然環境工・建築デザイン）学科（２）年（２）単位  

担当者：宮城 雅夫 

【授業の到達目標】 人間と機械は深い係わりがあり、身近にも自動車、洗濯機、パソコンなど、いろいろな機械を

使っている。しかし、機械といえば「数式が多くて難しい」などのイメージがあって、その仕組みについては興味を

持っていない人が多いように思われる。ここでは、機械系以外の理工系学生が、機械の基本的なことを学んで機械を

理解し、機械に興味を持つことを主眼とする。 

【授業の概要】機械工学の基礎科目である材料力学、機械材料、機械工作法、機械力学、機械要素、制御工学、メカ

トロニクスなど各分野の基本を説明する 

【授業要旨】  

回数 題  目        授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間（分） 

１ 機械の仕組み 機械の発達、機械の定義・構成 

 

機械の生産工程（例）を調べる 

授業内容を復習する 

９０分 

２ 機械技術の現

状 

カーボンナノチューブ、リニアモーター

カー、電気自動車、ロボット 

最新の機械とその仕組みを調べる。

授業内容を復習する 

９０分 

３ 機械材料（１） 機械材料の分類・性質、機械材料の製造

法（鉄鋼、アルミニウム、銅、セラミッ

クス） 

テキスト（Ｐ5〜11）を読みまとめる 

授業内容を復習する 

９０分 

４ 機械材料（２） 鉄鋼材料の種類、非鉄金属材料の種類、鋼

の熱処理 

 

テキスト（Ｐ13〜24）を読みまとめ

る 

授業内容を復習する 

９０分 

５ 材料力学（１） 応力とひずみの定義、応力―ひずみ線図 

 

テキスト（Ｐ31〜35）を読みまとめ

る 

授業内容を復習する 

９０分 

６ 材料力学（２） はりの曲げ応力、断面係数 

はりの変形（片持ちはり、単純支持はり） 

テキスト（Ｐ36〜44）を読みまとめ

る 

授業内容を復習する 

９０分 

７ １回〜６回ま

でのまとめ 

理解度確認試験実施。解答・解説後、グ

ループ毎にディスカッションし、理解を

深める 

ディスカッションの内容をまとめ、

解答の見直しをする 

180 分 

８ 機 械 製 作 法

（１） 

工作機械（旋盤、フライス盤、ボール盤

など） 

 

テキスト（Ｐ106〜113）を読みまとめる 

授業内容を復習する 

９０分 

９ 機 械 製 作 法

（２） 

加工法の種類、切削理論、特殊加工法 授業内容を復習する ９０分 

10 機構学（１） 対偶と節、平面運動の自由度、リンク機

構、巻掛け伝動装置 

テキスト（Ｐ52〜61）を読みまとめる 

授業内容を復習する 

９０分 

11 機構学（２） 歯車の基礎、各種歯車、カム テキスト（Ｐ62〜68）を読みまとめ

る 

９０分 

12 制御工学 制御工学の特徴、機械の自動制御、機械

のモデル化の基本要素 

テキスト（Ｐ88〜104）を読みまとめる 

授業内容を復習する 

９０分 

13 メカトロニク

ス 

メカトロニクスとは、産業用ロボット、

センサ、電子機械に必要な技術 

テキスト（Ｐ169〜179）を読みまとめる 

授業内容を復習する 

９０分 

14 課題研究 各工作機械の特徴（利点、欠点等）をグ

ループ毎に整理させ、発表させる 

各工作機械の特徴を詳しく調べて

報告書を作成する 

180 分 

15 まとめ 学修のまとめと総括 ノートの整理、定期試験の受験準備 180 分 

【テキスト】「わかりやすい機械工学」 第２版 森北出版 

【参考書・参考資料等】授業中に適宜配布する 

【学生に対する評価の方法】【成績評価基準・方法】定期試験：60％、小テスト（講義の中で適宜実施）：20％、ノ

ート取得状況＆受講態度：20％ で総合評価総合得点を100 点満点 



教科番号  6648 授業科目：電気工学基礎概論(Introduction to Electric Engineering ) 

開講時期 前期 （情報電子システム工、航空工）学科（１）年（２）単位 担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

1. 電気の性質を理解する 

2. 回路網の電位、抵抗値、静電容量、電力等の算出ができる 

3. 電気機器の作動を理解する 

【授業の概要】 

 本講義では取り組みやすくするために、学問的ではあるが難解な電磁気学の学習過程を追うことはせず、実際

的な電気利用の基本である直流理論、交流理論および電磁誘導を学習し、身近な電気機器を例にその仕組みと作

動の原理を学ぶ 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 

直流回路 (1) 

電流と電圧、抵抗、オームの法

則、直流回路の計算。課題演

習。 

テキスト(P1~36)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 
直流回路 (2) 

抵抗の性質、電流の作用、電力

と電力量。課題演習。 

テキスト(P37~69)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 
電流と磁気 (1) 

磁気、電流と磁界。 

課題演習。 

テキスト(P76~96) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 
電流と磁気 (2) 

電磁誘導作用、電磁力。 

課題演習。 

テキスト(P97~116) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 
静電気 (1) 

静電現象についての現象。 

課題演習。 

テキスト(P122~133)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 
静電気 (2) 

コンデンサーと静電容量。 

課題演習。 

テキスト(P134~142) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 
交流回路 (1) 

正弦波交流の性質、正弦波交

流起電力の発生。課題演習。 

テキスト(P148~158) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

８ 

交流回路 (2) 

交流回路の取り扱い方交流回

路の電力、共振回路。課題演

習。 

テキスト(P159~183) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 
交流回路 (3) 

記号法による交流回路の取り

扱い。課題演習。 

テキスト(P198~207) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 
三相交流 

三相交流回路。 

課題演習。 

テキスト(P213~228) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 
電気計測 (1) 

電気計測の概要。 

課題演習。 

テキスト(P233~237)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 

電気計測 (2) 

基礎量の測定についての概

要。 

課題演習。 

テキスト(P238~269) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 
各種波形 (1) 

非正弦波交流について、図形

を通しての理解。課題演習。 

テキスト(P274~280) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 
各種波形 (2) 

過度現象についての概要。 

課題演習。 

テキスト(P281~291) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括。 

課題演習。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

１２０ 

１２０ 

【テキスト】  「わかりやすい電気基礎」 高橋 寛 監修 コロナ社 

【参考書・参考資料等】 

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、試験(80%)で評価を行う。 



教科番号 6649 授業科目：土木工学基礎概論（Introduction   of  Civil  Engineering ） 

開講時期 後期集中 （ 全 ）学科（ ２ ）年（ ２ ）単位  担当者：岩波 基 

高等学校「工業」教員の免許状取得のための必修科目 

科     目 教科に関する科目 （工業） 

【授業の到達目標】 

・土木技術と社会基盤整備の関連について学習し、土木に関する基礎・基本を理解する。 

・土木工学の概要について理解し、工学分野における他学科との関連を理解する。 

【授業の概要】 

土木技術・環境技術者を目指す学生の目標がより具体的で、意欲的となるように、土木工学・環境工学の概要

を建設事業と関連づけて説明・解説する。また工業教員をめざす学生には、自分の専攻学科の専門と同時に必要

な土木の分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させる。社会基盤整備のための公共工事と各分野の専

門技術・環境対策等の関係についても学習し、課題・実態について具体的に解説し、その対策・解決について考

察する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 序論(1) 土木とは 配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 社会基盤工学(1) 社会基盤整備（土木の歴史、災

害と国土の整備等） 

配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 社会基盤工学(2) 交通と運輸（道路、鉄道、港湾、

空港） 

配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 社会基盤工学(3) 水資源（利水、治水） 配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 社会基盤工学(4)  社会基盤システム（都市計画、

環境と景観、防災） 

配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 測量(1) 測量の概要、種類 配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 測量(2) 測量の応用（光波、デジタル、

ＧＰＳ） 

配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ １回～７回まで

のまとめ 

内容についてディスカッショ

ンを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

９ 土木構造設計(1) 土木構造力学の基礎 配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 土木基礎力学(2) 土質力学の基礎 配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 土木基礎力学(3) 水理学の基礎 演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

３０ 

６０ 

12 土木構造設計(1) 鋼構造の設計 配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 土木構造設計(2) 鉄筋コンクリート構造物の設

計 

配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 土木施工 土木材料 配布資料を予習する。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 ９回～14 回まで

のまとめ 

内容についてディスカッショ

ンを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

【テキスト】 プリント 

【参考書・参考資料等】 衛生工学入門  中島重旗著 朝倉書店 

【成績評価基準・方法】 試験（80％）、取組み状況（20％）で総合評価を行う。 

 

 



教科番号：  6650 授業科目： 建築工学基礎概論（Basics of  Architectural engineering outline） 

開講時期 後期 （建築デザイン）学科（２）年（２）単位 担当 石渡 博 

【授業の到達目標】 

 建物が人々の生活を守り、豊かな環境を創生する一端を担っていることを理解する。 

【授業の概要】 

建物には、安全・安心・快適・周囲との調和・地球環境等多岐にわたる要素に配慮することが求められている。ま

た、その対象は個々の建物のみならず、数多くの建物群を相手にした都市計画、歴史的建造物の保存や改修、脆弱

建物の耐震補強等など、実に広範囲の分野が相手である。繰り返される地震被害に対しても、様々な耐震技術が開

発適用されている。本科目によって建築分野の最新状況を幅広く学び、将来の建築エンジニアに必要な工学基礎の

一端を理解せしめる。 

【授業理解のためのポイント】 建築を構成する様々な要素（デザインと工学）の存在を知り、それらの適切な組

み合わせが建築を創ることを理解する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 建築の役目 
建築が目指す安心・安全とは？，地震の発

生原因，耐震設計体系 

テキスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 住宅計画につ

いて 

住み易い住宅と導線計画，高齢者と住居，

福祉住環境     

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ 歴史的建造物

の保存につい

て 

 歴史地区における法制度，歴史的建造物の

修理・修復                        

テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 色彩・造形・住

居環境学につ

いて 

色彩が環境に与える影響とは，色彩と造形，

住居環境学   

テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 建築材料 
建築材料の種類と性能、材料の耐久性と修

復性 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 建築ＣＡＤ 
コンピュータで描く図形，三次元ＣＡＤ，

ＣＧ造形 

テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ インテリア造

形 
インテリアと造形  

テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ 構造力学 構造力学入門、構造力学基礎（鉄骨構造） 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 建築構法 空間を創る様々な建築構法、建築架構計画 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 建築構造 ＲＣ構造基礎，ＲＣ構造応用，耐震防災 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 建築施工 建築施工、施工計画 
テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 建築設備 快適空間を演出する様々な装置と役目， 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 建築法規 快適な街並みの創出と建築基準法の役目 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 耐震診断・補強 既存建築物の耐震診断および補強工事 
テキスト を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 将来の進路 建築に係る様々な職業と職能 
ﾚﾎﾟｰﾄを書く。発表する。 

全講義を復習する 

３０ 

６０ 

【テキスト】 毎回配布するプリント 

【参考書・参考資料等】  

【学生に対する評価の方法】 ノート取得状況・受講態度(20％)，レポート(20％)，試験(60％)で総合的に評価する。 

 



教科番号 6641 
授業科目：木材加工（含製図・実習） 

（Wood Working（Including Drafting and Training）） 

開講時期 前期 （ 全 ）学科（４）年（１）単位   担当者： 難波 礼治  

【授業の到達目標】 

木材の特性に応じた加工理論ならびに加工技術についての基礎知識を修得する。 

具体的には，木材の切削理論，木材の塗装技術，木工具・木工機械の原理を修得する。 

【授業の概要】 

木材加工とは，木質系素材に道具や機械を用いて，人間にとって有用なものを作り上げていくプロセスである。主に，手加工，

機械加工等の基礎的な知識理解を通して，木材の特性に応じた適切な加工理論，製品に仕上げるまでの加工技術について学び，実

際の製作実習でその確認を図る。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

1 学習指導要領と木

材加工 

学習指導要領における木材加

工の位置 

配布テキストを予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

2 設計と製図 設計の概念、機能、構想、製図

の規格と図法 

テキスト(P1~5)を予習する。 

授業の復習をする。 

６０ 

６０ 

3 樹木の性質 樹木の種類、成長と組織（針葉

樹・広葉樹） 

テキスト(P8~11) を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

4 木質材料の種類 素材、合板、削片板、繊維板、

その他 

テキスト(P12~15) を予習する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

5 木材の物理的性質 木材の重さ、木材中の水分と収

縮膨張 

テキスト(P117~22)を予習する。 

小テストの準備。授業の復習をする。 

６０ 

６０ 

6 木材の機械的性質 弾性、圧縮強さ、引っ張り強さ、

せん断強さなど 

テキスト(P22~29) を予習する。 

小テストの準備・授業の復習をする。 

３０ 

６０ 

7 １回～６回まで

のまとめ 

小テスト 

・演習問題の解答・解説 

・まとめ 

小テストの準備をする。 

演習問題を解き理解を深める。 

１２０ 

６０ 

8 木工具 のこぎり、かんな、ゲンノウ、

のみ、きりの使用法 

テキスト(P46~62) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

9 接合・組立 接合材科（くぎ、木ねじ、その

他）及び各種の接合法 

テキスト(P64~71) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 木工機械 丸のこ盤、糸のこ盤、かんな盤、

ボール盤 

テキスト(P73~83) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 木材加工実習 1 木製品の構想と設計 配布テキストを予習する。 

授業の復習をする。 

１２０ 

１２０ 

12 木材加工実習 2 木製品の製作 配布テキストを予習する。 

授業の内容を復習する。 

１２０ 

１２０ 

13 木材加工実習 3 木製品の製作 配布テキストを予習する。 

授業の内容を復習する。 

１２０ 

１２０ 

14 ８回～１３回ま

でのまとめ 

ディスカッションにより理解

を深める。 

ディスカッション内容を整理する。 

ディスカッション内容をまとめる 

６０ 

６０ 

15 まとめ まとめと総括 まとめ講義の準備をする。 

ノートの整理とまとめをする。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】 「木材の加工」第一工業大学 、 配布プリント 

【参考書・参考資料等】 木育のすすめ  山下晃功 、原知子 海青社 

【成績評価基準・方法】 ノート取得状況とレポート（30%）、小テスト（10%）、試験（60%）で総合的な評価を

行う。 

 



教科番号 6642 授業科目：金属加工（製図・実習含む） 

開講時期 後期  （全）学科（３）年（１）単位  担当者 ：   中薗 政彦 

【授業の到達目標】 

 金属についての基礎的な知識および金属を加工する方法と技術を習得する。さらに、加工機械、加工工具および

測定工具の取り扱い方を実習を通して習得し、中学校「技術・家庭科」における「Ａ材料と加工に関する技術」に

係る事項について，中学校の教育課程に準拠した内容について実験等を通して基礎・基本を身に付けさせる。 

【授業の概要】 

 内容は、金属の組織と性質、熱処理、金属材料の試験法、金属の加工法、測定などについて学習する。特に、手

加工と工具については、実証的な学習をし、具体的な指導法まで習得させる。「ものづくり」の基礎として立体の

表し方・製図の基礎をあわせて学習する。 

【授業要旨】  

回     題   目         授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 製図の基礎１ 

 

図面、製図の規格、製図用具、図面の様式、寸

法記入、平面図法 

練習問題を解く。 

 

   60 

 

２ 製図の基礎２ 

 

投影法と投影図、第三角法、軸測投影図、等角

図、キャビネット図 

練習問題を解く。 

 

   60 

 

３ 金属の性質 

 

金属の性質、金属の変形、金属の機械的性質、

金属の変態 

授業の復習をする。 

 

   60 

 

４ 鉄 鋼 機械材料の分類、鉄鋼材料、製鋼 授業の復習をする。  60 

５ 鉄鋼の組織と性質 鉄鋼の変態、炭素鋼、炭素鋼の性質と種類、合

金の組織 

授業の復習をする。 

 

   60 

 

６ 熱処理、非鉄金属 熱処理の原理、熱処理の実際、非鉄金属の種類 授業の復習をする。 

 

   60 

 

７ 金属材料の試験法 応力、ひずみ、硬さ、じん性 

 

授業の復習をする。 

 

   60 

 

８ 測 定 精密測定、ノギス、マイクロメーター 電動機の原理をまとめる。 60  

９ 金属加工法 

 

塑性変形を利用した加工（鍛造、圧延、押し出

し・引き抜き）板金加工 

授業の復習をする。    60 

 

10 金属加工法 切削加工、研削加工、 授業の復習をする。    60  

11 金属加工実習１ けがき、切削、切断 授業の復習をする。    60  

12 金属加工実習２ 穴あけ、ねじ切り、折り曲げ、接合、塗装 授業の復習をする。     60  

13 

 

金属加工の学習指

導法１ 

「Ａ材料と加工」における金属加工の学習指導

案の作成・発表 

指導案を完成する。 

 

120 

 

14 

 

金属加工の学習指

導法２ 

「Ａ材料と加工」における金属加工の学習指導

案の作成・発表 

指導案を完成する。 

 

120 

 

15 まとめ 学修のまとめと総括 レポート 120 

【テキスト】   自作資料提供 

【参考書・参考資料等】・中学校学習指導要領解説－技術・家庭編－（平成２０年９月）文部科学省 教育図書  

・中学校「技術・家庭科」教科書 

・機械工作要論  大西久治 他 著  理工学社 

・図解 機械材料  打越二彌 著  東京電気大学出版局 

【成績評価基準・方法】  試験（60％），受講態度・実習態度（40％）で総合的な評価を行う。 

 

 

 

 



教科番号 6643 授業科目：機械（含実習） （Machine(With the practice） 

開講時期 後期 （航空・情報電子・自然環境・建築 ）学科（3）年（1）単位 担当者：板倉 朗  

【授業の到達目標】 

中学校の教科「技術・家庭科」の機械（含実習）に関する事項を指導できる能力を習得することを目標とする。 

・運動伝達の機構（リンク装置・カム機構等）について理解できる。 

・制作図をもとに作品を完成する能力を習得する。 

・機械の整備及び工具の利用について理解し作業できる能力を習得する。 

・エネルギーの変換方法（ガソリン機関）について理解し、分解・組立ても習得する。 

【授業の概要】 

 中学校の「技術・家庭科」における「機械」に関する一般的な教養として必要な、製図、機構学、内燃機関、金属加工、ＣＡ

Ｄを取り入れて、中学生を適切に指導できるように、それぞれの専門の教員ができるだけ平易に実践に即した授業を実習を中心

に進めていく。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 機械工学の概論 

 

開発環境の使い方・プログラムの作成手

順 

配布資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 機械製図 実習において製作する作品の製図を画く 配布資料を読みまとめる。 

小テストの準備。授業の復習をする。 

３０ 

６０ 

３ 旋削作業 旋盤の主な構造、取扱い操作について説

明 

配布資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 旋削作業 旋盤の基本的な取扱い 配布資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 旋削作業 製図した図面に基づき、平行部、曲面を

切削し、仕上げ後作品提出 

配布資料を読みまとめる。 

授業の復習をする。 

３０ 

６０ 

６ 板金作業の進め方 塑性加工の一つである板金作業に際して

の諸事項の説明 

配布資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 板金作業 製図したブックエンドの図面を基に、ア

ルミ板を切断、穴あけ、曲げ、リベッ

ト、仕上げ作業後、作品提出 

授業の内容を復習する。 

製作作品の点検確認。 

１２０ 

６０ 

８ 内燃機関のしくみ 動力の発生、内燃機関の基本動作、4・

2サイクル機関の動作の説明 

配布資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ ガソリン機関の整備 ガソリン機関の分解、組立てに必要な工

具やその使用方法を学び、分解、組立て

作業を通して、各部装置のしくみも学ぶ 

配布資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 ガソリン機関の整備 組立て、点検後、機関を始動させて機関

調整を行う 

配布資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ製図（ＣＡ

Ｄ） 

技術教育「機械」におけるコンピュータ

の有効活用の説明 

配布資料を読みまとめる。 

小テストの準備。授業の復習をする。 

３０ 

６０ 

12 ＣＡＤ 座標の認識と数学的な取扱い及び設計問

題のプログラミング 

配布資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 ＣＡＤ 図面を作成して提出する 授業の内容を復習する。 

提出作品の点検確認 

３０ 

６０ 

14 引張り試験 旋盤作業で製作した試験片の引張り試験

を行い、材料の性質を知る 

ディスカッションの内容をまとめる １２０ 

６０ 

15 まとめ 各実習で製作した作品や体験を互いに評

価しあい、それを基に中学生を指導する

観点からレポートさせる 

小テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】 プリント配付 

【参考書・参考資料等】 情報科学とコンピュータ  竹田仁（共著） 日本理工出版会 

【成績評価基準・方法】 ノート取得状況＆レポート（30%）、小テスト（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。 

 

 



教科番号 6645 授業科目：栽培   Teaching of cultivation 

開講時期   前期  （全）学科（４）年（１）単位  担当者 ：   中薗 政彦 

【授業の到達目標】 

・栽培と植物生理，作物の成長に即した栽培技術，栽培計画，栽培の実際，栽培用具等について理解する。 

・中学校の「生物育成」の題材として野菜や花の栽培について具体的・実際的にできるようにする。 

【授業の概要】 

  中学校の教育課程に準拠し，中学校「技術・家庭科」における「生物育成」について実習をさせながら実践的な

力を付けさせる。 

【授業要旨】  

回        題目             授業内容 学習課題（予習復習） 時間 

 １ 作物の栽培 
 

 栽培と人間生活，作物の利用，作物の性質 栽培と人間生活についてまと
める。 

 60 
 

 ２ 栽培学習の目的・内容 

 

 中学校における「Ｃ生物育成に関する技術」

の内容との関連 

 

「Ｃ生物育成」の内容を整理

する。 

 

 60 

 

 

 ３ 
 

栽培と植物生理１ 
 
 

 栄養成長と生殖成長，光合成の生理 
 

栄養成長と生殖成長，光合成
の生理をまとめる。 

 60 
 
 

４ 

 

栽培と植物生理２ 

 
 水と養分の吸収，植物の呼吸，植物ホルモン 植物生理についてまとめる。  60 

 

 ５ 
 

 
 草花の種類と品種 
 

 
 草花の種類，草花の品種 
 

 
草花の種類と品種をまとめる
。 

 
 60 
 

 ６ 
 

作物の栽培の技術１  

種子と生育 
 

 種子の構造と生育，発芽の条件と生育，気
象条件と生育，株分け・分球         （一
部実習を含む） 

種子と生育をまとめる。 
 

 60 
 
 

 

７ 
 

 作物の栽培の技術２  土
壌と肥料 
 

 用土，土壌の構造と性質，肥料の種類とはたら
き肥料の配合と施肥 
            （一部実習を含む） 

土壌と肥料についてまとめる。 
 

 60 
 
 

 ８ 
 

作物の栽培の技術３  手
入れ 
 

 除草，中耕，土寄せ，かん水，剪定，摘心，摘
芽，支柱立てと誘引      （一部実習
を含む） 

手入れの方法を復習する。 
 

 60  
 
 

 ９ 
 

 作物の栽培の技術４ 
 病虫害予防駆除 

 害虫の予防 病気の予防，農薬の種類，農薬の使
い方   
             （一部実習を含む） 

病虫害予防駆除についてまとめ
る。 
 

 60 
 
 

 
10 

 

栽培の計画 
 

 連作と輪作を考慮した栽培計画の立案    
   （レポート） 

栽培計画を考える。 
 

120 
  

11 
 
 

花や野菜の栽培の実際
１ 
 

 サルビアの栽培，パンジーの低温栽培，ト
マトの栽培 レタスの養液栽培   （一部
実習を含む） 

花や野菜の栽培方法をまとめ
る。 
 

 60  
 
 

12 
 

花や野菜の栽培の実際２  アサガオの遮光栽培，ゆりの低温栽培    
 （一部実習を含む） 

遮光栽培，低温栽培をまとめる
。 

 60  
 

13 
 

栽培用具・機械，資材
・施設， 

 栽培に使う道具，機械，温室の管理，加温
施設，作業の安全 

栽培用具・機械，資材・施設
をまとめる。 

 60  
 

14 
 
 

栽培学習の指導法と課
題 
 

「Ｃ生物育成」の指導をどのように行えばよ
いかディスカッションをする。 

栽培学習の課題とその対策を
事前にまとめる。 

120 
 
 

15 

 

まとめ 

 

 栽培実習とまとめ 

 

試験に対するまとめ 

 

120 

 

【テキスト】   中学校学習指導要領解説－技術・家庭編－（平成２０年９月）            文部

科学省 教育図書  

【参考書・参考資料等】・ 自作資料提供  ・中学校「技術・家庭科」教科書 

 

【成績評価基準・方法】  試験（60％），受講態度・実習態度（40％）で総合的な評価を行う。 

 

 

 

 

 



教科番号 6646 授業科目：情報とコンピュータ (実習含む) (information and Computer (With practice)) 

開講時期 通年 （全）学科（２）年（３）単位  担当者：福永 知哉 
【授業の到達目標】 
 コンピュータの構成と機能の概要を理解し、操作ができる。情報を収集、判断・処理し発信できる。コンピュータ
利用に潜むリスクを理解し、対処することができる。プログラムの機能を知り、活用することができる。 

【授業の概要】 
 前期はコンピュータの歴史、種類、構造、機能等について学び、インネット、コンピュータウィルスさらに情報の
扱い方についても学ぶ。後期はWord、Excel、Power Pointなどのソフトについて基本操作を習得する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題(予習・復習) 時間(分) 

１ イントロダ
クション 

授業の進め方、コンピュータの歴
史 

テキストをすべて読む。 60 
60 

２ 情報とは 情報の定義を考える テキストp6～9をまとめる。 
課題1 誰にでもわかるように「情報」を説明
できるようにする。「世界で一番古い PC」に
ついて調べよ。 

120 
120 

３ デジタルと
は 

デジタルとアナログの違い テキストp10～13をまとめる。 
課題2 誰にでもわかるように「アナログとデ
ジタルの違い」を説明できるようになる。写
真・映像のデジタル化について調べる。 

120 
120 

４ 情報の表現 コード化について説明する。 テキストp14～17をまとめる。 
課題3 bitを説明できるようにする。文字コ
ードとbit数について調べる。 

120 
120 

５ 論理回路 AND回路, OR回路, NOT 回路の
動作 

テキストp18～23をまとめる。 
課題4 進数についてまとめる。特に二進数，
八進数，十六進数について理解する。 

120 
120 

６ 論理回路２ 足し算回路について、半加算器、
全加算器 

テキストp24～27をまとめる。 
課題5 AND，OR等の論理回路の名称，記号，
真理値表を理解し説明できるようにする。 

120 
120 

７ ハードウェ
ア 

コンピュータのハードウェアに
ついて説明する。 

テキストp28～31をまとめる。 
課題6 PCの五大機能について，装置，役割を
説明できるようにする 

120 
120 

８ ソフトウェ
ア 

コンピュータの動作の解説と OS
の役割，ファイルの役割 

テキストp32～45をまとめる。 
課題7 さまざまなOSについて調べる。違い
や特徴について説明できるようにする。また，
ファイル，フォルダ，拡張子について調べる。 

120 
120 

９ 1～8 回のま
とめ 

PCを解体し，組み立てる。 PCを解体し，五大装置について確認する。 
ディスカッションを行い理解を深める。 

120 
240 

10 コンピュー
タネットワ
ークとイン
ターネット 

コンピュータネットワークの仕
組み。 

テキストp46～49をまとめる。 
課題8 TCP/IP，プロバイダ，IPアドレス等に
ついて調べ説明できるようにする。 

120 
120 

11 インターネ
ット 

インターネットの仕組み、Webが
閲覧できる仕組み、電子メールの
仕組み 

テキストp51をまとめる。 
課題 9 Web，ブラウザ，さまざまなサーバー
について調べ，またメールの仕組みを理解し
説明できるようにする。 

120 
120 

12 情報セキュ
リティ１ 

コンピュータウィルスの実態 テキストp58～61をまとめる。 
課題10 個人情報の取り扱い，あり方，現在，
発生している問題点を調べ自分なりの対応策
を調べ説明できるようにする。 

120 
120 

13 情報セキュ
リティ２ 

コンピュータウィルスへの対処
法 

テキストp62～69をまとめる。 
課題 11 コンピュータウィルスの対処法，ア
ンチウィルスソフトやスパムメール，フィッ
シングなどについて調べる。 

120 
120 

14 ソーシャル
メディア 

SNSに潜む危険性と対処について テキストp71～76をまとめる。 
課題 12 SNS が受け入れられる理由について
自分の意見や友達の意見を調べまとめる。 

120 
120 

15 まとめと試
験 

9～14回までを復習し，ディスカ
ッションを行い理解を深める。 

9～14回までの復習をし，情報セキュリティや
SNSについて考え，ディスカッションの準備を
する。またまとめる。 

120 
240 

16 コンピュー 起動、終了、ファイル保存などの 外部 PC から moodle にアクセスできるように 60 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タの基本操
作 

基本動作について説明する。 なる。 60 

17 Word (1) ワープロソフトの基本的な扱い
を説明し、文章の作成を行う。 

moodle課題1をダウンロードし回答したのち，
アップロードする。 
復習課題1-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

18 Word (2) 文字修飾、図形入力、罫線入力等
でより相手に見やすい資料を作
成する。 

moodle課題2をダウンロードし回答したのち，
アップロードする。 
復習課題2-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

19 Word (3) 差し込み文章，あいさつ文，はが
き印刷等の使い方を学ぶ。 

moodle課題3をダウンロードし回答したのち，
アップロードする。 
復習課題3-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

20 Word(4) 第 17～19 回の知識を使い，連絡
文，企画書，算数・数学の問題を
作成しディスカッションを行う。 

第17～19回のおさらいを行う。 
課題を 1 つ選びディスカッションの準備をす
る。 

120 
240 

21 Excel (1) 表計算ソフトの基本的な扱いを
説明する。 

moodle課題4をダウンロードし回答したのち，
アップロードする。 
復習課題4-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

22 Excel (2) 表を作成し、合計、平均値などの
関数を扱う。 

moodle課題5をダウンロードし回答したのち，
アップロードする。 
復習課題5-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

23 Excel (3) セルに任意の計算式を書き込み
計算をさせる。 

moodle課題6をダウンロードし回答したのち，
アップロードする。 
復習課題6-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

24 Excel (4) 第 21～23 回までの知識を使い，
座席表，成績表を作成し，ディス
カッションを行う。 

第21～23回のおさらいを行う。 
課題を 1 つ選びディスカッションの準備をす
る。 

120 
240 

25 PowerPoint 
(1) 

プレゼンテーションソフトの基
本的な扱いを説明する。 

moodle課題7をダウンロードし回答したのち，
アップロードする。 
復習課題7-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

26 PowerPoint 
(2) 

より見やすい、より魅力的なプレ
ゼン資料について考え、作成す
る。 

moodle課題8をダウンロードし回答したのち，
アップロードする。 
復習課題8-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

27 PowerPoint 
(3) 

PowerPoint を使って自己紹介等
をし，ディスカッションを行い理
解を深める。 

第25～26回のおさらい。 
自己紹介をするための準備を行う。 

120 
120 

28 Excel macro 
(1) 

Excel のマクロについて説明す
る。 

moodle課題9をダウンロードし回答したのち，
アップロードする。 
復習課題9-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

29 Excel macro 
(2) 

“新しいマクロの記録”を使っ
てマクロを作成し、ボタンに登録
する。 

moodle 課題 10 をダウンロードし回答したの
ち，アップロードする。 
復習課題10-2を回答し，アップロードする。 

120 
120 

30 総まとめ まとめ 第1～30回までの復習とテスト対策を行う。 120 
240 

【テキスト】 
 「人類史上最強の相棒 コンピュータ」 比嘉 築 山田 猛矢 著 E3Factory 
【参考書・参考資料等】  適宜配布 
【成績評価基準・方法】 
  講義毎に行われる小テスト（30%），試験（50%），レポート&授業態度（ディスカッションでの積極性等）（20%）
で総合的な評価を行う。 



教科番号 1151 授業科目：応用数学（Applied Mathematics）  

開講時期 後期 （ 情報 ）学科（2）年（２）単位   担当者： 斉 培恒 

【授業の到達目標】 

大学で学ぶ情報工学、電子工学、電気工学など分野の応用する為に必要とされる数学の基礎的能力を身につける。 以下の範囲

の授業を行う。 

１． デジタルで使われる数値、複素数 ２．関数と方程式の意味 ３．行列と行列式の計算方法 ４．三角関数 ５．指数対数

関数 ６．章平面図形と式、ベクトル算法  ７．数列と数列の極限、関数の極限  ８．微分計算法とその応用 ９．積

分計算法とその応用 １０．微分方程式と情報電子回路のエネルギー過度現象 

【授業の概要】 

 1年次に学ぶ「情報・電子基礎数理Ⅰ・Ⅱ」に続いて、情報工学、電子工学、電気工学を学ぶために必要とされる数学の、基礎的

な内容及びその応用例を学ぶ。具体的電子回路及び情報処理で扱う数学に特化して講義を行う。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・演習・復習） 時間(分) 

１ ガイダンス イントロダクション、数学は美しい！

数学はツールです！演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

２ コンピュータ

で用いる数と

論理演算、複

素数 

コンピュータ情報処理で使われる 16

進、8進、2進数の理解と相互変換計算

方法、数の種類、複素数の定義と計算。

演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 

６０ 

３ 関数と方程式 関数の種類、定義域と値域、陰関数表

示とﾊﾟﾗﾒｰﾀ表示、逆関数、2次方程式、

分数方程式。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

４ 行列、行列式 行列及び逆行列の計算。行列式及び逆行

列式の性質、展開。そして、情報電子科

学での応用。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

５ 三角関数 三角関数の定義、三角関数の基本公

式、三角関数の性質、主な三角関数値、

三角関数の性質、三角関数の波形と周期

性、逆三角関数、正弦波予言波関数の情

報電子電機分野応用。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

６ 指数関数、対

数関数 

指数法則、指数関数の定義とグラフ、

対数関数の定義とグラフ、自然対数と

常用対数、デシベルの意味、増幅器の

縦続接続など情報電子科学分野での

応用（ｄBの表現）。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

７ １回～６回ま

でのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについて

ディスカッションを行い、理解を深め

る。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッショ

ンの内容をまとめる。 

１２０ 

６０ 

８ 平面図形と

式、ベクトル

算法 

点、距離の二次元座標表示法、ベクト

ルとスカラー、ベクトルの表示、ベク

トルの和と差、演習問題、スカラー積、

ベクトル積。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

９ 数列とその極

限 

等差数列の計算法とその証明、等比数列

の計算法とその証明、数列の極限、最大

値、最小値、極値の計算。無限級数の収

束、発散、振動。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

10 微分計算法 微分の定義、意味、計算法、演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 



11 微分応用 微分の応用、微分電子回路。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

12 積分計算法 積分微分の定義、意味、計算法、演習問

題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

13 積分の応用 微分の応用、R,L,C回路のエネルギー過

度現象、フーリエ変換。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

14 ８回～１３回

までのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについて

ディスカッションを行い、理解を深め

る。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッショ

ンの内容をまとめる。 

１２０ 

 

６０ 

15 微分方程式、

まとめ 

まとめと総括。小テストの実施 期末テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  

電気電子工学のための基礎数学 森武昭、大矢征 著 森北出版株式会社  ¥ 2,100  1996年３月 

【参考書・参考資料等】  

電気・電子の基礎数学 堀桂太郎、佐村敏治、椿本博久 著 東京電機大学出版局 2005年9月 ￥2,600。 

【成績評価基準・方法】 出席率＋宿題レポート提出状況（30%）、小テスト（20%）、試験（50%）で総合的な評

価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1152 授業科目：応用物理（applied physics） 

開講時期 後期 （情報電子システム工）学科（3）年（2）単位 担当者：山田 猛矢  

【授業の到達目標】 

・量子力学の基礎概念について理解する。 

・井戸型ポテンシャル中の粒子の状態を記述できる。 

・量子力学の特徴である「トンネル効果」を理解する。 

・半導体のバンド構造について理解する。 

【授業の概要】 

 現代の科学技術の中でエレクトロニクスの占める割合は非常に大きい。その中で最も重要なものとして半導体が挙げられる。半

導体は電子の振る舞いを巧みに利用したものであり、その振る舞いは量子力学に基づいて記述される。本講義では、半導体を理解

するために必要な量子力学を中心に学び、最後に半導体物性の基礎にふれる。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 光の粒子性 光電効果 

コンプトン効果 

テキスト(P7~16)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

２ プランクの仮説 

ボーアの仮説 

プランク定数 

量子化条件 

テキスト(P17~27)を読みまとめる。 

授業の内容を復習をする。 

110 

120 

３ シュレーディン

ガー方程式 

シュレーディンガー方程式 テキスト(P35~40) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

４ 波と粒子の二重

性 

物質波 

確率解釈 

テキスト(P44~58) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

５ 波動方程式 波動方程式 テキスト(P60~86)を読みまとめる。 

授業の内容を復習をする。 

110 

120 

６ ポテンシャルエ

ネルギー 

代表的なポテンシャルエネル

ギー 

テキスト(P88~110) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

７ １回～６回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめ

についてディスカッションを

行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

180 

120 

８ 井戸型ポテンシ

ャル（1） 

無限に深い井戸型ポテンシャ

ルのモデル 

テキスト(P112~121) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

９ 井戸型ポテンシ

ャル（2） 

位置，運動量の期待値 テキスト(P122~136) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

10 量子論の基本的

性質 

交換関係，規格直交性，シュレディ

ンガー方程式の解の性質 

テキスト(P137~149) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

11 有限の深さのポ

テンシャル 

有限の深さの井戸型ポテンシャル

に閉じ込められた電子 

テキスト(P152~164) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

12 トンネル効果 トンネル効果 テキスト(P182~194) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

13 3 次元シュレーディ

ンガー方程式 

3 次元シュレーディンガー方程

式の解の様子 

テキスト(P196~214) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

14 エネルギーバン

ド 

エネルギーバンドについての

説明 

配布プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

15 7回～14回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説とまとめ

についてディスカッションを

行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

190 

120 

【テキスト】身につくシュレーディンガー方程式 

【参考書・参考資料等】・量子力学（Ⅰ）小出昭一郎 裳華房、 ・量子力学の考え方 長岡洋介 岩波書店、 

 ・物理学スーパーラーニングシリーズ 量子力学 佐川弘幸・清水克多郎 シュプリンガー・ジャパン 

【成績評価基準・方法】 試験（80%）、レポート（20%） 



 

教科番号 
1153 

1171 
授業科目：電磁気学Ⅰ（Electromagnetism Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子システム工）学科（2）年（2）単位 担当者：山田 猛矢  

【授業の到達目標】 

 静電場および電流が引き起こす様々な現象について理解を深める。 

【授業の概要】 

 身の回りには様々な電化製品が満ちあふれている。本講義および後期に開講される電磁気学Ⅱでは、その仕組みを理解する

のに必要な知識の基礎となる電磁気学について学ぶ。特に本講義では静電場および電流が引き起こす様々な現象について学ぶ。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 電荷 物質と電荷，クーロンの法

則，静電誘導 

テキスト(P1~6)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

２ 電界と電位 電界，電気力線，電位 テキスト(P8~19)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

３ ガウスの法則 ガウスの法則 テキスト(P20~29) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

４ 静電界の計算 静電界の計算 テキスト(P30~36) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

５ コンデンサ 導体系，静電遮蔽，静電容量 テキスト(P38~45) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

６ コンデンサの接

続 

コンデンサの接続，静電界に

おけるエネルギーと力 

テキスト(P45~53)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

７ １回～６回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまと

めについてディスカッション

を行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

180 

120 

８ 誘電体 誘電体，比誘電率，分極，誘電

体中のガウスの法則 

テキスト(P55~60) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

９ 誘電体の境界面 誘電体の境界条件，蓄えられ

るエネルギーと力 

テキスト(P61~67) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

10 オームの法則 オームの法則，ジュールの法

則 

テキスト(P70~76) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

11 定常電流界 電源と起電力，定常電流界 テキスト(P75~78)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

12 キルヒホッフの

法則 

キルヒホッフの第一法則，キ

ルヒホッフの第二法則 

配布プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

13 回路網（1） コンデンサーと抵抗を含む回

路 

配布プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

14 回路網（2） 回路の消費電力 配布プリント を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

15 7 回～14 回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまと

めについてディスカッション

を行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

190 

120 

【テキスト】電気磁気学［第2版・新装版］ 安達三郎・大貫繁雄 森北出版株式会社 

【参考書・参考資料等】 

 ・ビジュアルアプローチ 電磁気学  前田和茂・小林俊雄 著  森北出版株式会社， 

 ・理系なら知っておきたい物理の基本ノート「電磁気学編」  為近和彦 著  中経出版 

【成績評価基準・方法】 試験（80%），レポート（20%） 



 

教科番号 
1154 

1172 
授業科目：電磁気学Ⅱ（Electromagnetism Ⅱ） 

開講時期 後期 （情報電子システム工）学科（2）年（2）単位 担当者：山田 猛矢  

【授業の到達目標】 

 静磁場現象、電磁誘導、電磁場について理解を深める。 

【授業の概要】 

 身の回りには様々な電化製品が満ちあふれている。本講義（電磁気学Ⅱ）は、前期に開講された電磁気学Ⅰに引き続き、その

仕組みを理解するのに必要な知識の基礎となる電磁気学について学ぶ。特に本講義では静磁場現象、電磁誘導、電磁場につい

て学ぶ。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 磁界 ローレンツ力，電流による磁界，

磁束密度のガウスの法則 

テキスト(P80~83)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

２ ビオ-サバールの

法則 

ビオ-サバールの法則 テキスト(P83~86)を読みまとめる。 

授業の内容を復習をする。 

110 

120 

３ アンペールの法

則 

アンペールの法則 テキスト(P86~93) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

４ 電磁力 フレミング左手の法則，マク

スウェル応力 

テキスト(P93~96) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

５ 磁性体 磁性体，磁化率，透磁率 テキスト(P99~105) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

６ 磁気回路 磁気回路，強磁性体 テキスト(P105~115)を読みまとめる。 

授業の内容を復習をする。 

110 

120 

７ １回～６回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまと

めについてディスカッション

を行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

180 

120 

８ 電磁誘導 ファラデーの電磁誘導の法則 テキスト(P116~121) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

９ インダクタンス 自己インダクタンス，相互イ

ンダクタンス 

テキスト(P123~132) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

10 インダクタンス

の計算 

インダクタンスの計算 テキスト(P133~138) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

11 変位電流 変位電流 テキスト(P141~143)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

12 マクスウェル方

程式 

マクスウェル方程式 テキスト(P143~144)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

13 電磁波 電磁波 テキスト(P145~152)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

14 ポインティング

ベクトル 

ポインティングベクトル テキスト(P152~153)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

15 7 回～14 回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまと

めについてディスカッション

を行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

190 

120 

【テキスト】電気磁気学［第2版・新装版］ 安達三郎・大貫繁雄 森北出版株式会社 

【参考書・参考資料等】 ・ビジュアルアプローチ 電磁気学  前田和茂・小林俊雄 著  森北出版株式会社， 

                 ・理系なら知っておきたい物理の基本ノート「電磁気学編」  為近和彦 著  中経出版 

【成績評価基準・方法】 試験（80%），レポート（20%） 

 



教科番号 1173 授業科目：応用電磁気学（Advanced Electromagnetism） 

開講時期 前期 （情報電子システム工）学科（3）年（2）単位 担当者：山田 猛矢  

【授業の到達目標】 

 マクスウェル方程式についての理解を深める。 

【授業の概要】 

 本講義では、電気磁気学Ⅰ,Ⅱで学んだ電磁気現象や法則（ガウスの法則、アンペールの法則、電磁誘導の法則）をマクスウェ

ル方程式から導出することにより、マクスウェル方程式の意味することを学ぶ。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 電磁気学の法則 電磁気学に現れる量 テキスト(P1~11)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

２ マクスウェル方

程式（積分形） 

マクスウェル方程式から導か

れる法則 

テキスト(P12~35)を読みまとめる。 

授業の内容を復習をする。 

110 

120 

３ ベクトル場とス

カラー場の微分

と積分 

grad，div，rot，ガウスの定理，

ストークスの定理 

テキスト(P37~54) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

４ マクスウェル方

程式（微分形） 

マクスウェル方程式の微分形 テキスト(P56~68) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

５ 静電気 時間変化がない場合の電磁気

学 

テキスト(P69~83) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

６ 電場と静電ポテ

ンシャルの具体

例 

ガウスの法則から電場を導く，

静電ポテンシャルから電場を

求める 

テキスト(P84~107)を読みまとめる。 

授業の内容を復習をする。 

110 

120 

７ 静電エネルギー 静電エネルギー テキスト(P109~120) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

８ 誘電体 分極，誘電体のマクスウェル方

程式 

テキスト(P122~139) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

９ １回～８回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめ

についてディスカッションを

行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

200 

120 

10 静磁気 マクスウェル方程式から導か

れる法則 

テキスト(P142~163) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

11 磁性体 磁性体のマクスウェル方程式 テキスト(P165~185)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

12 物質中の電磁気

学 

物質中のマクスウェル方程式 テキスト(P187~196)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

13 変動する電磁場 変動する電磁場 テキスト(P198~ 222)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

14 電磁波 波動方程式，電磁波の発生 テキスト(P224~249)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

110 

120 

15 １０回～１４回

までのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめ

についてディスカッションを

行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

170 

120 

【テキスト】マスクウェル方程式から始める 電磁気学 小宮山進・竹川敦 裳華房 

【参考書・参考資料等】 ・電磁気学Ⅰ 長岡洋介 岩波書店  ・電磁気学Ⅱ 長岡洋介 岩波書店 

【成績評価基準・方法】 試験（80%），レポート（20%） 

 

 



教科番号 1253 授業科目：応用電気回路Ⅰ(Advanced Electrical Circuit Ⅰ） 

開講時期 前期 情報電子システム工学科（2）年（２）単位 担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

1. ２端子対回路のY、Z、Fパラメータによる解析法を理解する。 

2. ひずみ波交流をフーリエ級数で表現し、交流回路へ適用する方法を理解する。 

3. 分布定数回路上の電圧、電流の伝搬を解析する方法を理解する。 

【授業の概要】 

 回路理論は電子情報通信工学を学ぶ上での基礎になる。本授業では、２端子対回路での電圧、電流の伝達を行列

で表す方法を述べ、ひずみ波交流をフーリエ級数の成分へ分解して回路に適用する方法を解説した後、伝送線路を

分布定数回路で表現して波の伝搬を解析する 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ ２端子対回路の

あらまし 

線形回路網、２端子対回路。 

課題演習。 

テキスト(P1~4)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ ２端子対回路の

行列表示 

Y, Z, 四端子パラメータ。 

課題演習。 

テキスト(P5~11)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ ２端子対回路の

接続 

直列接続、並列接続、縦続接続。 

課題演習。 

テキスト(P12~14) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ ２端子対回路の

等価回路 

T,π型等価回路、対称格子型回

路、２等分の定理。課題演習。 

テキスト(P15~19) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ ２端子対パラメ

ータの利用 

T型、π型回路。 

課題演習。 

テキスト(P20~26)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ ひずみ波交流 ひずみ波、フーリエ級数。 

課題演習。 

テキスト(P27~32) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ ひずみ波の波形 波形の成分、基本波、高調波。 

課題演習。 

テキスト(P33) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

８ ひずみ波の実効

値 

実効値、平均値。 

課題演習。 

テキスト(P34~38) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ ひずみ波交流回

路の電力 

瞬時電力、平均電力。 

課題演習。 

テキスト(P39~40) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 ひずみ波交流回

路の解析 

インピーダンス、重ね合せの

理、対称波。課題演習。 

テキスト(P41~50) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 分布定数回路 伝送線路方程式、伝搬定数、特

性インピーダンス。課題演習。 

テキスト(P125~129)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 伝送線路上の波

の伝搬 

入射波、反射波、無損失線路、

無ひずみ線路。課題演習。 

テキスト(P130~132) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 線路の境界条件 線路の F行列、半無限長線路、

終端、整合。課題演習。 

テキスト(P133~135) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 反射係数と定在

波 

反射係数、定在波、定在波比。 

課題演習。 

テキスト(P136~140) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括。 

課題演習。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

１２０ 

１２０ 

【テキスト】 入門電気回路（基礎編） 家村道雄、原谷直実、中原正俊、松岡剛志 著 オーム社  

【参考書・参考資料等】電気回路論  平山博、大附辰夫 著  電気学会  

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、試験(80%)で評価を行う。 

 

 

 



教科番号  1254 授業科目：応用電気回路Ⅱ(Advanced Electrical Circuit Ⅰ） 

開講時期 後期 情報電子システム工学科（2）年（２）単位 担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

１．微分方程式によって回路の過渡現象を解析する方法を理解する。 

２．ラプラス変換の諸性質を理解する。 

３．微分方程式のラプラス変換によって回路の過渡現象を解析する方法を理解する。 

【授業の概要】 

 回路理論は電子情報通信工学を学ぶ上での基礎になる。本授業では、電気回路の過渡現象を解析する方法を解

説する。まず、回路の微分方程式を立てて解を求める方法を解説し、次にラプラス変換を説明した後に、ラプラ

ス変換を用いて解を求める方法を解説する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 過渡現象 過渡現象、微分方程式、一般

解。 

課題演習。 

テキスト(P51~53)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ RL 直列回路の過

渡現象 

RL直列回路、初期値、時定数

T=L/R。課題演習。 

テキスト(P54~57)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ RC 直列回路の過

渡現象(1) 

RC 直列回路、初期値、時定数

T=RC。課題演習。 

テキスト(P58~59) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ RC 直列回路の過

渡現象(2) 

静電エネルギー、充電、放電。 

課題演習。 

テキスト(P60~64) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ LC 直列回路の過

渡現象 

振動周波数、電磁エネルギー、

充電、放電｡課題演習。 

テキスト(P65~68)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ RLC 直列回路の

過渡現象(1) 

特性方程式、過制動。 

課題演習。 

テキスト(P69~73) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ RLC 直列回路の

過渡現象(2) 

臨界制動、減衰振動。 

課題演習。 

テキスト(P74~79) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

８ RC 直列回路の交

流応答 

過渡項、振動項。 

課題演習。 

テキスト(P80~86) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ ラプラス変換(1) ﾗﾌﾟﾗｽ変換の定義、各種関数の

ﾗﾌﾟﾗｽ変換。課題演習。 

テキスト(P87~92) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 ラプラス変換(2) 導関数、積分関数のﾗﾌﾟﾗｽ変

換、初期値､最終値定理｡課題

演習。 

テキスト(P93~94) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 ラプラス変換(3) 部分分数展開、ﾗﾌﾟﾗｽ逆変換。 

問題演習。 

テキスト(P95~97)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 回路の過渡現象

の解法(1) 

RL直列回路、RC 直列回路｡ 

課題演習。 

テキスト(P98~102) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 回路の過渡現象

の解法(2) 

RLC 複合回路｡ 

課題演習。 

テキスト(P103~104) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 回路の過渡現象

の解法(3) 

RLC 直列回路｡ 

課題演習。 

テキスト(P105~108) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括。 

課題演習。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

１２０ 

１２０ 

【テキスト】 入門電気回路（基礎編） 家村道雄、原谷直実、中原正俊、松岡剛志 著 オーム社  

【参考書・参考資料等】電気回路論  平山博、大附辰夫 著  電気学会  

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、試験(80%)で評価を行う。 

 



 

教科番号 1257 授業科目：応用電子回路Ⅰ （ Applied Electronic Circuit I  ） 

開講時期 前期 （情報電子システム）工学科(2)年(2)単位  担当者：永石 初弘 

【授業の到達目標】 

電子回路は、半導体素子の線形動作（増幅）を利用したアナログ回路と、非線形動作（スイッチング）を利用

したディジタル回路に分類される。応用電子回路Ⅰでは、ダイオード、バイポーラトランジスタ、MOSトラン

ジスタの構造と性質について学習した上で、3種類の半導体素子を用いたアナログ回路とディジタル回路の違

いについて理解させることを目標とする。 

【授業の概要】 

アナログ回路とディジタル回路に用いるイオード、バイポーラトランジスタ、MOSトランジスタの構造と性質

について理解した上で、それらを用いた具体的な回路について学習する。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習、復習） 時間 

1 半導体素子 半導体の電気化学特性 

（真性・p形・n形半導体） 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

2 ダイオード pn接合 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

3 トランジスタ pnp接合、npn接合、MOS 

（PMOS、NMOS、CMOS） 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

4 電子回路の基礎 アナログ回路と 

ディジタル回路 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

5 バイポーラトラン

ジスタ   ① 

構造と動作原理、静特性、ﾍﾞｰｽ・

ｴﾐｯﾀ・ｺﾚｸﾀ接地回路 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

6 ② 等価回路 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

7 ③ スイッチング動作、 

デジタル回路 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

8 CMOS 

トランジスタ① 

構造と動作原理、静特性、ｹﾞｰﾄ・

ｿｰｽ・ﾄﾞﾚｲﾝ接地回路 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

9 ② 等価回路 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

10  ③ スイッチング動作、 

デジタル回路 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

11 MOSのスイッチン

グ速度の環境依存 

調査結果を考察・ディスカッ

ションする事で理解を深め

る。 

事前調査と、そのまとめ。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

12 集積回路の構造と

特徴 

バイポーラIC、CMOS-IC 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

13 大規模集積回路         

① 

LSIピン、LSI応用例 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

14 ② LSIの電気的特性規格 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

15 1回～14回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説につい

てディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

【テキスト】 

 ― 

【参考書・参考資料等】 

松波弘之：半導体工学、昭晃堂 

【成績評価基準・方法】 

  受講態度（15％）、レポート（15％）、定期試験（70%）で総合的な評価を行なう。  



 

 

 

教科番号 1258 授業科目：応用電子回路Ⅱ （Applied Electronic Circuit II） 

開講時期 後期 （情報電子システム）工学科(2)年(2)単位  担当者：永石 初弘 

【授業の到達目標】 

オペアンプの種類と特性を理解し、増幅度、利得、入出力インピーダンス、周波数特性などの計算ができるよ

うなる。その上で、フィルタ回路とフィードバック回路の原理と特性も合わせて理解することを目標とする。 

【授業の概要】 

アナログ集積回路として広く用いられているオペアンプの信号増幅について学習する。その上で、オペアンプ

の様々な回路構成とその動作について学ぶ。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習、復習） 時間 

1 増幅回路の基礎      

① 

信号の増幅、分類、直流増幅と

交流増幅 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

2 ② 増幅度と利得、多段増幅回路 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

3 ③ 入出力インピーダンス、周波数

特性 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

4 基本オペアンプ          

① 

理想オペアンプ 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

5 ② オペアンプの構成、ユニディゲ

イン・バッファ 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

6 ③ 反転増幅、非反転増幅 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

7 オペアンプ 

応用回路  ① 

電流電圧コンバータ、加減算回

路、差動増幅 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

8 ② 微分回路、積分回路、対数変換・

逆対数変換回路 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

9 ③ Ａ/Ｄコンバータ、Ｄ/Ａ 

コンバータ 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

10 OPアンプの他の応

用例調査 

調査結果に元に、ディスカッ

ションを行いOPアンプの有用

性の理解を深める。 

事前調査と、そのまとめ。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

11 フィルタ回路 

  ① 

フィルタの分類、ローパスフィ

ルタ 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

12 ② ハイパスフィルタ 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

13 フィードバック回

路    ① 

ブロックダイアグラム、オペア

ンプと帰還回路 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

14 ② 周波数特性、フィードバックの

効果 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

15 1回～14回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説につい

てディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

【テキスト】 

― 

【参考書・参考資料等】 

伊東規之：オペアンプ設計の基礎、日本理工出版会 

【成績評価基準・方法】 

  受講態度（15％）、レポート（15％）、定期試験（70%）で総合的な評価を行なう。  



教科番号 1259 授業科目：デジタル回路Ⅰ （英名：Digital CircuitⅠ） 

開講時期 前期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（３）年（２）単位  担当者：岡村 雅一 

【授業の到達目標】 

 コンピュータシステムで使用される、ディジタル回路の基礎を学ぶ。ディジタル電子回路、ブール代数、ディジタル IC の

基礎を学び、組み合わせ論理を使用した回路について理解する事を到達目標とする。 

【授業の概要】 

アナログ信号とディジタル信号の違い、基数変換、２進数の計算。ブール代数の基本と標準展開、簡単化。 

ディジタルICの種類と基本特性、組み合わせ回路を使用した複合論理ゲートを学ぶ。事前にコンピュータ工学の基礎知識を

復習しておく事が必要である。 

また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。（下線で示す） 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ ディジタル電子回

路の基礎 

アナログ信号、ディジタル信号、トランジスタのス

イッチング作用 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

２ 数体系と符号化 2進数と10進数、8進数と16進数 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

３  2進数の四則演算、2進数の負数表現 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

４  2進符号 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

５  演習問題を解き、結果を発表する。 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

６ 基本論理回路と論

理代数 

基本論理回路と論理記号、正論理と負論理 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

７  論理代数、論理式の標準展開 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

８  論理式の簡単化 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

９  演習問題を解き、結果を発表する。 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

10 ディジタル IC の種

類と動作特性 

ディジタル ICの種類、TTL IC、CMOS 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

11  電気的特性、TTL と CMOS の接続、特殊な入出力

回路 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

12 複合論理ゲート エンコーダ 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

13  デコーダ 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

14  ７セグメントデコーダと表示回路、マルチプレク

サ、デマルチプレクサ 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

15 まとめ 演習問題を解き、結果を発表する。 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

【テキスト】 

「ディジタル電子回路」 大類重範 日本理工出版会 

【分かりやすい授業を進めるためのポイント】 

(1)授業の最後に纏めの小テストを実施 (2)教科書を分かりやすく纏めたノートの作成 

【【成績評価基準・方法】 

 期末試験により総合的な評価を行う（100%）。総合得点が60点以上を合格とする。 

       

 

 

 



教科番号 1260 授業科目：デジタル回路Ⅱ （英名：Digital CircuitⅡ） 

開講時期    後期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（３）年（２）単位  担当者：岡村 雅一 

【授業の到達目標】 

 コンピュータシステムで使用される、ディジタル回路の基礎を学ぶ。演算回路、フリップフロップ、カウンタ、シフトレジ

スタを学び、ICメモリ、D/A変換器、A/D変換器について理解する事を到達目標とする。 

【授業の概要】 

 四則演算回路、各種フリップフロップ、カウンタ、シフトレジスタの動作について学ぶ。コンピュータ内蔵回路例として、

ICメモリ、D/A変換器、A/D変換器の動作原理を理解する。事前にコンピュータ工学の基礎知識を復習しておく事が必要であ

る。 

また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。（下線で示す） 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 演算回路 加算回路 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

２  減算回路、加減算回路 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

３  乗算回路、除算回路 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

４ フリップフロップ RSフリップフロップ 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

５  DラッチとD-FF 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

６  JK-FF、T-FF 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

７ カウンタ 非同期式カウンタ 

教科書の演習問題を解き、結果を発表 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

８  同期式カウンタ 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

９  カウンタ IC 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

10 シフトレジスタ シフトレジスタの基本回路、可逆シフトレジスタ 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

11  シフトレジスタ用 IC、シフトカウンタ 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

12 ICメモリ ICメモリの種類と記憶容量、RAM 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

13  ROM 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

14 D/A変換・A/D変換

回路 

OPアンプの基本応用回路、D/A変換器 資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

15  A/D変換器 

教科書の演習問題を解き、結果を発表 

資料を読みまとめる。 

授業の復習。 

６０ 

３０ 

【テキスト】 

「ディジタル電子回路」 大類重範 日本理工出版会 

【分かりやすい授業を進めるためのポイント】 

(1)授業の最後に纏めの小テストを実施 (2)教科書を分かりやすく纏めたノートの作成 

【【成績評価基準・方法】 

 期末試験により総合的な評価を行う（100%）。総合得点が60点以上を合格とする。 

 

 

 



教科番号 1261 授業科目：情報・制御システム設計基礎（Basic Information/Control System Design）  

開講時期 後期 （ 情報 ）学科（3）年（２）単位   担当者： 斉 培恒 

【授業の到達目標】 

大学で学ぶ情報工学、制御システム工学、電気工学など分野で回路設計する為に必要とされるハードウエア記述言語Verilog-HDLの基礎を身

につける。 以下の範囲の授業を行う。 

１． ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路の入門 ２．ハードウエア設計の基本制約 ３．RTL記述入門 ４．RTL設計手法 ５．RTL検証手法 ６．半導体業界を知

る 

【授業の概要】 

 情報工学、電子工学、電気工学の専門知識をベースに、受講生はご自身で様々なアプリ向けの回路を設計、検証、実物動作確認、評価を行う。

ハードウエア設計者レベルを達成する。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・演習・復習） 時間(分) 

１ ガイダンス ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路のイントロダクション、演習問

題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

２ ハードウエア設

計の仕様設計 

簡単な回路から、大型SoCまで開発するため

の回路仕様の構成、仕様書の書き方、定義、

性能などの注意点について説明。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 

６０ 

３ ハードウエア設

計の基本制約１ 

命名規則、同期設計、クロック、リセット

関数の種類、定義域と値域、陰関数表示と

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ表示、逆関数、2次方程式、分数方

程式。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

４ ハードウエア設

計の基本制約２ 

非同期対策、階層設計、ソフト/ハード協調設

計。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

５ RTL記述テクニッ

ク１ 

FF 回路、Case文、if 文、always 文、for

文、バッファー回路。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

６ RTL記述テクニッ

ク２ 

ステートマシンとデータパイプラインの

構造。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

７ １回～６回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについてディ

スカッションを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッションの

内容をまとめる。 

１２０ 

６０ 

８ RTL設計手法１ 機能ライブラリ作成、使用方法。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

９ RTL設計手法２ 回路高速化スキールー、低商品電力化テクニ

ック。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

10 RTL設計手法３ テスト容易化設計（DFT）。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

11 RTL検証１ テストベンチ記述。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

12 RTL検証２ ゲートレベルシミュレーション、タイミング

解析。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

13 半導体回路と 半導体デバイスの設計工程全般、FPGAの活用 予習結果を確認。 ３０ 



FPGA 方法。演習問題。 10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 

14 ８回～１３回ま

でのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについてディ

スカッションを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッションの

内容をまとめる。 

１２０ 

 

６０ 

15 半導体で実現す

るSoCの展望、ま

とめ 

まとめと総括。小テストの実施 期末テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  

HDL独習ソフトで学ぶCQ Endeavor Verilog HDL  3,888円(税込) 

【参考書・参考資料等】  

RTL 設計スタイルガイド Verilog HDL編 第2版 STARC 無料 

【成績評価基準・方法】 出席率＋宿題レポート提出状況（30%）、小テスト（20%）、試験（50%）で総合的な評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1852 授業科目： 電子工学実験Ⅱ（Electronic Engineering Experiment II） 

開講時期 通年 
（情報電子システム工）学科（３）年（２）単位  主担当：内村俊二 

          担当教員：斉 培恒、岡村雅一、山田猛矢 

【授業の到達目標】 

 電子素子（トランジスタ、FET等）特性試験、電子回路（オペアンプ回路、デジタル回路、増幅回路、発振回路、パルス回路

等）、および電子計測（スペクトラム・アナライザ、オシロスコープ、周波数カウンタ、各種計測器）等 電子工学に必要な実

験を行い、将来これらの電子回路を活用あるいは応用するための基礎の習得ならびに電子機器設計に必要な知識を理解する。 

【授業の概要】 

実験の意義は、授業で習ったことを実際の回路で確認することにより理解を深めることにある。実験で観察した現象が起き

る理由について理論的に考察することで、さらに理解が深まり応用力が身に付く。そのために、「何故そのような現象が起き

るのか？」という問題意識を常に持つ習慣を養う。あわせて、実験で観測したこと及び実験結果について考察したことを第3者

に分かりやすく報告するコミュニケーション力も養う。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 微分回路・積分回路の研究 微分・積分回路の出力波形の観測と理論値と

の比較 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

２ 波形操作の研究 ダイオード素子を主体とする回路の波形観測

と理論的考察 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

３ 無安定マルチバイブレータ

の研究 

波形観測と動作原理の理解。抵抗、コンデンサ

の値と周波数の関係 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

４ 単安定マルチバイブレータ

の研究 

回路の動作原理の理解。抵抗、コンデンサの値

と安定時間の関係 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

５ 双安定マルチバイブレータ

の研究 

回路各部の電圧確認及びトリガパルスとの関

係。 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

６ シュミットトリガ回路の研

究 

動作原理の理解と動作確認、ヒステリシス特

性の確認。 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

７ 低周波増幅回路の研究 増幅器の入出力特性、周波数特性測 目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

８ 低周波電力増幅回路の研究 A級シングル、B級プッシュプル電力増幅器の

入出力特性、周波数特性測定、波形観測 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

９ 水晶発振回路の研究 動作原理及び調整方法 目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

10 低電圧電源回路の研究 動作原理理解、リップル含有率、電圧変動率の

測定 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

11 オペアンプによる反転増幅

回路の研究 

反転増幅回路の入出力特性試験、周波数特性

と増幅率の関係を確認する。 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

12 オペアンプによる非反転増

幅回路の研究 

非反転増幅回路の入出力特性試験、周波数特

性と増幅率の関係を確認する。 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

13 オペアンプによるフィルタ

及びコンパレータの研究 

オペアンプによる低域、高域フィルタ、コンパ

レータ回路の特性試験及び周波数特性試験 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

14 デジタル回路の研究 AND、OR、NOT、NAND、NOR、及び組み合

わせ回路の波形観測 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

15 太陽電池の研究 シリコン太陽電池の照度特性及び照射角度特

性 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

16 スペクトラム・アナライザに

よる歪波形の研究 

各種波形、音及びノイズ等の周波数スペクト

ラム成分分析及び波形観測 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

17 メモリ回路の研究 デジタルメモリ回路の基本的動作原理確認 目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

18 マイクロコンピュータによ

る制御実験 

デジタル回路、メモリ回路を応用した各種イ

ンタフェースの制御実験 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

19 マイクロコンピュータによ

る制御実験 

デジタル回路、メモリ回路を応用した各種イ

ンタフェースの制御実験 

目的、原理、使用機器、実験方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

20 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子回路設計についての基本理論の概論 電子部品の種類と表示、端子の極性 

講義のまとめ 

６０ 

６０ 

21 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子回路設計についての基本理論の概論 回路の設計 

講義のまとめ 

６０ 

６０ 

22 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子回路設計についての基本理論の概論 電源ライン、ノイズ対策 

講義のまとめ 

６０ 

６０ 

23 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子応用回路の設計 回路の選択、回路の設計 

ブレッドボード上の部品配置と配線

パターン 

６０ 

６０ 



24 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子応用回路の試作 ブレッドボード上の部品配置と配線

パターン 

配線パターンのまとめ 

６０ 

６０ 

25 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子応用回路の実験 実験項目と方法、課題 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

26 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子応用回路の設計 基板上の部品配置と配線パターン 

部品配置と配線パターンのまとめ 

６０ 

６０ 

27 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子応用回路の製作 基板上の部品配置と配線パターン 

配線パターンのまとめ 

６０ 

６０ 

28 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子応用回路の試験 試験項目と方法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

29 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子応用回路の調整、波形観測 課題と解決法 

データまとめ、考察、課題 

６０ 

６０ 

30 電子回路の設計、製作、波形

観測 

電子応用回路設計の報告書作成 資料整理 

報告書まとめ 

６０ 

６０ 

【テキスト】 電子工学実験Ⅱ  第一工業大学 情報電子システム工学科 編 

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。 

【成績評価基準・方法】 実験報告書（８０％）、受講態度（２０％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1351 授業科目：電子材料Ⅰ（Electronic Materials I） 

開講時期 前期 （情報電子システム工）学科（３）年（２）単位  担当者：内村 俊二 

【授業の到達目標】 

 各種電子部品に用いられている導電材料と抵抗材料、半導体材料、誘電体材料の物性、およびその根底にある基本原理を理解す

る。 

【授業の概要】 

近年の電子機器の発展には目を見張るものがある。これら機器（システムを含む）の高性能化の背景には、これを構成する電子

部品及び構成材料の高機能化がある。本講義では、電気部品・電子部品に用いられる各種材料の物性とその根拠となっている基本

原理から応用まで詳細に講義する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 材料科学の基礎(1) 原子内の電子配列、閉殻構造 テキスト(pp.1~4)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

２ 材料科学の基礎(2) 原子間の結合 テキスト(pp.5~9)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

３ 導電材料と抵抗材

料(1) 

導電性、金属の導電・抵抗現象 テキスト(pp.10~15)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

４ 導電材料と抵抗材

料(2) 

導電材料 テキスト(pp.16~18)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

５ 導電材料と抵抗材

料(3) 

抵抗材料 テキスト(pp.19~21)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

６ １回～５回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説とまとめ

についてディスカッションを

行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

７ 半導体材料(1) 半導体の特徴、エネルギーバンド構

造 

テキスト(pp.22~24)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

８ 半導体材料(2) 真性半導体 テキスト(pp.25~27)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

９ 半導体材料(3) 不純物半導体 テキスト(pp.28~31)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

10 半導体材料(4) 半導体材料作成法 テキスト(pp.32~36)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

11 半導体材料(5) 半導体開発の歴史についてディス

カッション 

半導体開発の歴史のレポート作成 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

12 誘電体材料(1) 誘電分極 テキスト(pp.37~41)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

13 誘電体材料(2) 誘電体の電気的特性 テキスト(pp.42~47)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

14 誘電体材料(3) 誘電体の応用 テキスト(pp.48~51)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

15 まとめ 学修のまとめ これまでの学修内容をまとめる。 

学修内容を確認する。 

６０ 

６０ 

【テキスト】 電気・電子材料 中澤達夫・藤原勝幸・押田京一・服部忍・森山実共著 コロナ社 

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。 

【成績評価基準・方法】 定期試験（７０％）、、授業内小テスト（３０％） 

 

 



教科番号 1352 授業科目：電子材料Ⅱ（Electronic Materials II） 

開講時期 後期 （情報電子システム工）学科（３）年（２）単位  担当者：内村 俊二 

【授業の到達目標】 

 各種電子部品に用いられている、磁性材料、超伝導材料、光電子材料の物性、およびその根底にある基本原理を理解する。 

【授業の概要】 

近年の電子機器の発展には目を見張るものがある。これら機器（システムを含む）の高性能化の背景には、これを構成する電

子部品及び構成材料の高機能化がある。本講義では、電気部品・電子部品に用いられる各種材料の物性とその根拠となっている

基本原理から応用まで詳細に講義する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 磁性材料(1) 磁気モーメント テキスト(pp.52~55)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

２ 磁性材料(2) 磁性の種類 テキスト(pp.56~61)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

３ 磁性材料(3) 強磁性体の磁化機構 テキスト(pp.62~68)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

４ 磁性材料(4) 各種磁性材料 テキスト(pp.69~76)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

５ 超伝導材料(1) 超伝導材料の基本的性質 テキスト(pp.77~82)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

６ 超伝導材料(2) 超伝導材料 テキスト(pp.83~87)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

７ 超伝導材料(3) 超伝導材料の応用 テキスト(pp.88~91)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

８ １回～５回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説とまとめ

についてディスカッションを

行い理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

９ 光電子材料(1) オプトエレクトロニクス基礎、光

の波動性 

テキスト(pp.92~95)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

10 光電子材料(2) 光の粒子性、光と物質の相互作用 テキスト(pp.96~98)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

11 光電子材料(3) 発光デバイス材料（レーザ、発光ダ

イオード） 

テキスト(pp.99~103)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

12 光電子材料(4) 受光デバイス材料（光導電、ホトダ

イオード） 

テキスト(pp.104~108)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

13 光電子材料(5) 光ファイバ材料、光ディスク材料 テキスト(pp.109~113)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

14 光電子材料(6) 光ディスク開発の歴史 光ディスク開発の歴史のレポート作

成 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

 

６０ 

15 まとめ 学修のまとめ これまでの学修内容をまとめる。 

学修内容を確認する。 

６０ 

６０ 

【テキスト】 電気・電子材料 中澤達夫・藤原勝幸・押田京一・服部忍・森山実共著 コロナ社 

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。 

【成績評価基準・方法】 定期試験（７０％）、授業内小テスト（３０％） 

 

 

 



 

 

教科番号 1353 授業科目：電子デバイス工学Ⅰ （ Electron Device Engineering I ） 

開講時期 前期 （情報電子システム）工学科(3)年(2)単位  担当者：永石 初弘 

【授業の到達目標】 

様々な電子機器は、その機能を支えている電子デバイスの性能や信頼性に負う所が大きい。電子デバイスを構

成する半導体の基本的な性質を学んだ上で、半導体を用いた機能素子であるダイオード、トランジスタ、集積

回路等の電子デバイスについて理解することを目標とする。 

【授業の概要】電子デバイスの構成要素である半導体の種類・結晶構造・電子の移動、及びpn接合における電

圧-電流特性を学ぶ。次に、半導体の特性を利用して製造される接合形トランジスタや電界効果形トランジスタ

の構造と動作原理、それぞれの素子の電圧-電流特性について学習する。両者を理解した上で、ダイオード・ト

ランジスタ・抵抗・コンデンサ等、多くの回路素子を１つの基板上に組み込んで集積したICやLSI技術も併せ

て学習する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習、復習） 時間 

1 半導体   ① 半導体の結晶構造、真性・p形・

n形半導体、エネルギーバンド 

テキスト（P1～P8）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

2 ② 半導体中のキャリア分布 テキスト（P9～P17）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

3 ③ 半導体の電気伝導 テキスト（P17～P23）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

4 pn接合   ① 拡散電位、空乏層、pn接合にお

ける電圧－電流特性 

テキスト（P25～P30）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

5 ② 接合容量 テキスト（P31～P34）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

6 ③ 降伏現象（ツェナー降伏、なだ

れ降伏） 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

7 pn接合の電流電圧

特性を活かした応

用例調査 

調査結果に元にディスカッシ

ョンし、ダイオードの有用性

の理解を深める。 

事前調査と、そのまとめ。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

8 接合形トランジス

タ     ① 

npn型とpnp型トランジスタの

構造と動作原理 

テキスト（P53～P56）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

9 ② 増幅機構、静特性 テキスト（P57～P61）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

10 FET        ① MOS構造、 

MOSFETの構造と増幅作用 

テキスト（P63～P67）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

11 ② MOSFETの電流・電圧特性 

MOSFETの種類 

テキスト（P67～P69）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

12 ③ 接合型FET テキスト（P70～P72）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

13 ④ パワーMOSFET 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

14 集積回路   集積回路の分類と、様々なIC テキスト（P73～P83）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

15 1回～14回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説につい

てディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

【テキスト】宮尾亘：電子デバイス工学、日本理工出版会 

【参考書・参考資料等】梅野正義編著：電子デバイス、オーム社 

【成績評価基準・方法】 

  受講態度（15％）、レポート（15％）、定期試験（70%）で総合的な評価を行なう。  



 

教科番号 1354 授業科目：電子デバイス工学Ⅱ （ Electron Device Engineering II ） 

開講時期 後期 （情報電子システム工）学科（３）年（２）単位  担当者：永石 初弘 

【授業の到達目標】 

電子デバイス工学Ⅰでは半導体素子の物性を中心に学習したので、電子デバイス工学Ⅱでは、その素子を用い

た応用と実用面の理解を目標とする。 

【授業の概要】 

電子デバイス工学Ⅱでは、電子デバイス工学Ⅰで学んだ半導体素子を用いた応用回路について学習する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習、復習） 時間 

1 光センサ  ① 光の性質、光電効果、 

光センサの種類 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

2 ② 光電子変換管、  

CdS光導電セル 

テキスト（P88～P94）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

3 ③ フォトダイオード、 

太陽電池 

テキスト（P94～P100）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

4 ④ フォトトランジスタ、 

カラーセンサ 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

5 ⑤ イメージセンサ 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

6 エネルギー課題 現在のエネルギー事情の課題

と対策についての調査を元

に、ディスカッションにより

理解を深める。 

事前調査と、そのまとめ。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

7 感温半導体 

（サーミスタ） 

温度対抵抗特性 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

8 熱電変換素子① 赤外線、黒体の放射、赤外線セ

ンサ 

テキスト（P105～P117）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

9 ② ペルチェ素子 事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

10 表示デバイス① CRT テキスト（P119～P120）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

11 ② 液晶ディスプレイ テキスト（P121～P124）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

12 ③ プラズマディスプレイ テキスト（P124～P126）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

13 ④ 発光ダイオード テキスト（P100～P102）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

14 ④ 蛍光表示管 テキスト（P128～P130）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

15 1回～14回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説につい

てディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

【テキスト】 

宮尾亘：電子デバイス工学、日本理工出版会 

【参考書・参考資料等】 

梅野正義編著：電子デバイス、オーム社 

【成績評価基準・方法】 

  受講態度（15％）、レポート（15％）、定期試験（70%）で総合的な評価を行なう。  



 

 

教科番号 0716 授業科目：電子計測Ⅰ （Electronic measurement Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子／機械システム）工学科(3)年(2)単位  担当者：永石 初弘 

【授業の到達目標】 

計測器とコンピュータが一体化した電子計測器が普及したことにより、対象の測定とデータ処理が自動化され

て簡単に結果が得られる。しかし、得られた測定結果が正規分布して、信頼限界の範囲内に存在することを測

定者が評価できなければ、測定値に信頼性が得られない。そこで、対象の測定に適切な計測器を選択し、得ら

れた測定値を正規分布に基づいて統計的に評価する能力を養うことを目標とする。 

【授業の概要】 

電子計測Ⅰでは、測定機器の原理、単位および測定誤差に基づくデータ処理について学ぶ。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習、復習） 時間 

1 電子計測の基礎  電気回路の復習、 

計測の意義、計測の目的、 

テキスト（P1～P2）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

2 測定法の種類 直接測定、間接測定、 

偏位法、置換法、零位法 

テキスト（P3～P5）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

3 誤差    ① 誤差の定義、誤差の種類 テキスト（P5～P8）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

4       ② 統計処理 テキスト（P8～P9）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

5       ③ 測定精度、 

測定器の感度と分解能 

テキスト（P10～P12）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

6       ④ 近似計算、誤差伝播の法則 テキスト（P12～P15）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

7       ⑤ 有効数字、測定の不確かさ回帰

分析（最小二乗法） 

テキスト（P16～P17）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

8 振り子の周期 

測定実験 

実験結果について、ディスカ

ッションを行い、理解を深め

る。 

実験データの事前収集とまとめ。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

9 単位と標準 ① 単位と標準、メートル条約、SI、

単位の書き方 

テキスト（P18～P22）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

10       ② 電気単位の組立 テキスト（P23～P26）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

11       ③ 電気単位標準の決定法 テキスト（P26～P30）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

12 電流・電圧測定 可動コイル計器、電流計、電圧

計 

テキスト（P40～P54）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

13 抵抗の測定 抵抗器、抵抗の測定 テキスト（P74～P85）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

14 抵抗の測定 低抵抗の測定、高抵抗の 

測定 

テキスト（P86～P95）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

15 1回～14回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説につい

てディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

【テキスト】 

菅野允：電子情報通信学会編 改定 電磁気計測、コロナ社 

【参考書・参考資料等】 

 中根央、渡辺直隆、山崎貞郎：わかる電子計測、日新出版 

 鷲尾泰俊：実験計画法入門、日本規格協会 

【成績評価基準・方法】 

  受講態度（15％）、レポート（15％）、定期試験（70%）で総合的な評価を行なう。  

http://www.coronasha.co.jp/np/result.html?writer_id=603


 

 

 

教科番号 0717 授業科目：電子計測Ⅱ （Electronic measurement Ⅱ ） 

開講時期 後期 （情報電子／機械システム）工学科(3)年(2)単位 担当者：永石 初弘 

【授業の到達目標】 

様々な電子計測器の仕組みを理解し、活用できるようになることを目標とする。 

【授業の概要】 

電子計測Ⅰで計測の基礎を学んだので、電子計測Ⅱでは、その応用として実際の計測について理解を深める。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習、復習） 時間 

1 計測器と 

コネクタ 

プラグとジャック、BNC、終端抵

抗、同軸ケーブル 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

2 インピーダンスの

測定    ① 

インピーダンス、交流用抵抗

器、コイル、コンデンサ 

テキスト（P100～P112）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

3 ② 三端子構成と四端子構成、交流

ブリッジ 

テキスト（P112～P119）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

4 ③ Qメータ、標準誘導器、 

標準コンデンサ 

テキスト（P120～P124）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

5 周波数・時間 

の測定 

周波数標準、周波数の測定、時

間の測定 

テキスト（P137～P141）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

6 波形・位相・ 

スペクトル  ① 

波形の測定 テキスト（P142～P150）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

7 ② 位相測定、スペクトル測定 テキスト（P150～P158）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

8 計測用増幅器 負帰還増幅器、OPアンプ、デシ

ベル表示 

テキスト（P173～P180）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

9 電子電圧・ 

電流計 

アナログ電子電圧・電流計、デ

ジタル電圧計 

テキスト（P182～P190）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

10 市販のLCRメータ

解析 

市販LCRメータの構造・動作

について、ディスカッション

により理解を深める。 

事前調査と、そのまとめ。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

11 磁気測定  ① 磁界の測定 テキスト（P161～P167）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

12             ② 磁性材料の磁化曲線の 

測定、鉄損の測定 

テキスト（P167～P172）の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

13 温度計測  ① 熱電対、サーミスタ、 

温度補償 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

14 ② 3 端子式測温抵抗体の測定回

路、サーミスタによる温度検出

回路 

事前配布資料の予習 

授業内容の復習、レポート取組み 

30分 

60分 

15 1回～14回までの

まとめ 

演習問題の解答・解説につい

てディスカッションを行い、

理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

120分 

60分 

【テキスト】 

菅野允：電子情報通信学会編 改定 電磁気計測、コロナ社 

【参考書・参考資料等】 

 中根央、渡辺直隆、山崎貞郎：わかる電子計測、日新出版 

【成績評価基準・方法】 

  受講態度（15％）、レポート（15％）、定期試験（70%）で総合的な評価を行なう。  

http://www.coronasha.co.jp/np/result.html?writer_id=603


教科番号 1451 授業科目：高周波計測Ⅰ（Measurement of Radio FrequencyⅠ） 

開催時期 前期 （ 情報電子システム工 ）学科（4）年（2）単位 担当者：若井一顕 

【授業の到達目標】直流、商用周波数の測定と高周波測定との違いを理解する。高周波における電子素子の振る舞いを知る。電

圧・電流、電力の測定方法をはじめアナログ型測定器の基本原理からデジタル型測定器の原理と応用を理解する。 

【授業の概要】高周波技術の進歩は著しく、それに必要な計測技術も格段の進歩を遂げている。講義では高周波回路に必要な基

礎知識と高周波計測について解説する。基礎知識としては高周波の性質、高周波における電子部品の特性変化、分布定数回路を

学習する。また、高周波計測に関する知識としてパワーメータ、スペクトラムアナライザ、ネットワークアナライザの原理及び

その測定法について学習する。  

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習復習） 時間（分） 

１ 高周波伝送の基礎理論 電磁波について 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 高周波の性質 誘電率と透磁率、電波の速度、高

周波と表皮深度 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ 高周波における電子部品の特性

変化(1) 

パルスの周波数スペクトラム、抵

抗の高周波特性 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 高周波における電子部品の特性

変化(2) 

高周波素子の特性、コンデンサの

高周波特性 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 集中定数回路と分布定数回路(1) 集中定数回路と分布定数回路、伝

搬定数 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 集中定数回路と分布定数回路(2) 伝搬定数と特性インピーダンス、

フィルタ特性 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ インピーダンスマッチング インピーダンスマッチングの条

件、スミスチャート 

授業前半総括、課題の検討と発

表、ディスカッション 

９０ 

８ マッチングとベクトル解析手法 インピーダンスの図式整合手法

の解説（若井式） 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ トレーサビリティと高周計測の

標準 

トレーサビリティ、周波数標準、

高周波電力測定 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 変調の特徴と理解 ＡＭ，ＦＭ，ＯＦＤＭ信号の特徴

を理解する 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 高周波測定器(1) 高周波パワーメータ、 

周波数カウンタ 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 高周波測定器(2) オシロスコープ、スペクトラムア

ナライザ 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 高周波測定器(3) 周波数シンセサイザ、ネット 

ワークアナライザ 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 高周波計測の実例 衛星からの通信電波の測定、 授業の全体総括とグループディ

スカッション。 

９０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

【テキスト】「高周波計測」 森屋淑昌・関和夫共著 （東京電機大学出版局） 

【参考書・参考資料等】電波工学：長谷部望（コロナ社）、電磁波計測：岩崎俊（コロナ社）、センシング工学：井口征士（オーム

社）、ノイズ入門：広田修（森北出版）．スミスチャートのみかた読み方：高島貢（REALIZE INC）．絵ときでわかる無線技術：高

橋寛（オーム社）、高周波測定：山本博（コロナ社：絶版）．わかりやすいOFDM技術：伊丹誠（オーム社）．  

【成績評価基準・方法】受講態度(20%)、レポート、小テスト(20%)、最終評価試験(60%)を行い、総合的な評価を行う。 

 

 

 

 

 



教科番号 1452 授業科目：高周波計測Ⅱ（Measurement of Radio Frequency Ⅱ） 

開催時期 後期 （ 情報電子システム工 ）学科（4）年（2）単位 担当者：若井一顕 

【授業の到達目標】 高周波計測に伴う分布定数回路の理解を深めると共に、誤差要因の分析、誤差を軽減する手法を身につける。

デジタル測定器を含む新しい測定ニーズに応えるための開発能力を高める。 

【授業の概要】基本的な高周波測定技術をベースに、実際のシステム測定と応用技術を習得する。測定装置に用いられている基本

回路の動作理解を深め、応用力を高めて要求する装置への回路構成方法を議論する。放送システムの具体的な測定方法、従来のア

ナログ測定手法から近年のデジタル化測定手法への移行の特徴を理解する。デジタル時代の新しい測定方法、測定器の開発、そし

て応用展開を議論する。  

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習復習） 時間（分） 

１ 高周波測定の基礎 分布定数回路、平衡不平衡、電磁シー

ルド 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 高周波測定の特徴 定在波、アンテナと整合、Sパラメー

タ、スミスチャート 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ 伝送線路と回路素子 同軸線路、導波管、減衰器、方向性結

合器、アイソレータ、 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 測定用信号源 周波数シンセサイザ、掃引発信器、同

期検波回路、PLL回路 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 高周波電圧・電力の測定 高周波高電圧試験装置、測定と置換

方法、熱電対電力計 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 回路定数の測定 反射係数測定、インピーダンス測定、

ブリッジ回路 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 各種パラメータの測定(1) 波形観測、周波数測定、スペクトラム

測定 

授業前半総括、課題の検討と発

表、ディスカッション 

９０ 

８ 各種パラメータの測定(2) 雑音測定、デジタル測定器 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 中波ＡＭ放送の高周波測定 中波デジタル送信機の動作概要、送

信機の特性評価 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 ＦＭ放送の高周波測定 FMの変調指数と伝送帯域、帯域制限

とひずみ発生 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 地上デジタルテレビ放送の高周

波測定 

地 デジ の仕 組み と測 定要 素

（BER,MER,コンスタレーション、遅

延プロファイル） 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 放送衛星システムの高周波測定 衛星送信システムの特性測定、アン

テナ、熱真空試験 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 OFDM伝送信号の測定 AM,FM と比較した OFDM 変調方式

の特徴 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 アンテナ、電波伝搬測定 インピーダンス測定、電界強度測定

とエリア決定 

授業の全体総括とグループデ

ィスカッション。 

９０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

【テキスト】 「回路設計技術者のためのインピーダンス整合入門」若井一顕著 （日刊工業新聞社） 

【参考書・参考資料等】高周波計測：森屋、関（東京電機大学出版局）．電波工学：長谷部望（コロナ社）、電磁波計測：岩崎俊（コ

ロナ社）．センシング工学：井口征士（オーム社）．ノイズ入門：広田修（森北出版）．スミスチャートのみかた読み方：高島貢（REALIZE 

INC）．絵ときでわかる無線技術：高橋寛（オーム社）．高周波測定：山本博（コロナ社：絶版）．わかりやすいOFDM技術：伊丹誠

（オーム社）．放送技術双書． 

【成績評価基準・方法】受講態度(20%)、レポート、小テスト(20%)、最終評価試験(60%)を行い、総合的な評価を行う。 

 

 

 



教科番号 0718 授業科目：マルチメディア工学（Multimedia Engineering) 

開講時期 前期 
（情報電子システム）工学科（２）年（２）単位 

（機械システム）工学科（４）年（２）単位 担当者：内村 俊二 

【授業の到達目標】 

 社会や生活の場で必要なインターネット、マルチメディアに関するコンテンツや技術、システムや機器について基礎を理解・

習得することを目標とする。 

【授業の概要】 

現代社会では不可欠となったマルチメディアや ITの知識の基礎を扱う。マルチメディアの定義、システムや機器の仕組みの

基礎について扱い、次にその応用である携帯電話、家庭・社会のマルチメディア化を取り扱う。さらに、セキュリティや関係す

る法令についても触れる。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ マルチメディアの

特徴(1) 

ディジタル化される社会、アナログとデ

ィジタル 

テキスト(pp.1~17)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

２ マルチメディアの

特徴(2) 

マルチメディアの構成要素、双方向性、

ユーザインターフェース、人間の感覚 

テキスト(pp.18~29)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

３ パーソナルコンピ

ュータ 

ハードウェア、ソフトウェア、周辺機器 テキスト(pp.32~43)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

４ メディア処理(1) ファイルフォーマット、文書、画像 テキスト(pp.46~55)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

５ メディア処理(2) 動画、音声、３次元CG、Web テキスト(pp.56~66)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

６ インターネット インターネットの仕組みと役割、接続、

ブロードバンド 

テキスト(pp.68~79)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

７ インターネットサ

ービス 

WWW、電子メール、コミュニケーショ

ンツール 

テキスト(pp.82~95)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

８ インターネットの

トラブル事例 

インターネット上のトラブル・犯罪事例 事例をまとめレポートにする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

９ ネットビジネス オンラインショッピング、金融、コンテ

ンツビジネス 

テキスト(pp.98~113)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

10 携帯電話 携帯電話の進化・多機能化、インターネ

ット接続、電子決済 

テキスト(pp.116~129)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

11 家庭のマルチメデ

ィア化 

情報家電、ディジタル放送、ゲーム機 テキスト(pp.132~145)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

12 社会のマルチメデ

ィア化(1) 

ICカード、街中のマルチメディア、交通 テキスト(pp.148~157)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

13 社会のマルチメデ

ィア化(2) 

医療と福祉、ディジタルアーカイブ、行

政と政治 

テキスト(pp.158~166)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

14 セキュリティと知

的財産権 

セキュリティ、知的財産権、個人情報保

護 

テキスト(pp.168~185)をまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

15 知的財産権の事例 ネットにおける知的財産権の係争事例 事例をまとめレポートにする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

【テキスト】第二版 入門マルチメディア －ITで変わるライフスタイル－ CG－ARTS協会 

【参考書・参考資料等】 マルチメディア検定公式問題集第二版 マルチメディア検定問題集編集委員会 (編さん)  CG－

ARTS協会 

【成績評価基準・方法】 定期試験（７０％）、授業内小テスト（３０％） 

 

 



教科番号 0723 授業科目：情報工学演習（Seminar of Information Engineering） 

開講時期 後期 
（情報電子システム）工学科（３）年（１）単位 

（機械システム）工学科（４）年（１）単位 担当者：内村 俊二 

【授業の到達目標】 

 演習を通して数値計算のアルゴリズムを習得することにより、専門分野に応用できる基礎的な力を身につけることを目標とす

る。 

【授業の概要】 

本講義は、計算機シミュレーションや数値解析に用いられる数値計算法の各種アルゴリズムを学び、応用力を身につけるため

の演習を行う。演習はExcel上で行う。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
数値計算法の基礎 

数値計算法の位置づけ、Excelの機

能、誤差の起因と種類 

テキスト(pp.1~13)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

２ 
方程式の解法(1) ニュートン法、課題演習 

テキスト(pp.15~21)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

３ 
方程式の解法(2) はさみうち法、課題演習 

テキスト(pp.22~27)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

４ 
行列の計算 加減算、乗法、逆行列、課題演習 

テキスト(pp.29~35)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

５ 連立方程式の解法

(1) 
ガウス・ジョルダン，課題演習 

テキスト(pp.36~43)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

６ 連立方程式の解法

(2) 
LU分解、課題演習 

テキスト(pp.44~54)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

７ 関数の補間と近似

(1) 
ラグランジュの補間法、課題演習 

テキスト(pp.57~64)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

８ 関数の補間と近似

(2) 

最小２乗法による近似と回帰、課

題演習 

テキスト(pp.65~73)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

９ 関数の補間と近似

(3) 

関数の補間と近似のまとめ、課題

演習 

実験データ３種を選択する。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

10 
数値積分法(1) 台形公式法、課題演習 

テキスト(pp.75~82)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

11 
数値積分法(2) シンプソン法、課題演習 

テキスト(pp.83~89)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

12 
数値積分法(3) ガウス法、課題演習 

テキスト(pp.90~96)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

13 常微分方程式の解

法(1) 
オイラー法、課題演習 

テキスト(pp.101~107)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

14 常微分方程式の解

法(2) 
ルンゲ・クッタ法、課題演習 

テキスト(pp.108~115)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

15 常微分方程式の解

法(3) 
高階微分方程式の解法、課題演習 

テキスト(pp.119~126)をまとめる。 

課題演習を行う。 

４５ 

４５ 

【テキスト】 Excelによる数値計算法  趙華安著  共立出版 

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。 

【成績評価基準・方法】 課題演習（７０％）、受講態度（３０％）。 

 



教科番号 1551 授業科目：情報理論Ⅰ（Information Theory Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子システム）工学科（3）年（２）単位  担当者：當金 一郎 

【授業の到達目標】 

・現在のインターネットに代表されるデジタル通信系において、通信路に情報をのせるとは実際にはどのようなことを指すのか理

解する。 

・一般に利用されている情報圧縮のアルゴリズムに関して、確率論を背景とする理論体系を理解し、また実際に与えられた確率分

布をもつ情報を圧縮する信号を作成できるようにする。 

【授業の概要】 

 情報を通信路にのせて送信側から受信側に伝送する場合、情報を加工して伝送効率を向上させたり、伝送エラーに対する耐性を

高めたり、あるいは違法な盗聴者から情報を保護したりする必要がある。 本講義では、このうち伝送効率向上の為の加工（符号

化）である情報源符号化を、なるべく実例を多く取り入れながら講義する。頻繁に自宅学習用の課題を出すことで、実践的な能力

を身につけさせることを目指す。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 情報理論の概

略 

通信路のモデルと符号化の目的、信

号の種類、伝送方式の分類 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

信号と伝送方式の具体例を調べる。 

６０ 

１２０ 

２ 通報と伝達方

式 

ｱﾅﾛｸﾞ情報、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報の意味とｱﾅﾘ

ｸﾞ伝送、ﾃ ｼ゙ﾞﾀﾙ伝送の意味 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

ｱﾅﾛｸ /゙ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報の具体例を調べる 

６０ 

１２０ 

３ ﾅｲｷｽﾄのｻﾝﾌﾟﾘﾝ

ｸﾞ定理 

ﾌｰﾘｴ変換の定義と意味、ﾅｲｷｽﾄのｻﾝﾌﾟ

ﾘﾝｸﾞ定理と応用例 

ﾌｰﾘｴ変換について事前に調べる。 

ﾌｰﾘｴ変換の問題の宿題を行う。 

１２０ 

２４０ 

４ 確率と確率分

布 

不確定な現象と確率の定義、確率分

布の概念、様々な確率分布の例 

確率概念について事前に調べる。 

確率分布の問題の宿題を行う。 

１２０ 

１８０ 

５ 情報源の 

確率分布 

情報源の定義、情報の確率分布、独立

生起情報源とﾏﾙｺﾌ情報源 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

小テストの準備。 

６０ 

１２０ 

６ ｍ重ﾏﾙｺﾌ 

情報源 

小テスト①、M重ﾏﾙｺﾌ情報源の定義、

遷移確率と行列、ｼｬﾉﾝ線図 

小テストの準備。 

遷移確率と行列、ｼｬﾉﾝ線図の宿題を行う 

１２０ 

１８０ 

７ 1～6 の内容の

議論 

現実の情報源とその符号化について

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを行う。 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌﾟする。 ２４０ 

８ 情報源の 

ｴﾝﾄﾛﾋﾟ  ー

独立生起情報源のｴﾝﾄﾛﾋﾟｰ、定常確率

とﾏﾙｺﾌ情報源のｴﾝﾄﾛﾋﾟ  ー

Moodleにある資料で事前に学習する。 

ｴﾝﾄﾛﾋﾟｰの計算の宿題を行う。 

６０ 

１２０ 

９ 情報源符号化

の定義 

一意復号可能な符号、瞬時復号可能

な符号、符号木と復号木 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

符号木と復号木のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成moodleへｱｯﾌ゚  

６０ 

２４０ 

１０ 情報源符号化

定理 

ｸﾗﾌﾄの不等式とﾏｸﾐﾗﾝの不等式、平均

符号長と情報源符号化定理 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

平均符号長の計算の宿題を行う 

６０ 

６０ 

１１ ﾊﾌﾏﾝの最短符

号化法 

２元のﾊﾌﾏﾝ符号の構成法とそのいく

つかの具体例 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

小テストの準備。 

６０ 

１２０ 

１２ 拡大情報源と

ﾌﾞﾛｯｸ化 

小テスト②、拡大情報源の定義とそ

の例、算術符号の概略 

小テストの準備。 

具体的な算術符号を作成する 

１２０ 

２４０ 

１３ 動的符号化の

概略 

静的ﾊﾌﾏﾝ符号の実用上の方法と問題

点、動的符号化の概略 

Moodleにある資料で事前に学習し、動的符号化につ

いて調べる。 

１２０ 

１４ 適応型ﾊﾌﾏﾝ符

号 

適応型ﾊﾌﾏﾝ符号の概略 Moodleにある資料で事前に学習する。 

適応型ﾊﾌﾏﾝ符号を作成する。 

１２０ 

２４０ 

１５ 総まとめ ここまでの学習した内容についてﾃﾞ

ｨｽｶｯｼｮﾝを行う 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌﾟする。 ２４０ 

【テキスト】 

情報・符号理論の基礎  汐埼 陽 著、国民科学社 

【参考書・参考資料等】 

 文書データ圧縮アルゴリズム入門 植松友彦著、ＣＱ出版社 

【学生に対する評価の方法】 

予習復習状況＆受講態度＆課題提出状況（30%）、小テスト（30%）、期末試験（40%）で総合的な評価を行う。 

 



教科番号 1552 授業科目：情報理論Ⅱ（Information Theory Ⅱ） 

開講時期 後期 （情報電子システム）工学科（3）年（２）単位  担当者：當金 一郎 

【授業の到達目標】 

・現在のインターネットに代表されるデジタル通信系において、記録および伝送時のエラーに対する耐性を高める為に用いられて

いる「符号理論」に関して理解する。 

・一般に利用されている符号化アルゴリズムとその実装の回路を組めるようにする。 

【授業の概要】 

 本講義では情報理論のうち、伝送エラーに対する耐性を高める符号化法（通信路符号化）に関する解説を行う。 いかなる通信

路でもノイズが絶対に入り込まないと言えるものは無いが、できうる限りノイズを発生しない通信路を利用するようにするととも

に、例えノイズが発生してもそれを容易に除去する、訂正できる工夫をすることが求められている。 数学的に高度な理論はなる

べく省略し、基礎的かつ実際的な内容を講義する。 

頻繁に自宅学習用の課題を出すことで、実践的な能力を身につけさせることを目指す。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 通信路の誤りの

定義 

数学的準備（行列、多項式の割算と掛

算）、誤りのある通信路のﾓﾃﾞﾙ 

Moodle にある資料で事前に学習し、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

で誤りのある通信路を調べてくる。 

１２０ 

２ 誤りの種類と例 2 元対称通信路と 2 元対称消失通信路、

ﾗﾝﾀﾞﾑ誤りとﾊﾞｰｽﾄ誤り 

Moodle にある資料で事前に学習し、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

でﾗﾝﾀﾞﾑ誤り、ﾊﾞｰｽﾄ誤りを調べてくる 

１２０ 

３ ﾊﾐﾝｸﾞ距離 誤り検出・訂正の定義、ﾊﾐﾝｸﾞ距離の定義

と誤り検出・訂正の条件 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

ﾊﾐﾝｸﾞ距離についての宿題を行う。 

９０ 

１２０ 

４ 各種の誤り検出

符号 

ﾊﾐﾝｸﾞ距離を用いた、実際に用いられて

いる符号の解説 

Moodleにある資料で事前に学習し、実際のﾊﾐ

ﾝｸﾞ距離を用いた符号を調べてくる。 

１２０ 

５ ﾊﾐﾝｸﾞ符号 組織符号の定義と例、行列を用いた表

現、ﾊﾐﾝｸﾞ符号の定義と例 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

小テストの準備。 

９０ 

１２０ 

６ ﾊﾟﾘﾃｨｰﾁｪｯｸ符号 小テスト①、水平ﾊﾟﾘﾃｨｰﾁｪｯｸ符号・垂直

ﾊﾟﾘﾃｨﾁｪｯｸ符号と行列表現 

小テストの準備。 

ﾊﾟﾘﾃｨﾁｪｯｸと行列表現の宿題を行う 

１２０ 

１２０ 

７ ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ、ﾊﾟﾘﾃ

ｨｰ検査行列 

ここまでの内容のﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ、ﾊﾟﾘﾃｨｰ検

査行列とｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌ  ゚ ２４０ 

８ 多項式と誤り訂

正符号 

符号多項式の定義と例、巡回符号と巡回

組織符号の定義と例 

Moodleにある資料で事前に学習し、巡回符号、

巡回組織符号を調べてくる 

１２０ 

９ 巡回符号のｼﾝﾄﾞ

ﾛｰﾑ 

巡回符号のｼﾝﾄﾞﾛｰﾑの定義と例、ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

を用いた誤り訂正の具体例 

Moodle にある資料で事前に学習し、ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ

についてｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等で調べてくる。 

１２０ 

10 実装回路（１） 基本回路、多項式の割り算回路 Moodleにある資料で事前に学習する。 

具体的な多項式の割り算回路を設計する。 

１２０ 

２４０ 

11 実装回路（２） ＸiP(x)の割り算回路、掛け算回路 Moodleにある資料で事前に学習する。 

具体的な掛け算回路を設計する。 

１２０ 

２４０ 

12 実装回路（３） 巡回ﾊﾐﾝｸﾞ組織符号の符号化回路 Moodleにある資料で事前に学習する。 

巡回ﾊﾐﾝｸﾞ組織符号化回路を設計する。 

１２０ 

２４０ 

13 実装回路（４） 巡回ﾊﾐﾝｸﾞ組織符号の復号化回路 

ＣＲＣ符号 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

巡回ﾊﾐﾝｸﾞ組織復号化回路の設計する。 

１２０ 

２４０ 

14 誤り制御の手法 誤り制御に使用されている手法、ﾊﾞｰｽﾄ

誤り検出に関する定理とｼｽﾃﾑ 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

小テストの準備。 

１２０ 

１２０ 

15 総まとめ 小テスト②、ここまで学習した内容につ

いてのﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを実施する。 

小テストの準備 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌ  ゚

１２０ 

３００ 

【テキスト】 

情報・符号理論の基礎  汐埼 陽 著、国民科学社 

【参考書・参考資料等】 符号理論 岩垂好裕、昭晃堂 

【学生に対する評価の方法】 

予習復習状況＆受講態度＆課題提出状況（30%）、小テスト（30%）、期末試験（40%）で総合的な評価を行う。 

 

 

 



教科番号 6651 授業科目：情報化社会（ Informational Association ） 

開講時期 前期 （ 情報・機械 ）学科 （ 2 ）年 （ 2 ）単位 担当者：石田尾 博夫 

【授業の到達目標】 

 ・情報化が人々の生活に及ぼす影響を理解する。 

 ・情報モラルの必要性や情報のセキュリティ管理の重要性などを理解する。 

【授業の概要】 

この科目のねらいは、情報化と情報産業の発展が現代社会にどのように影響し、どのような変化をもたらしているかについての

基本的な知識を得ることを主眼とする。そのため講義では、（1）情報化が人々の生活に及ぼす影響、（2）情報産業の発展と社会

との関わり、高度情報通信社会における情報モラルの必要性や情報のセキュリティ管理の重要性などの諸問題を考察する。 

【授業要旨】   

回数 題  目 授   業   内   容 学修課題（予習・演習・復習） 時間（分） 

１ 情報化社会とは何か 情報化という社会変化の本質 
講義資料（要旨）を読みまとめる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

２ 情報化と社会生活（1） 
情報化が社会生活に及ぼす影響（要因・分

析） 

講義ノートを読み上げる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

３ 情報化と社会生活（2） 
情報伝達手段の変遷（コンピュータ等の

情報関連機器・インターネット・IT革命） 

講義ノートを読み上げる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

４ 情報化と社会生活（3） 
情報通信技術の動向（普及状況と生活の

質の変化） 

講義ノートを読み上げる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

５ 情報産業の発展 

情報化の進展（ネットワークシステム／

コンピュータ通信とマルチメディア産

業） 

授業内容を復習する。 

授業内容を復習する。 
６０ 

３０ 

６ 情報産業の構造変化 
情報軸の遷軸 意識改革と人材教育 イ

ンフラ整備 

講義ノートを読み上げる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

７ １～６回までのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについて

ディスカッション 

演習問題を解き、理解を深める。 

ディスカッションの内容をまと

める 

６０ 

３０ 

８ 情報産業の発展と課題 
情報産業の今後の在り方（次世代のコン

ピュータ） 

講義資料（要旨）を読みまとめる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

９ 情報社会と情報倫理 
インターネットと企業体質（個人レベル

／産業人） 

講義資料（要旨）を読みまとめる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

10 
発信情報とチェック課

題 

情報発信の現状と課題（情報の収集・集

約・加工・修正／費用・効果分析） 

講義資料（要旨）を読みまとめる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

11 
高度情報通信社会のモ

ラル（1） 

著作権一知的所有権の侵害 プライバシ

ー保護問題 

講義資料（要旨）を読みまとめる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

12 
高度情報通信社会のモ

ラル（2） 

情報発信者の責任（情報の不正取得 コ

ンピュータ犯罪） 

講義資料（要旨）を読みまとめる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

13 
高度情報通信社会のモ

ラル（3） 
情報モラルの必要性  

講義資料（要旨）を読みまとめる。 

授業内容を復習する。 

６０ 

３０ 

14 
教職情報化の課題と展

望 
情報セキュリティ管理の重要性 

高度情報通信社会の課題と展望

について、レポートにまとめる。 

ディスカッションの内容をまと

める。 

６０ 

３０ 

15 総まとめ 
講義した内容で重要な点を再確認する。 小テストの準備 

ノートの整理とまとめ 

６０ 

３０ 

【テキスト】：講義ノート （石田尾博夫「教職情報化」第一工業大学刊） 

【参考書・参考資料等】：開講時指示 

【成績評価基準・方法】 

ノート取得状況＆受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。 

 



 

 

 

 

 

教科番号 6652 授業科目：情報と職業 （英名：Information Technology and Occupation） 

開講時期 前期   （情報電子システム・機械システム）工学科（４）年（２）単位  担当者：當金 一郎 

【授業の到達目標】 

 高校普通科において教科「情報」科目を教えるに当り、これまでの社会の「情報化」の変遷を正確に理解し、 

更にそこで必要とされる職業観、勤労観について生徒を指導できる為の知識を身につける。 

 

【授業の概要】 

 本講義では高校普通科「情報」の教諭普通免許状取得に必要とされる、教科（情報）に関する科目の一つである「情報と職業」

に関し、これまで「情報化社会」がいかに進展してきたか、またこれに関しての「情報」を扱う職業の変遷を述べ、更に「情報

化社会」において必要とされる職業観・勤労観について解説する。各授業の最後に次回の講義内容のあらましを伝えるので、イ

ンターネット等で事前に調べて講義に臨むように。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 「情報と職業」

の位置付け 

教科「情報」教員免許における「情報と職業」

の位置付け、情報化社会とは 

ﾃｷｽﾄpp.1－4を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

９０ 

１５０ 

２ 情報化社会（１） 電子計算機登場以前の「計算機」の歴史、電子

式計算機の登場、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを利用する人  々

Moodleにある資料で事前に学習する。 

習ったことを復習する。 

９０ 

１５０ 

３ 情報化社会（２） 事務処理機械としてのｺﾝﾋﾟｭｰﾀ利用、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽと

ﾌｧｲﾙ・ｼｽﾃﾑ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏとｵﾍﾟﾚｰﾀ、ｷー ﾊﾟﾝﾁｬ  ー

Moodleにある資料で事前に学習する。 

習ったことを復習する。 

９０ 

１５０ 

４ 情報化社会（３） ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀの登場、ﾎﾋﾞｰﾏｼﾝからﾋ゙ ｼﾞﾈｽﾂｰﾙへ

の変遷、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ利用の一般化 

ﾃｷｽﾄpp.193－220を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

９０ 

１５０ 

５ 情報化社会（４） ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの歴史、ｻｰﾊﾞとｸﾗｲｱﾝﾄによるLANの概

略、問題解決における情報活用能力の分類 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

習ったことを復習する。 

９０ 

１５０ 

６ 現在の「情報」

を扱う職業 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏとｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ、ｾｷｭﾘﾃｨﾍﾟｼｬﾘｽﾄ、ｴﾝﾍﾞｯﾃﾞ

ﾄﾞｼｽﾃﾑ・ﾌ ﾛ゚ｸﾞﾗﾏｰ、ﾈｯﾄﾜｰｸｴﾝｼﾞﾆｱ 

ﾃｷｽﾄpp.165－171を事前に読んでくる。 

小テストの準備 

９０ 

１２０ 

７ １～６のまとめ 小テスト①、１～６の内容についてディスカッ

ションを行う 

小テストの準備 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めMoodleへｱｯﾌ  ゚

１２０ 

２４０ 

８ 産業構造と職業

の変遷 

狩猟採集社会～農業社会～工業社会～情報化社

会の「職業の変遷と人々の意識変化」 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

習ったことを復習する。 

９０ 

１５０ 

９ 情報産業におけ

る企業の活動 

ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞー ﾀﾍﾞｰｽを用いたｽﾃﾑ開発企業、Web ｼ

ｽﾃﾑ構築請負業、ｴﾝﾍﾞｯﾃﾞﾄﾞｼｽﾃﾑ開発企業 

Moodleにある資料で事前に学習する。 

習ったことを復習する。 

９０ 

１５０ 

10 日本と諸外国の

労働環境の相違 

企業とは、日本と諸外国の労働環境及びそれに

基づく職業観の相違点 

ﾃｷｽﾄpp.4－21を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

１２０ 

１５０ 

11 情報技術と国際

化社会 

知的所有権とﾃﾞﾌｧｸﾄｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ、国際協業とｸﾞﾛｰ

ﾊﾞﾙ化、ﾋﾞｼ゙ ﾈｽﾓﾃﾞﾙと倫理 

ﾃｷｽﾄpp.176－192を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

９０ 

１８０ 

12 職業指導の歴史

的変遷 

職業指導の歴史、ﾏｽﾞﾛｰのﾋｴﾗﾙｷｰ、中学校におけ

る進路指導、専門高校における職業指導 

ﾃｷｽﾄpp.22－26を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

６０ 

１５０ 

13 就職支援ｼｽﾃﾑ 職業選択のﾐｽﾏｯﾁ、職業理解のための取り組み、 

能力開発、就職斡旋、人事評価 

ﾃｷｽﾄpp.27－36を事前に読んでくる。 

習ったことを復習する。 

６０ 

１５０ 

14 情報化社会にお

ける「職業指導」 

情報化社会におけるコンピテンシーの必要性、

キャリア開発と生涯学習 

ﾃｷｽﾄpp.67－85を事前に読んでくる。 

小テストの準備 

９０ 

１２０ 

15 ８～１４のまと

め 

小テスト②、８～１４の内容についてﾃﾞｨｽｶｯｼｮ

ﾝを行う。 

小テストの準備 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの内容を纏めmoodleへｱｯﾌ  ゚

１２０ 

２４０ 

【テキスト】 

情報と職業、近藤勲編著、丸善 

【参考書・参考資料等】 

 情報技術と社会、大岩元 他著、放送大学教育振興会 

【学生に対する評価の方法】 

予習復習状況＆受講態度＆毎回渡すレポート課題の提出状況（課題に対する解答の内容含む）（30%）、小テスト（30%）、期末

テスト（40%）で総合的な評価を行う。 



教科番号 1657 
授業科目：基本情報処理講座 （英名：Lesson for Fundamental Information Technology 

Engineer Exam） 

開講時期 後期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（２）年（２）単位  担当者：岡村 雅一 

【授業の到達目標】 

 高度 IT 人材となるために必要な基本的知識・技能を持ち、実践的な活用能力を身に付けるため、情経済産

業省が主催する国家資格「情報処理技術者試験」の資格取得を目指す。 

【授業の概要】 

 コンピュータ科学基礎・コンピュータシステム・システムの開発と運用・ネットワーク技術・データベース技術・セキュリティ

と標準化・情報化と経営、など、情報工学に関連するエンジニアの実務においてベースとなる知識を修得する。「ITパスポート試

験」資格取得のための「情報通信基礎講座」の単位を取得している事を受講条件とする。授業は座学中心とし、演習は自宅で実施

するものとする。 

 また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。（下線で示す） 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
情報の基礎理論 情報量の単位、基数変換、補数表現、小数点表示、誤差 資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

２ 
 ｼﾌﾄ演算、ｵｰﾄﾏﾄﾝ、文字ｺー ﾄﾞ、論理演算と論理回路、半加

算器と全加算器 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

３ 
ﾃﾞｰﾀ構造とｱﾙｺﾞﾘ

ｽﾞﾑ 

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ、配列、ﾘｽﾄ構造、ｷｭｰとｽﾀｯｸ、木構造、ﾃﾞｰﾀの整

列、ﾃﾞｰﾀの探索 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

４ 
ハードウェア ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの5大装置、ｱﾄﾞﾚｽ指定、CPU高速化、記憶素子、

磁気ﾃﾞｨｽｸ装置 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

５ 
 補助記憶装置、入力装置、出力装置、入出力ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

６ 
ソフトウェア ｿﾌﾄｳｪｱとOSS、ｼﾞｮﾌﾞ管理、ﾀｽｸ管理、記憶管理、ﾌｧｲﾙ管理、

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの性質、 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

７ 

ｼｽﾃﾑの構成と方

式 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ言語、標準化、ｼｽﾃﾑの処理形態、ｸﾗｲｱﾝﾄｻｰﾊﾞｼｽﾃ

ﾑ、高信頼化ｼｽﾃﾑ 

１～7 回に対応した過去問題で、参考になるものをリス

トアップし紹介する。 

過去問題調査。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

８ 
 RAID、性能評価、稼働率、ｼｽﾃﾑ企画、業務ﾌﾟﾛｾｽとﾓﾃﾞﾙ化、

ｼｽﾃﾑ設計手法 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

9 
ｼｽﾃﾑ開発技術と

審査 

画面設計とﾃﾞｰﾀ設計、ｺ ﾄーﾞ設計と入力ﾁｪｯｸ、ﾓｼﾞｭｰﾙ分割、

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向、ﾃｽﾄ手法 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

10 
 ﾚﾋﾞｭｰ、ITｻｰﾋﾞｽﾏﾈｼ ﾏ゙ﾝﾄ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理、工程管理、ｼｽﾃ

ﾑ監査 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

11 

ネットワーク技

術 

電器通信ｻ ﾋーﾞｽ、OSI基本参照ﾓﾃﾞﾙとTCP/IP、IPｱﾄﾞﾚｽ,ｸ

ﾗｽとｻﾌﾞﾈｯﾄ分割、LAN、LAN間接続装置、同期方式・誤り

制御と伝送計算 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

12 
データベース技

術 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ、関係ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ、正規化、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟとﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

復旧 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

13 
 排他制御と2相コミット、SQL 資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

14 
情報セキュリテ

ィ 

情報ｾｷｭﾘﾃｨ、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｳｨﾙｽ、暗号化方式、ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ 資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 



15 

情報化と経営 関連法規、企業会計、経営戦略と技術戦略、、ﾋﾞｼﾞﾈｽｲﾝﾀﾞ

ｽﾄﾘ、QC七つ道具、線形計画法、確率 

8～15 回に対応した過去問題で、参考になるものをリス

トアップし紹介する。 

過去問題調査。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

【テキスト】 「栢木先生の基本情報技術者教室」 栢木 厚  技術評論社 

【分かりやすい授業を進めるためのポイント】 

大事なポイントをマークさせながら解説する。 

成績評価基準・方法】 

 期末試験により総合的な評価を行う（100%）。総合得点が60点以上を合格とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 0724 授業科目：通信工学 I （ Communication Engineering I ）  

開講時期 前期 （情報２年、機械４年）単位2担当者： 斉 培恒 

【授業の到達目標】 

通信工学基礎知識を身に付け、メディア扱い理論、変調方式、ノイズ発生のメカニズムを理解する。そして、身近な

モバイル通信ネットワークの構成を理解する。 

１．電気通信システムの全体構成を理解する。 

２．各種の変調方式を理解する。 

３．各種の伝送メディアについて理解する。 

４．信号とノイズについて理解する。 

５．モバイル通信ネットワークへの旅。 

【授業の概要】 

 講義と演習によって情報を電気信号に変換し、有線伝送路または無線伝送路を経て、効率良く伝送する方法を講述す

る。アナログ通信システムの概要、伝送路の特徴を説明した上で、搬送波変調の方法と特徴を解説する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・演習・復習） 時間(分) 

１ ガイダンス 授業の進め方の説明。通信の歴史紹介。無

形の概念としての情報と物理的実体とし

ての信号の違いを把握する。「通信するこ

と」の本質的な意味を理解する。 

予習結果を確認。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

２ 通信システム

におけるメデ

ィア処理 

情報の種類、音声・画像信号の符号化と帯

域圧縮技術、デ―タの符号化。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 

６０ 

３ 電気通信で扱

われる情報 

情報量、エントロピー概念。冗長度の概

念。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

４ 電気信号の基礎 信号波の時間領域での表現と周波数領域

での表現、フーリエ変換・フーリエ逆変

換、デジタル信号処理技術、デジタルテレ

ビジョン方式。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

５ アナログ変調

（１） 

AM変調の原理。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

６ アナログ変調

（２） 

AM変調の回路と特徴。変調の必要性、振

幅変調、DSB、SSB、変調回路、周波数ス

ペクトラム演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

７ １回～６回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについて

ディスカッションを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッシ

ョンの内容をまとめる。 

１２０ 

６０ 

８ アナログ変調

（３） 

FM変調、PM変調、パルス変調の原理。

演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

９ 信号の量子化、

標本化定理 

量子化誤差、標本化定理、符号化方式の理

論。搬送波のデジタル変調、変調速度と伝

送速度。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

10 デジタル変調

（１） 

多値変調方式。サンプリング理論、パルス

符号変調（PCM）、予測符号化、搬送波の

デジタル変調、変調速度と伝送速度。演習

問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 



11 デジタル変調

（２） 

信号の多重化方式。周波数分割多重

（FDM）、時分割多重（TDM）、符号分

割多重（CDM） 

直交周波数分割多重（OFDM）、デ―タ信

号の多重、パケット多重演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

12 デジタル変調

（３） 

通信における各種の擾乱及び雑音低減技

術。内部雑音、外来雑音、雑音指数と等価

雑音温度、ひずみによる擾乱。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

13 デジタル変調

（４） 

モバイルネットワークへの旅。演習問

題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

14 ８回～１３回ま

でのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについて

ディスカッションを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッシ

ョンの内容をまとめる。 

１２０ 

 

６０ 

15 まとめ その他の通信システム。まとめと総括。小

テストの実施 

期末テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  

「通信工学概論（第３版）」、山下不二雄、中神隆清、中津原克己（共著）、森北出版 

【参考書・参考資料等】  

・「電気通信システム」、電気通信主任技術者試験研究会（編）、日本理工出版会社（刊） 

・「一陸特受験教室  無線工学'」、吉川 忠久（著）、東京電機大学出版局 

・「よくわかる 通信工学」、植松友彦（著）、オ―ム社 

・「情報通信トラッヒック ー基礎と応用ー」秋丸春夫、川島幸之助、電気通信協会、オーム社 

【成績評価基準・方法】 出席率＋宿題レポート提出状況（30%）、小テスト（20%）、試験（50%）で総合的な評価

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 0725 授業科目：通信工学 II （ Communication Engineering II ）  

開講時期 後期 （情報２年、機械４年）単位2担当者： 斉 培恒 

【授業の到達目標】 

１．デジタル伝送システムの具体的な構成方法について学び、デジタル通信網の特長と全体構成を理解する。 

２．交換システムの構築方法について学び、電話交換サービスやパケット交換サービスの実現方法を理解する。 

３．端末とネットワークの接続方法、プロトコルについて学ぶ。 

４．ISDN、ADSLと光通信技術を学ぶ。 

５．情報セキュリティ技術、安全性と信頼性評価について学ぶ。 

【授業の概要】 

 前期に学んだ基礎的な電気通信技術をベースにして実際の電気通信システムについて学び、電気通信主任技術者レベ

ルの技術獲得を目指す。伝送と並んで電気通信の重要な要素である交換技術に関して、トラヒック理論並びに待ち行列

理論の現実の通信システムへの応用について学ぶ。併せて人間がネットワークと直接情報をやり取りする通信端末をネ

ットワークに接続するための端末接続技術について学ぶ。インターネットで必須技術とされるセキュリティ技術の応用

例について学ぶ。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・演習・復習） 時間(分) 

１ ガイダンス 授業の進め方の説明（オリエンテーショ

ン）、電気通信設備の構成。 

予習結果を確認。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

２ 電気信号の基礎

（前期の復習） 

情報の種類、音声・画像信号の符号化と帯

域圧縮技術、デ―タの符号化。情報量、

エントロピー概念。冗長度の概念。演習

問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 

６０ 

３ 伝送理論と伝

送技術 

変調方式及び評価法。シャノンの限界。

演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

４ アナログ変調か

らデジタル変調

まで 

数式で理解する変調方式。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

５ 同期 同期通信の種類と原理。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

６ ベースバンド伝

送方式 

伝送方式の分類と原理。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

７ １回～６回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについて

ディスカッションを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッショ

ンの内容をまとめる。 

１２０ 

６０ 

８ 伝送路 分布定数回路、集中定数回路。光ファイバ

ーと同軸ケーブルの伝送路特性。演習問

題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

９ 伝送路特性 漏話と鳴音、エコー、マルチパスフェージ

ング、ドップラ影響、そして伝送遅延。演

習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

10 ネットワーク技

術 

ネットワーク構成の要素、条件。交換器信

号の分類と役割。ISDN の入門。演習問

題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

11 データ通信シス

テム 

データ通信システムの構成、処理形態、ネ

ットワークアーキテクチャ（OSI モデ

ル）。相互接続の標準化動向。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

12 ISDN網 ISDN通信システムの構成、規格、特徴及 予習結果を確認。 ３０ 



びプロトコル。演習問題。 10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 

13 インターネット

技術とADSL 

TCP/IPによるインターネット通信、通

信プロトコル、ADSL に用いられてい

る技術。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

14 ８回～１３回ま

でのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについて

ディスカッションを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッショ

ンの内容をまとめる。 

１２０ 

 

６０ 

15 まとめ ネットワーク暗号技術、安全性、信頼性の

評価手法。まとめと総括。小テストの実施 

期末テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  

「電気通信システム」、電気通信主任技術者試験研究会（編）、日本理工出版会社（刊） 

【参考書・参考資料等】  

・「通信工学概論（第３版）」、山下不二雄、中神隆清、中津原克己（共著）、森北出版 

・「一陸特受験教室  無線工学'」、吉川 忠久（著）、東京電機大学出版局 

・「よくわかる 通信工学」、植松友彦（著）、オ―ム社 

・「情報通信トラッヒック ー基礎と応用ー」秋丸春夫、川島幸之助、電気通信協会、オーム社 

【成績評価基準・方法】 出席率＋宿題レポート提出状況（30%）、小テスト（20%）、試験（50%）で総合的な評価

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1651 授業科目：電波工学Ⅰ（Electric-wave Engineering Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子システム）工学科 （３）年（２）単位  担当者：若井 一顕 

【授業の到達目標】 電波の基礎的な性質についての理解し、更に地上波伝搬、対流圏伝搬、電離層伝搬等の伝搬理論及び各周波数

帯の各種現象について理解することを到達目標とする。 

【授業の概要】 携帯電話・テレビジョン放送・衛星通信等は、現代になくてはならない情報機器であるが、その情報を伝達する媒

体として電波が存在する。電波工学Ⅰでは、その電波の性質についての基礎理論から伝搬理論について学習する。また、現場で経験

する現象などを紹介しながら議論を進める。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習復習） 時間（分） 

１ 高周波伝送路 高周波伝送路の考え方 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 高周波伝送路 分布定数線路の解析、スミスチャー

ト、導波管 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ 電磁波と放射 基礎電磁方程式、電波インピーダン

ス 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 電磁波と放射 電気ダイポール、開口アンテナ 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ アンテナ工学の基礎 アンテナの基本電気特性 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ アンテナ工学の基礎 指向性、アンテナのインピーダンス 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ アンテナの実際 アンテナの可逆性、配列アンテナの

指向性 

授業前半総括、課題の検討と発表、

ディスカッション 

９０ 

８ アンテナの実際 アンテナの種類、線状アンテナ 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ アンテナの実際 板状アンテナ、スロットアンテナ、パ

ッチアンテナ 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 アンテナの実際 開口面アンテナ、進行波アンテナ 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 電波伝搬 電波伝搬の概要 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 電波伝搬 地上波伝搬 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 電波伝搬 大気中の伝搬、電離層伝搬、フェージ

ング 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 アンテナの応用 中波アンテナ、地デジアンテナ、衛星

用アンテナの紹介 

授業の全体総括とグループディス

カッション。 

９０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

【テキスト】 「電波工学」：安達三郎・佐藤太一共著 （森北出版） 

【参考書・参考資料等】 

「アンテナ工学」：後藤尚久、電波新聞社.「電波工学」：長谷部望、コロナ社.「放送アンテナと電波伝搬」：高橋良、日本放送出版協

会.「空中線」（上）（下）：クラウス（谷村功訳）、近代科学社.「解説アンテナの基礎」：岩井陸路、東京電機大学出版局.「電波伝播」：

前田、後藤、岩波全書.「テレビ塔アンテナ物語」佐藤源貞、里文出版.「アンテナ物語」：佐藤源貞、里文出版.「アンテナおよび電波

伝搬」：三輪、加来、東京電機大学出版局.「無線工学Ｂ完全マスター」：一之瀬優、電気通信振興会.「（大学シリーズ演習 23）電磁

波工学演習」安達・石曽根共著、コロナ社. 

【成績評価基準・方法】受講態度(20%)、レポート、小テスト(20%)、最終評価試験(60%)を行い、総合的な評価を行う。 

 

 

 



教科番号 1652 授業科目：電波工学Ⅱ（Electric-wave Engineering Ⅱ） 

開講時期 後期 （情報電子システム）工学科 （３）年（２）単位  担当者：若井 一顕 

【授業の到達目標】 電波を空間に放出または受ける装置であるアンテナの諸定数及び、各種線状アンテナ・立体アンテナ等の実

用アンテナの構造、動作原理について理解することを到達目標とする。 

【授業の概要】 携帯電話・テレビジョン放送・衛星通信等は、現代になくてはならない情報機器であるが、その情報を伝達する

媒体として電波が存在する。その電波を空間に放出または受ける装置としてアンテナがある。電波工学Ⅱでは、アンテナの性質に

ついての基礎理論から実用アンテナの構造や動作理論について学習する。実際、放送装置に使用されている機器なども紹介しなが

ら議論を進める。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習復習） 時間（分） 

１ 電波の発生 変位電流と電波 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 微小ダイポール アイソトロピックアンテナと微小ダ

イポール 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ アンテナの特性 指向性と放射電力、放射抵抗、アンテ

ナ入力インピーダンス 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ アンテナの特性 利得と放射効率、実効長、実効高、実

効面積 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 線状アンテナ ダイポールアンテナの指向性、モノ

ポールアンテナ 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 磁流アンテナ 微小ループアンテナ、スロットアン

テナ 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 開口面アンテナ 矩形、円形開口面アンテナの特徴、パ

ラボラアンテナ 

授業前半総括、課題の検討と発表、

ディスカッション 

９０ 

８ アレーアンテナ インピーダンス、八木・宇田アンテ

ナ、電子走査アンテナ 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 自由空間の電波伝搬 無指向性アンテナの放射電力、利得、

電力伝達 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 電波の伝搬形態 反射、屈折、回折、散乱の特徴 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 大地・建物の影響 大地反射の扱い、多重伝搬 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 大気・電離層の影響 大気の屈折、地球等価半径、電離層の

影響 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 地上固定通信 空間の変動、降雨減衰、山岳回折、対

流圏散乱 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 衛星通信、移動体通信 周波数による伝搬特性、衛星の使用

周波数、放送衛星の仕組み 

授業の全体総括とグループディス

カッション。 

９０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

【テキスト】 「トコトンやさしい無線通信の本」 若井一顕著 （日刊工業新聞社）   

【参考書・参考資料等】「アンテナ工学」：後藤尚久、電波新聞社.「電波工学」：長谷部望、コロナ社.「放送アンテナと電波伝搬」：

高橋良、日本放送出版協会.「空中線」（上）（下）：クラウス（谷村功訳）、近代科学社.「解説アンテナの基礎」：岩井陸路、東京電

機大学出版局.「電波伝播」：前田、後藤、岩波全書.「テレビ塔アンテナ物語」佐藤源貞、里文出版.「アンテナ物語」：佐藤源貞、

里文出版. 「電波工学」：安達三郎・佐藤太一共著、森北出版.「無線工学Ｂ完全マスター」：一之瀬優、電気通信振興会.「（大学シ

リーズ演習23）電磁波工学演習」安達・石曽根共著、コロナ社. 

【成績評価基準・方法】受講態度(20%)、レポート、小テスト(20%)、最終評価試験(60%)を行い、総合的な評価を行う。 

 

 

 



教科番号 1653 授業科目：マイクロ波工学Ⅰ（Microwave Engineering Ⅰ） 

開講時期 前期 （情報電子システム）工学科 （４）年（２）単位  担当者：若井 一顕 

【授業の到達目標】 地上における多重通信や宇宙通信を始めとする様々な分野で利用されているマイクロ波の各種回路に関し

て理解することを到達目標とする。 

【授業の概要】 マイクロ波は地上における多重通信に、宇宙通信に、各種レーダーに、電子レンジにと極めて広範囲に利用さ

れている。マイクロ波を理解する基礎知識について学習する。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習復習） 時間（分） 

１ マイクロ波概要 空胴共振器 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 電磁波動の基礎 電磁界の基本式、平面波と球面波 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ 多重通信装置等 多重通信装置等の理論、構造、機能、

保守及び運用 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ マイクロ波回路 伝送線路の性質 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ マイクロ波回路 定在波とインピーダンス整合 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ マイクロ波回路 スミスチャートの原理 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ マイクロ波回路 スミスチャートの応用 授業前半総括、課題の検討と

発表、ディスカッション 

９０ 

８ マイクロ波回路 共振回路 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ マイクロ波回路 伝送線路の整合性 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 マイクロ波回路 Sマトリクスとその応用 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 各種導波路 同軸線路平面線路 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 各種導波路 導波管 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 各種導波路 表面波伝送路 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 マイクロ波増幅デバイス概要 電子管、半導体デバイスの動作概要

解説 

授業の全体総括とグループデ

ィスカッション。 

９０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

【テキスト】「マイクロ波入門」 立野 敏著 （電気通信振興協会） プリント資料の配布 

【参考書・参考資料等】「マイクロ波工学の基礎」平田 仁著 日本理工出版協会、「マイクロ波工学 基礎と原理」中島将光著 

森北出版、「マイクロ波回路」森田、末武、林著 オーム社、「マイクロ波技術」阿部栄太郎著 東京大学出版会、「マイクロ波基

礎工学」川村光男著 昭晃堂、 「放送衛星技術」高橋良監修 日本放送出版協会 

【成績評価基準・方法】受講態度(20%)、レポート、小テスト(20%)、最終評価試験(60%)を行い、総合的な評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1654 授業科目：マイクロ波工学Ⅱ（Microwave Engineering Ⅱ） 

開講時期 後期 （情報電子システム）工学科 （４）年（２）単位  担当者：若井 一顕 

【授業の到達目標】マイクロ波共振器、マイクロ波デバイス等の機器の特性を理解すると共に、マイクロ波の電波伝搬及びその測

定法を身につけ、更に応用として衛星放送、レーダーにどのように利用されているかを理解することを到達目標とする。 

【授業の概要】マイクロ波は今日の情報通信の発展をもたらした基盤技術でもある。測定法及び応用例について学ぶと共にマイク

ロ波増幅、衛星放送、レーダー装置の理論と構造、機能、設備保守及び運用について学習する。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習復習） 時間（分） 

１ マイクロ波共振器 空胴共振器 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ マイクロ波共振器 誘電体共振器 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ マイクロ波デバイス 分岐回路 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ マイクロ波デバイス 減衰器、移相器 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ マイクロ波デバイス フェライト応用デバイス、アイソ

レータ、サーキュレータ 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ マイクロ波伝搬 マイクロ波伝搬の基礎 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ マイクロ波伝搬 マイクロ波アンテナ 授業前半総括、課題の検討と発

表、ディスカッション 

９０ 

８ マイクロ波の測定 Qの測定、電力、信号波の測定 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ マイクロ波の測定 インピーダンス、周波数の測定 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 マイクロ波の増幅 電子管デバイス、クライストロン、

TWT、マグネトロン 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 マイクロ波の増幅 トンネルダイオード、パラメトリ

ック増幅器 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 マイクロ波の応用 レーダーの理論、構造、機能、保守

及び運用 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 マイクロ波の応用 放送衛星の仕組み、ＳＨＦ伝搬と

回線設計 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 マイクロ波の応用 衛星通信装置等の理論、構造、機

能、保守及び運用 

授業の全体総括とグループディ

スカッション。 

９０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

【テキスト】「マイクロ波入門」 立野 敏著 （電気通信振興協会） プリント資料の配布 

【参考書・参考資料等】「マイクロ波工学の基礎」平田 仁著 日本理工出版協会、「マイクロ波工学 基礎と原理」中島将光著 森

北出版、「マイクロ波回路」森田、末武、林著 オーム社、「マイクロ波技術」阿部栄太郎著 東京大学出版会、「マイクロ波基礎工

学」川村光男著 昭晃堂、「放送衛星技術」高橋良監修 日本放送出版協会 

【成績評価基準・方法】受講態度(20%)、レポート、小テスト(20%)、最終評価試験(60%)を行い、総合的な評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1656 
授業科目：情報通信基礎講座  

（英名：Basic lesson for Information and Communication Technology） 

開講時期    前期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（２）年（２）単位  担当者：岡村 雅一 

【授業の到達目標】 

 情報通信分野の IT 技術者として最低限必要な知識である、システムアドミニストレータの基本技術及び知識を身につけ、

幅広い基本技術に習熟し、情報処理技術者試験の 1 つである「IT パスポート」資格が取得可能な実力をつけることを到達目

標とする。 

【授業の概要】 

 IT（情報技術）は技術者として、いまや必須の知識となっている。情報通信分野の IT 技術者として最低限必要な知識であ

るシステムアドミニストレータの基本技術及び知識について学習する。システムアドミニストレータは情報システムの開発・

利用について、ヒューマンインタフェース設計、テスト及び運用に関する知識技能を持ち IT 情報化推進の役目を担う。到達

目標としては幅広い基本技術の習熟と、情報処理技術者試験の 1 つである「IT パスポート」資格取得を目指す。 

また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。（下線で示す） 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
ハードウェア 情報の表現、5大装置とCPU、ﾒﾓﾘとｷｬｯｼｭﾒﾓﾘ、補助

記憶装置 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

２ 
 入力装置と出力装置、入出力ｲﾝﾀﾌｪｰｽ、基数変換と補

数 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

３ 
ｿﾌﾄｳｪｱとﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ ｿﾌﾄｳｪｱ、ﾌｧｲﾙ管理、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ、表計算1 資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

４ 
 表計算2、表計算3、ﾃﾞｰﾀ形式とﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ 資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

５ 
システム構成 ｼｽﾃﾑの構成、ｸﾗｲｱﾝﾄｻｰﾊﾞｼｽﾃﾑ、性能評価、ｼｽﾃﾑの信

頼性 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

６ 
ネットワーク ﾈｯﾄﾜｰｸ方式、通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの仕組み、通信ｻ

ｰﾋﾞｽ 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

７ 

 電子ﾒｰﾙ、WWW、情報ｾｷｭﾘﾃｨ、ﾕｰｻﾞ認証とｱｸｾｽ管理 

１～7 回に対応した過去問題で、参考になるものを

リストアップし紹介する。 

過去問題調査。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

８ 
セキュリティ ｳｨﾙｽ対策、ﾈｯﾄﾜー ｸｾｷｭﾘﾃｨ、暗号化技術、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ署名 資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

9 
データベース 関係ﾃﾞｰﾀﾍﾞー ｽ、主ｷｰと外部ｷｰ、ﾃﾞｰﾀの正規化、ﾃﾞｰﾀ

抽出と論理演算 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

10 
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ

ﾝｸ  ゙

整列と集計、排他制御と障害回復、ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとデー

タ構造、ﾌ ﾛ゚ｸﾞﾗﾑ言語 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

11 
マネジメント SLCPと調達、ｼｽﾃﾑ開発、ﾃｽﾄと運用・保守、システ

ム開発技法 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

12 
 ﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、工程管理、ｻ ﾋーﾞｽﾏ

ﾈｼﾞﾒﾝﾄ、ｼｽﾃﾑ監査 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

13 
企業活動と法務 企業会計、知的財産権、関連法規と標準化、 資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

14 
経営戦略とシステ

ム戦略 

ﾃﾞｰﾀ整理法、QC七つ道具とｸﾞﾗﾌ、企業活動と組織、

全社戦略と事業戦略 

資料を読みまとめる。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 



15 

 機能別戦略、ﾋﾞｼ ﾈ゙ｽ戦略と経営管理ｼｽﾃﾑ、情報ｼｽﾃﾑ

戦略、ﾋﾞｼ ﾈ゙ｽｲﾝﾀﾞｽﾄﾘ 

8～15 回に対応した過去問題で、参考になるものを

リストアップし紹介する。 

過去問題調査。 

章末の確認問題解答。 

６０ 

３０ 

【テキスト】 

「栢木先生の ITパスポート試験教室」 栢木 厚  技術評論社 

【分かりやすい授業を進めるためのポイント】 

大事なポイントをマークさせながら解説する。 

【成績評価基準・方法】 

 期末試験により総合的な評価を行う（100%）。総合得点が60点以上を合格とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1752 授業科目：電波法（Radio Law ） 

開講時期 前期 （ 情報電子システム工 ）学科（4）年（2）単位 担当者：若井一顕 

【授業の到達目標】 １級陸上特殊無線技士の資格能力を身につける。電波の質の管理、登録点検事業者制度、主任無線従事者制

度等を理解し、上級無線従事者資格取得能力も習得する。 

【授業の概要】電波は社会のあらゆる分野で広く使用され、その需要は極めて多いが、使用できる電波には限りがあり、また空間

を共通の伝送路としているので相互の干渉のおそれがある。電波法は、無線設備の性能やこれを操作する者の知識、技能について

基準を定めており、無線局を運用するに当たっては無線局免許の取得、無線従事者の資格を必要とする。本講義では電波法を中心

に、近年、注目されている電波防護指針の考え方や、放送法、電気通信事業法についても解説する。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習復習） 時間（分） 

１ 総則 電波法の目的、電波法令の概要、用語の定義、

総務大臣の権限委任 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 無線局の免許 免許制度、不法開設の罰則、欠格事由 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ 無線従事者 資格制度、無線従事者の免許、免許証 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 運用 免許状記載事項の遵守、混信等の防止、通信

の秘密の保護、疑似空中線の使用、時計の備

付けとその照合 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 運用 電波の型式等の表示、電波の質、周波数の許

容偏差、空中線電力の許容偏差 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 運用 一般通信方法（通則）、一般通信方法（無線通

信の方法） 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 業務書類等 備付けを要する業務書類等、無線検査簿、無

線業務日誌、免許状及び免許証票、無線従事

者選解任届、日誌抄録 

授業前半総括、課題の検討と

発表、ディスカッション 

９０ 

８ 無線設備 電波の型式等の表示、電波の質、周波数許容

偏差、空中線電力の許容偏差 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 無線設備 送信設備、受信設備、安全施設、保護装置 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 監督 電波利用料制度

及び罰則 

周波数の変更、電波発射の停止、検査、無線

局の免許の取消し等の処分報告、電波利用料、

罰則 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 電波防護指針 メディアにおける電波防護指針の考え方と国

際動向、WHO,ICNIRPの指針 

資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 放送法 放送法の理解、世界の放送事情 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 電気通信事業法 総則 事業許可、業務等 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 電気通信事業法 電気通信設備、指定試験機関等、土地の使用、

雑則、罰則、附則 

授業の全体総括とグループ

ディスカッション。 

９０ 

15 まとめ 学修のまとめと総括 資料を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

【テキスト】無線受持者のための電波法解説 相川聡著 （森北出版） 

【参考書・参考資料等】電波法要説改訂版 平井正俊著 電気通信振興会  

【成績評価基準・方法】受講態度(20%)、レポート、小テスト(20%)、最終評価試験(60%)を行い、総合的な評価を行う。 

 

 

 

 



教科番号 1853 授業科目：電子製図（Electronic Drawing）  

開講時期 通年 （情報電子システム工学科）（２）年（２）単位  担当者：當金一郎 

【授業の到達目標】 

1. 代表的なCADソフトであるAUTOCADを用いた作図技法を習得する。 

2. ２次元CADの基本的な作成技能を身につける。 

3. 「CAD利用技術者 2級検定試験」に合格する為の知識を身につける。 

【授業の概要】 

前期はAutoCADLT用テキスト及び、AutoCADがインストールされたパソコンを用いて基本的な２次元作図機能を学

ぶ。テキストの内容を基に作成の方法をモニター画面を通して示すので、学生にはそれを見ながら、各自のパソコン

を操作して、AutoCAD により指定された図面を作成のこと。（作成済みの図形ファイルは Moodle サーバに提出して

貰い、評価する。） 後期も前半は２次元CAD作図能力の深化に努める。後半はAutoCADの３D機能をソリッドモデ

ルを中心に学習する。尚、毎回講義時間が連続の２コマあるので、前期、後期とも適宜「CAD利用技術者2級検定試

験」のプリントを配布し、その解説を行いながら、検定試験に合格できるだけの知識を養っていく。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 

1 CADの概要 

AutoCAD基本操作 

CADとは、CAD利用技術者 2級検定試験、2次元CADと 3次元CAD、投影法の

種類、ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ、AutoCADの画面構成、線分の作図法、図形の保存 

2 CADｼｽﾃﾑの概要(1) 

円と円弧の作図 

CAD ｼｽﾃﾑの目的と効果、CAD ｿﾌﾄの種類と特徴、CAD ｼｽﾃﾑの基本概念、ﾍﾞｸﾄﾙ

ﾃﾞー ﾀﾄﾗｽﾀﾃﾞー ﾀ、円を描く、円弧を描く、円と線の組み合わせ 

3 CADｼｽﾃﾑの概要(2) 

多角形と楕円 

ﾚｲﾔの概念、ﾌｫﾝﾄの種類、ｸﾞﾘｯﾄﾞ、ｽﾅｯﾌﾟ、絶対座標と相対座標、操作をやり直す、

図形を削除する、画面表示の大きさを変える、多角形、楕円 

4 演習課題１ ここまでの内容を基に演習課題を与えるので、それに従って CAD 図面を作成、作

成した図面ﾌｧｲﾙをMoodleにアップしてもらう 

5 検定問題演習(1) 

図形の移動 

検定の過去問題から CAD ｼｽﾃﾑの概要に関するものを抽出してﾌﾟﾘﾝﾄを作成配布

し解説を行う。AutoCADで図形を平行移動・回転する 

6 ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習とﾃﾞｨｽｶｯ

ｼｮﾝ(1) 

若干複雑な図形をｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれて、協力して作成、その後ｸﾞﾙｰﾌﾟ内で、作成時

に工夫した点や問題点を討論、ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に発表してもらう。 

7 CAD ｼｽﾃﾑの概要(3)

図形を複写する 

寸法線、直径・半径の記入、角度の記入、基準寸法、部品登録・呼び出し、

AutoCADで図形を複写する（反転複写、回転複写、配列複写 など） 

8 CAD ｼｽﾃﾑの概要(4)

図形の一部を削除 

拡大・縮小、要素延長・短縮、変形、ｵﾌｾｯﾄ、要素消去、ﾄﾘﾑ、ﾌｨﾚｯﾄ、ﾁｬﾝﾌｧｰ、

AutoCADで図形の大きさを変更、かどの処理、図形の一部削除 

9 演習課題２ ここまでの内容を基に演習課題を与えるので、それに従って CAD 図面を作成、作

成した図面ﾌｧｲﾙをMoodleにアップしてもらう 

10 検定問題演習(2) 

画層の管理と操作 

CADの作図ﾃﾞー ﾀ、検定の過去問題から CADの作図方法に関するものを抽出して

ﾌﾟﾘﾝﾄを作成配布し解説を行う。画層の管理と操作 

11 CAD ｼｽﾃﾑのﾌﾟﾗｯﾄﾌ

ｫｰﾑ(1) 

ﾃﾞｰﾀ表現、CPU、主記憶装置、ﾁｯﾌﾟｾｯﾄ、ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ、ｷｰﾎﾞー ﾄﾞ、ﾏｳｽ、ﾌﾟﾘﾝﾀ、ﾌﾟﾛｯ

ﾀ、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、特殊出力装置、解説と同時に検定問題を演習 

12 CAD ｼｽﾃﾑのﾌﾟﾗｯﾄﾌ

ｫｰﾑ(2) 

OS、ﾈｯﾄﾜｰｸ、ﾌﾟﾛﾄｺﾙ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、ｾｷｭﾘﾃｨ、知的財産権、関連法規、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの操

作、解説と同時に検定問題を演習 

13 CADｼｽﾃﾑ関連知識 

文字の入力方法 

CAD ｼｽﾃﾑの運用・管理と課題、3 次元 CAD の基礎知識、解説と同時に検定問題

を演習、AutoCADで文字の入力の演習→作成後moodleにｱｯﾌﾟ 

14 小テスト① 

寸法線の入力 

検定の過去問題からここまでの内容でのものを抽出して小テストを実施する。

AutoCADで文字の入力の演習→作成後moodleにｱｯﾌﾟ 

15 ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習とﾃﾞｨｽｶｯ

ｼｮﾝ(2) 

ここまでの内容での図形をｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ協力して作成、その後ｸﾞﾙｰﾌﾟ内で、作

成時に工夫した点や問題点を討論、ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に発表してもらう。 

 

 

 



【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 

16 製図の知識(1) 

建築CAD(1) 

JIS 規格に基ずく製図の一般知識①（図面の大きさ、様式、用いる文字の大きさ、

線）を解説と同時に検定問題を演習、建築CADを課題① 

17 製図の知識(2) 

建築CAD(2) 

JIS 規格に基ずく製図の一般知識②（図面の尺度、寸法記入法、寸法線、寸法補助

記号）を解説と同時に検定問題を演習、建築CADを課題② 

18 製図の原理(1) 

ﾚｲｱｳﾄ空間 

製図の原理①（投影法の分類、第三角法による投影、軸測投影、斜投影）を解説と

同時に検定問題を演習、AutoCADでﾚｲｱｳﾄ空間の使い方演習 

19 製図の原理(2) 

図面の印刷 

製図の原理②（投影図の分析方法、三面図の描き方、番号の記入）を解説と同時に

検定問題を演習、AutoCADで作成した図面を印刷する 

20 図形の表現方法(1) 

機械CAD(1) 

部分投影法、補助投影法、局部投影法、全断面図、片側断面図、部分断面図、解

説と同時に検定問題を演習、機械CADを課題① 

21 図形の表現方法(2) 

機械CAD(2) 

対称形状の省略、中間部分の省略、繰り返し図形の省略、部分拡大図、想像線・原

型線、解説と同時に検定問題を演習、機械CADを課題② 

22 図形の基礎知識 

機械CAD(3) 

三角形、四角形と多角形の基礎知識とこれに関連して出題される検定問題の解説、

機械CADを課題③ 

23 数学の基礎知識 

電子CAD(1) 

三平方の定理、三角関数とこれに関連して出題される検定問題の解説、電子 CAD

を課題① 

24 立体図形 

電子CAD(2) 

球、円柱、円錐、直方体、四角錐、正多面体とこれに関連して出題される検定問題

の解説、電子CADを課題② 

25 ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習とﾃﾞｨｽｶｯ

ｼｮﾝ(3) 

これまでに行った建築CAD、機械CADに関してｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれて工夫した点、苦

労した点を討論、ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に発表してもらう。 

26 AutoCAD 3D 機能の

概要と基本操作 

3D CADの目的、2Dから 3Dへの機能切り替え操作、表示スタイルの種類と管理、

ビュー管理、ビューの操作、円柱、球、直方体の作図 

27 ソリッドモデリング-１ プリミティブソリッドに和・差・積等の演算を施す。 

与えられた課題の 3Dﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞを行う。 

28 ソリッドモデリング-２ ２Dオブジェクトの境界引き伸ばしや３Dソリッドの面の引き伸ばし、押し出し、回転、

ロフト、スイープコマンド 

29 ソリッドモデリング-３ 閉じた２D図形から３D図形を作成する、ギズモを使った３D編集、複写、鏡像、オフ

セット、回転、フィレット、面取りコマンド 

30 総まとめ 小テスト②、3DCAD についてｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれ、作成時に工夫した点や問題点を討

論、ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に発表してもらう。 

【テキスト】 

「はじめて学ぶAutoCAD LT 2014 」鈴木孝子（著）、（株）ソーテック社 

【参考書・参考資料等】 

「ＣＡＤ利用技術者試験 ２級・基礎 公式ガイドブック」日経ＢＰ社 

【学生に対する評価の方法】 

授業態度＆課題提出状況（60%)、期末テスト（40%)で総合的な評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 0713 授業科目：電気機器工学（Electric Machine  Engineering）  

開講時期 後期 （情報 4年、自然環境 3年）単位2        担当者： 斉 培恒 

【授業の到達目標】 

変圧器は、ファラデーの電磁誘導の法則を原理とし、同一の交番磁束と鎖交する 2 組のコイルに発生す

る起電力はコイルの巻数に比例することを理解する。さらに電流と磁束と力の関係を学習し、この知識を

応用して発電機並びに電動機の原理と構造について理解する。併せて近年の省エネ技術に欠かせない電力

用半導体を用いたパワーエレクトロニクスについて理解する。 

【授業の概要】 

 電気機器の中心をなす変圧器や電動機・発電機等の原理はすべて電流と磁界の相互作用であることを説

明する。電気機器工学の基本原理であるアンペールの「右ねじの法則」及びファラデーの「電磁誘導の法

則」について電流と磁気及び力の関係を学ぶ。さらにこれら 3 者の関係を分かり易く説明した「フレミン

グの右手/左手の法則」を実際に手でを動かして適用し、発電機や電動機の動作原理を体得させる。以上の

講義を通じて、進歩の速い現代の電気工学・電子工学の進展に的確に対応できる能力を養う。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・演習・復習） 時間(分) 

１ ガイダンス 授業の進め方の説明（オリエンテーション）、

気工学の基礎を作った天才たちとその

偉業、商用電力システム。 

予習結果を確認。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

２ 変圧器（１） 変圧器の原理、変圧器の構造、等価回路、

演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

６０ 

６０ 

３ 変圧器（２） 変圧器の並行運転、デルタ結線、Y結線、

V 結線、三相変圧器、単巻変圧器、計器

用変成器。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

４ 直流発電機

（１） 

発電の原理、発電機の構造。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

５ 直流発電機

（２） 

整流子とブラシ、発電電圧の大きさ、電

機子反作用、直流発電機の種類と特性並

びに用途。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

６ 直流電動機

（１） 

動作原理、直流電動機の構造。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

７ １回～６回まで

のまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについてディ

スカッションを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッ

ションの内容をまとめる。 

１２０ 

６０ 

８ 直流電動機

（２） 

逆起電力、回転速度、発生トルク及び発

生出力。演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

９ 直流電動機

（３） 

直流電動機の種類と特性。演習問題。 予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

10 同期発電機 同期発電機の原理、交流電圧の発生、磁

極と同期速度、同期発電機の種類、同期

発電機の特性、同期発電機の並行運転。

演習問題。 

予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

11 同期電動機 同期電動機の原理と構造、同期電動機の

特性、同期電動機の始動と運転。演習問

題。 

予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 



12 三相誘導電動

機（１） 

三相誘導電動機の原理と構造、すべり、

誘導電動機と変圧器とのアナロジー。演

習問題。 

予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

13 三相誘導電動

機（２） 

等価回路、単相誘導電動機、入力・出力・

損失の関係、トルクと同期ワット、速度

特性曲線、トルクと比例推移、最大トル

ク、出力特性曲線、始動と運転。演習問

題。 

予習結果を確認。 

10分間 1，2問の演習を実施。 

宿題を出し、復習効果を果たす。 

３０ 

６０ 

14 ８回～１３回ま

でのまとめ 

演習問題の解答・解説とまとめについてディ

スカッションを行い、理解を深める。 

演習問題を解き理解を深める。 

グループに分けで、ディスカッ

ションの内容をまとめる。 

１２０ 

 

６０ 

15 パワーエレク

トロニクス、

まとめ 

半導体整流器、電力用サイリスタ、整流

回路、静止レオナード方式。まとめと総括。

小テストの実施 

期末テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  

「電気機器」 飯塚成男・沢間照一 共著、オーム社 

【参考書・参考資料等】  

「電験三種 よく分かる機械」 新井信夫、 早川義春 共著、 

「よくわかる電気機器」、」森本 雅之（著）、森北出版 

【成績評価基準・方法】 出席率＋宿題レポート提出状況（30%）、小テスト（20%）、試験（50%）で総合的な評価

を行う。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1659 授業科目：情報ﾈｯﾄﾜｰｸ応用工学 (Information Networks, applied engineering) 

開講時期 前期 (情報電子システム工)学科（４）年（２）単位 担当者：初鹿野 一雄  

【授業の到達目標】 

M2M/IoTはビジネスや社会の課題解決、新しい価値の創造に関わるものとして注目されている。その背景、要素技

術を学ぶとともに、その社会的価値に注目した新規アプリケーションの提案を行う。 

【授業の概要】 

 M2M/IoTについて、その社会的な導入背景から目的、要素技術としてのネットワーク技術, センサー等を学ぶ。ア

プリケーション例を学び、オリジナルなアプリケーションの提案を行う。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ イントロダクシ

ョン 

講義概要の説明。M2MやIoT登

場の背景 

テキスト(P1~16)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ M2M/IoTの活用① M2M/IoTの活用と産業・社会イノベ

ーション。課題演習 

テキスト(P17~32)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ M2M/IoTの活用② M2M/IoTの活用と産業・社会イ

ノベーション。課題演習 

テキスト(P33~53)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ M2M/IoT のアーキ

テクチャ① 

M2Mの定義とIoTの展開 

課題演習 

テキスト(P55~63)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ M2M/IoTのアーキ

テクチャ② 

M2M ｼｽﾃﾑを構成する機能要素。

課題演習 

テキスト(P64~72) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ M2Mのアプリケー

ション 

日立、富士通、NECの例 テキスト(P73~93) を読みまとめる。 

P94~119を読みレポートを作成。 

３０ 

１２０ 

７ M2M/IoTを支える

技術① 

M2M関連の通信ﾈｯﾄﾜｰｸ技術と標

準化。課題演習 

テキスト(P180~188) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

１２０ 

６０ 

８ M2M/IoTを支える

技術② 

3GPP ﾘﾘｰｽ 12, NFVの動向 

課題演習   

テキスト(P188~195)を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ M2M/IoTを支える

技術③ 

M2Mに重要なセンサー 

課題演習 

テキスト(P196~205) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 M2M/IoT を支える

技術④ 

M2M 用アクチュエータ。M2M 向

けeSIM。課題演習 

テキスト(P206~215) を読みまとめる 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 M2M/IoT を支える

技術⑤ 

M2Mゲートウェイとその役割。

課題演習 

テキスト(P216~220) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 M2M/IoT を支える

技術⑥ 

Zigbee, Bluetooth  

課題演習 

テキスト(P221~226) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 M2M/IoTを支える

技術⑦ 

Wi-SUN とその他M2M ﾈｯﾄﾜｰｸ技

術。課題演習 

テキスト(P227~236) を読みまとめる。 

授業/演習内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 M2M アプリケーシ

ョンの提案 

M2M ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ提案に向けたｸﾞﾙ

ｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ。 

M2M ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ案をまとめておく。 

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ内容をまとめる。 

１２０ 

１２０ 

15 まとめ 前回ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ内容の発

表。 

過去の演習問題のおさらい。 

ノートの整理とまとめ。 

１２０ 

１２０ 

【テキスト】 「M2M/IoT教科書」稲田 修一 監修 インプレスジャパン 

【参考書・参考資料等】なし  

【成績評価基準・方法】 課題演習(20%)、レポート(20%), 試験(60%)で評価を行う。 

  

 

 

 



教科番号 1660 
授業科目：組込機器応用講座Ⅰ 

（英名：Lesson 1 for Embedded System Application ） 

開講時期    前期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（３）年（２）単位  担当者：岡村 雅一 

【授業の到達目標】 

 Arduinoを使用して組込みシステムを開発する。ブレッドボードを用いて、基本的なセンサー、アクチュエータ、表示回路を用い

た回路の動作をプログラムにより確認する。最終的には、自作のシールドを設計し開発できる事を到達目標とする。 

【授業の概要】 

 組込みシステムは、家庭用機器、産業用機器、医療用機器等、電子制御を必要とするほとんどの製品に用いられている。従来、マ

イコンを使用した組込みシステムの開発は、マイコンの機能・開発環境の理解に時間を要し難易度の高いものであった。これらのハ

ードルを下げ、マイコンに習熟していない初心者向けに開発された「Arduino」を使用して、組込機器開発の基礎を学習する。 

また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。（下線で示す） 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
Arduinoとは？ Arduinoの概要、IDE（統合開発環境）の使用方法  環境準備。 

教科書復習。 

６０ 

３０ 

２ 
基本的な使用方法 シリアルモニタ、ブレッドボードを使用したデバッグ プログラム入力。 

教科書復習。 

６０ 

３０ 

３ 
LED表示 LEDの表示制御、PWMによる明るさ制御 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

４ 
色を制御 フルカラーLEDを用いて、色を変化させる プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

５ 
音を制御 圧電スピーカーにより、高低音を出力する。 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

６ 
明るさ Cdsセルにより、明るさに対応した制御を行う。 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

７ 
温度測定 温度センサーを用いた、温度の測定。 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

８ 
距離センサー、サー

ボ 

距離の測定、サーボモーターの動作確認 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

9 
液晶 セグメント液晶表示、温度センサと組み合わせて温度

計の製作 

プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

10 
電子サイコロ ブレッドボードによる電子サイコロの製作 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

11 
ラーメンタイマー ブレッドボードによるラーメンタイマーの製作 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

12 
自作シールドの製作 事前検討、部品調査 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

13 
 シールド作成、プログラム作成、動作確認(1) プログラム入力。 

デバッグ。 

６０ 

６０ 

14 
 シールド作成、プログラム作成、動作確認(2) プログラム入力。 

デバッグ。 

６０ 

６０ 

15 
 報告書作成 プログラム入力。 

報告書作成。 

６０ 

１２０ 



【テキスト】 

「Arduinoで電子工作をはじめよう」 高橋 隆雄  秀和システム 

【分かりやすい授業を進めるためのポイント】 

実際にプログラムを動作させながら、重要ポイントを解説する。 

【成績評価基準・方法】 

 出席状況（20％）、自作シールド（30％）、報告書（50％）により評価。総合得点が60点以上を合格とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 1661 授業科目：組込機器応用講座 Ⅱ （英名：Lesson 2 for Embedded System Application ） 

開講時期 後期 （情報電子ｼｽﾃﾑ）工学科（３）年（２）単位  担当者：岡村 雅一 

【授業の到達目標】 

 Arduino を使った組込み機器開発の応用を学ぶ。Arduino とパソコンの連携及びWeb シミュレータを使った動作確認など、総合

的な開発能力を修得する。また「ものづくりコンテスト」の課題を解く事により、実践で自在にプログラミングできるスキルを修

得する事が目標である。 

【授業の概要】 

 組込機器応用講座 1 で修得した「Arduino」を使用して、組込機器開発の応用を学習する。前半では Arduino とパソコンの連携

に、「Processing」と呼ばれるプログラミング言語を活用し、データの入出力、表示に画像データを使用できるようにする。後半で

は「123D」と呼ばれるWebで動作するシミュレータを用い、Arduinoのプログラムデバッグも含めて動作を確認する。更に 123D

を活用し、「ものづくりコンテスト」の課題を実際に解いてみることにより、総合的な組込み機器の開発能力を修得する。 

また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。（下線で示す） 

【授業要旨】 

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
Processingだけ 

を使う 

・絵や文字を書く 

・アニメーション 

プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

３０ 

２ 
 ・キーボード、マウスを使う。 

・ファイルの入出力 

プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

３０ 

３ 
Processingで動かす ・LEDのON/OFF、三色LEDの点灯 

・サーボモータを動かす 

プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

４ 
Processing にデータ

を送る 

・スイッチの検出、ボリュームの値を読み込む プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

５ 
Processingとの連携 ・データロガー 

・スカッシュゲーム 

プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

６ 
ライブラリの活用 ・静電容量センサー プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

７ 
自作プログラム ・Processingを活用したプログラム作成(1) プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

８ 
 ・Processingを活用したプログラム作成(2)・ プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

9 
123D によるシミュ

レーション 

・LEDのON/OFF動作の確認 

・シミュレータの操作方法確認 

プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

10 
 ・セグメントLED、ブザーの入力、動作確認 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

11 
 ・DCモータ、スイッチの入力、動作確認 プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

12 
ものづくりコンテス

ト課題解答 

・ブザー出力、LED表示 

・DCモータの動作 

プログラム入力。 

応用プログラム作成。 

６０ 

６０ 

13 
 ・状態遷移表を使ったプログラム作成 プログラム入力。 

動作確認。 

６０ 

６０ 

14 
 ・ものづくりコンテスト課題解答（１） プログラム入力。 

動作確認。 

６０ 

６０ 

15 
 ・ものづくりコンテスト課題解答（２） プログラム入力。 

動作確認 

６０ 

１２０ 

【テキスト】「Arduino電子制御 Processingでパソコンと連携」 牧野 浩二 電機大出版局 

【分かりやすい授業を進めるためのポイント】実際にプログラムを動作させながら、重要ポイントを解説する。 

【成績評価基準・方法】 出席状況（20％）、Processingを活用した自作プログラム(40%)、ものづくりコンテスト課題解答（40％）、

により評価。総合得点が60点以上を合格とする。 

 



教科番号：1999 授業科目：卒業研究（Study for Graduation） 

               （情報電子システム）工学科（４）年（４）単位  担当者：當金 一郎 

【授業の到達目標】 

 自ら選んだ課題について研究を実施し、それを論文として纏め、更に卒業研究審査会において発表を行なう過程を通じて、これ

まで学んだ多くの専門知識を深め、更に社会に置いて活躍できる優れた技術者になるための基礎的資質を身に付けることを目標

とする。 

【授業の概要】 

 卒業研究は情報電子システム工学科の学生としての三年間に渉る学習活動の集大成として実施するものであり、自ら選んだ研

究課題について指導教員の下で研究を実施し、それを論文として纏め、また最後の卒業研究審査会において発表を行なって、評価

をうけるものである。 

なお本研究を行なう重要な目的の一つは、その過程において過去の座学や実験で学んだ多くの専門知識を更に深めるとともに、

現在発展しつつある高度情報化社会において活躍できる、優れた技術者になるための基礎的資質を身に付けさせることである。 

 

【授業要旨】 

 指 導 教 員 テ ー マ 

１ 當金 一郎 

○ソフトウェアエージェントシステムの応用研究 

○自己組織化マップの応用研究 

○マインドストームによる自律型ライントレースロボットの研究 

２ 若井 一顕 
○ドローンを用いたアンテナ特性と電界分布の測定 

○ドローンによるアンテナ構築物の劣化度評価と非常災害時の活用 

３ 初鹿野 一雄 
○自律型ライントレースロボットの研究 

○センサネットワークの研究 

４ 斉 培恒 

○適応信号処理手法を用いたエネルギー変換システムの自動制御の 

 アルゴリズム研究及び実システムへの実装 

○電子除湿機の自動制御に関する研究 

○産業機器（FA）向け無線通信システム回路の研究 

５ 内村 俊二 

○近接撮影画像のモザイキングに関する研究 

○３次元ペイントツールの開発 

○３Ｄカメラを用いた３次元計測と３次元CG化に関する研究 

○マインドストームによる自律型ライントレースロボットの研究 

○ディスプレイの視認性に関する研究 

６ 岡村 雅一 
○マイコンカーによる自律型ライントレースロボットの研究 

○LEGO EV3による自律型ライントレースロボットの研究 

７ 永石 初弘 
○基準電圧発生回路の高精度化に関する研究 

○基準電圧発生回路の低電圧化に関する研究 

８ 山田 猛矢 

○斜面崩壊警報システムの開発 

○顕微授精シミュレータの開発 

○福祉機器の開発 

○画像処理による異常状況検出に関する研究 

○画像処理による水面波のパターン認識に関する研究 

【テキスト】 

【参考書・参考資料等】 

【学生に対する評価の方法】 

 


